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（一）俳句 
 
 
 
 
 

 



 
 
 

 大晦日鍋をはさむは老い二人(08・01・05) 

 除夜の鐘テレビで聞くも又風情(08・01・05) 

 山霧に握るハンドル重くなり(08・03・04) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 深霧に万物の失せ我も無し(08・03・04） 

 ガラス窓割れる割れるか台風夜(08・09・03) 

 蝉時雨耳に涼しい雨上がり(08・09・05) 



 
• 雨上がり潜む蝉あり声何処(08・08・03) 

• 蝉時雨黐竿知らぬ町童(08・08・05) 

• 肌を刺す大屯颪冬の足(08・11・09) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

• 紅葉尽き北山杉の青屏風(08・11・05) 

• 名月や集う孫らは夢の中(08・09・04) 

• 秋出水街ゆくボートに望みかけ(08・09・12) 

 

  



 

 秋出水ビル激流に横たわる(08・09・12)    

 老いたれば聞くもテレビの除夜の鐘（08・12・20） 

 ノーベル賞大河往く舟只二艘（08・12・20） 

  

 

 
 
 
 

 数え日や姥捨て山に又一歩(08・12・29) 

 睦まじき老老介護去年今年 (09・02・03) 

 蟹さんや手足縛られ目に無念(09・01・10) 

 



 
• 若き日の老いの日知らぬ去年今年(09・02・03) 

• 花束が競う墓苑や清明節(09・04・14) 

• 痛ましや認認介護去年今年(09・02・03) 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

• 春の風邪叶わぬ恋の言い訳に(09・05・09) 

• 汗だくや見え隠れするわが棲家(09・06・14) 

• 蛍火を河原に探す街の子ら(09・06・14) 

 



 
• 空梅雨やダム底見えて顔曇る(09・06・14) 

• 風鈴や待ち草臥れる南風(09・07・13) 

• 雨止まず宿無し蚯蚓道を往く(09・08・14) 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

• 自棄ビール酔いつぶれぬも胃の脹れて(09・09・15) 

• 瞑想にアイスクリームの溶けゆきぬ(09・09・15) 

• 赤とんぼ教えてくれよ如何せん(09・09・15) 

 



 
• 墓参り香るは側(はた)の金木犀(09・09・15) 

• リストラのわが手抜け行く赤蜻蛉 (09・10・15) 

• 秋空の雲掴もうと手の伸びる (09・10・15) 

  
 
 
 

 
                            （2003） 

 
 
 

• 銀杏散る帰宅の道に影長し(09・10・15) 

• 闇空に吼える声あり明日台風 (09・10・15) 

• 朝寒やリストラ今日は何処へ行く (09・12・05) 

 



 
• おでん食む入れ歯ゆるんで歳を知る(10・01・08) 

• 見下ろせば虹ノ松原冬霞(唐津鏡山） (10・01・08) 

• 除夜の鐘過ぎしを語り未知へ去る(10・01・08) 

 
 
 

 

 
 
 
 

• 初電話近く聞こえる彼の声(10・01・08) 

• 今年また減りゆく賀状友の顔(10・01・08) 

• 認知症ほんまの笑顔や新年会(10・01・08) 

 



 
• 忘年会忘れていた唄童歌(10・01・08) 

• 賀状来ず落花一輪木の根元(10・02・15) 

• 梅桜並び咲くことなかりしに (10・02・15) 

 
 
 

 
 
 
 
 

• 途切れ聞く爆竹遠く炭火焚く  (10・02・15) 

• 腰立たず増えた白髪に芒触れ (10・01・08) 

• 蝌蚪一匹もがく水溜り乾きゆく (10・03・08) 

 



 
• 春雷や模糊たる思惟に一撃を (10・03・08) 

• 春眠に目覚めて知るや国のなく (10・03・08) 

• 蟹歩き階段下りる老いの日よ (10・05・07) 

  
 
 

 
 
 
 
 

• 国あって国で無いてふ国 のあり(10・04・05) 

• 桜散り哲人独りゆく疎水 (哲学の道）(10・04・02) 

•  国変わりさだめにまごつく律義者 (10・05・23) 

 



 
• 父は逝く静かな海や学（がく）の船（10・05・23) 

• 詩を知らず詩を作るとて山に入る (10・05・18) 

• 読み違う詠まれた俳句人により (10・06・05) 

 
 
 
 

 
 
 
 

• 絵が読めず伝統俳句遠くなり (10・06・05) 

• 瞬間の感動詠めば俳句なる？ (10・06・05) 

• 観念の飛躍つづって俳句なる？ (10・06・17) 

  



 
• 父は逝く大海原を「学の船」 (10・06・17) 

• 長生きし俳句を知るも喜の寿かな（10・06・15) 

• 破り終わらぬ文献やむなし過去 (10・06・11) 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

• 囀りの皆美しく我に無く (10・06・07)  

• 「読み」違う詠むと読む人俳句かな (10・06・05) 

• 読み違う詠まれた俳句人により (10・06・05) 

 



 
• 我越えし道を眺めて雲の上 (10・06・16) 

• 我死ぬる我のすべては我ならず (10・06・25) 

• 現実は現実でなく現実かも (10・07・29) 

 

 

 

 

• 老荘の道尋ねるよ今仙人 (10・07・28) 

• 歴史ある六千年で滅ぶ地球 (10・07・26) 

• 足元にごきぶりまかり背に汗や (10・07・29) 



 
 
 

• パットつく明かりにごきぶり戸惑いて(10・07・28) 

• パットつく明かりごきぶり急つかれ (10・07・29) 

• 定年で世間知らずの我を知り (10・07・29) 

 

 

• 定年で見えた世間に鱗落ち (10・07・29) 

• 定年にはじめて知るか世間とは (10・07・29) 

• 国失くし悪夢始まる終戦日 (10・08・15) 

 



 

• 老いふたりセルフサービス自家住い(10・08・10) 

• 詠む俳句読みはさまざま余白あり（10・08・15） 

• 「詠み」一句「読む」は銀座の人通り（10・08・15） 

 

 

 

 

• 売国奴山吹色の終戦日(10・08・15) 

• 滲みよる闇の静謐秋ふかし（10・09・08） 

• 我が身をば己が呪う悲しさよ（10・09・10） 

 

 



 

• 己をば己が呪う寂しさよ（10・09・10） 

• 神様は条理に合わない札を出す（10・09・21） 

• 奸譎な人死すと聞き我空し（10・09・20） 

 

 

 

 

• メモ破り思い出破る我が余命（10・09・18） 

• リハビリに生を求める秋の暮れ（10・09・24） 

• ハビアンや宗教極めまだ迷い（10・09・21） 



 

• 独り住む無縁社会に無い別れ（10・10・30） 

• 俳句詠む地球狂って季語の無く（10・10・30） 

• リハビリに腰を牽かれる枯薄（10・10・22） 
 

 

 

 

 

• リハビリに首を吊られる枯薄（10・10・22） 

• 友来ると動けぬ我の悲しかも（10・11・11） 

• 友くると聞き病床の我寂し（10・11・11） 

 



 

• 四季狂い季語も狂うか去年今年（10・11・21） 

• 死ぬるとき秋空高く無一物（10・12・04） 

• 故郷や山川見えぬ黄金色（10・11・28） 

  

 

 

 

• ぬかるみや踏みにじられし雪の痕（10・12・27） 

• ぬかるみや落とした今朝の雪化粧（10・12・27） 

• 冬句会ヘルパー付いて車椅子（11・01・11） 

  



 

• 冬句会ヘルパー伴の高齢者（11・01・11） 

• 年明けてピンコロ願う歳となり（11・01・02） 

• 雪の上染まる血痕誰がため（11・01・02） 

  

 

 

 

• 人の波花に浮かれど凍屍一躯（11・02・07） 

• 花一つ濁流に消え水滾る（11・02・06） 

• 悪魔ニコニコ仏の教え説いている（11・02・06） 
  



 

• 人間の脳みそ悪魔たじたじと（11・02・26） 

• 空（くう）問うに闇と光のハイブリッド（11・02・27） 

• 赤シャツに犇く広場人去りぬ（11・02・27） 
 

 

 

 

• 結婚で消え往くむかし竹馬友（11・02・27） 

• 年老いて産声あげる一人旅（11・02・28） 

• 大津波残す爪痕癒えて消ゆ（11・03・11） 

 

 



 

• 大津波驕る人類鞭を受く（11・03・11） 

• 大津波無差別仕打ち是非の無く（11・03・11） 

• 大自然津波で潰す人の智慧（11・03・12） 

 

 

 

 

• 結婚で消え往くむかし竹馬友（11・02・27） 

• 年老いて産声あげる一人旅（11・02・28） 

• 大津波残す爪痕癒えて消ゆ（11・03・11） 

 

 



 

• 春の雪見えぬ輻射に人おびえ（11・04・14） 

• 原発や笑顔の陰に鷹の爪（11・04・13） 

• 地の揺れて津波襲うは罪無き子（11・04・08） 
 

 

 

 

• 大自然怒りて人の智慧果てる（11・04・08） 

• 津波きて怪物目覚め永久の悪（11・04・27） 

• 大津波高台遠く沖近し（11・04・27） 

 

 



 

• 蟻祭り木の葉掲げて列をなす（11・06・02） 

• 蟻地獄蠢く人の影ばかり（11・06・02） 

  

 

 

 

• 浮世人浮世に生きて浮かび行く（11・06・02） 

 

 



 

• 高台へ教え子送り教師逝く（11・04・27） 

• 雷鳴におびえるやくざ苦笑い（11・04・28） 

• 鮨を食み盗み見するも見合い席（11・06・02） 

 

 

 

 

• 紙魚走り穴に潜りて字の消える（11・06・28） 

• 紙魚潜りくずれし文字に謎を解く（11・07・12） 

• 紙魚走る塹壕深しマジノ線（11・07・12） 

 

 



 

• 灼熱の官能消える水びたし（11・07・07） 

• 帆立貝山なす殻の身は何処(11・07・19) 

• 爆死鮎浮かぶ渓流音の無く(11・07・15) 

 

 

 

 

• 風鈴の音色涼しく思惟のいく(11・07・15) 

• 今日も来る京の都や童の日（11・07・21） 

• 奴隷根性さて誰かなと？（11・08・07） 

 



 

• 病なく花鳥諷詠呻吟す（11・08・09） 

• 無限とは人の智慧帰す空白や（11・08・08） 

• 原爆原発人の智慧無惨かも（11・08・08） 

 

 

 

 

• 夜更けてネットの虜明け易し（11・08・19） 

• 猛暑日や脳みそ煮えて硬くなり（11・08・19） 

• 闇のなか平家蛍と呼ばれたり(11・09・06) 

 



 

• 蝉時雨流す調べは過ぎし日ぞ（11・09・03） 

• 夜長なれ故郷（くに）を語るに明け易し（11・10・10） 

 

 

 

 

• しとしとと雨垂れ近く夜長し（11・10・0） 

 



 

• アゲハチョウもとはと問えば毛虫ぞよ(11・09・06) 

• 蛍火に魅かれて聞くはせせらぎよ（11・09・06） 

• 空蝉や縋る樹の皮剥げそうぞ（11・09・05） 

 

 

 

 

• 黄昏や紅葉鮮やか燃え尽きる（11・10・05） 

• 哲学す寝床でじっくり夜長し（11・10・05） 

• 字も眠るディスプレイ静か冬の夜（11・11・03） 

 



 

• 見つめいる字も眠るかな冬の夜 （11・11・03） 

• 冬の夜見いるディスプレイ字も眠る （11・11・03） 

• ハビアンや極めて迷う悟りかも（11・11・03） 
 

 

 

 

• 冬日差し雲に抱かれる青い山（11・11・02） 

• 夢追うて捨てた故郷穴惑い （11・11・17） 

• 隙間風過去が冷やりと帰り来る （11・11・28） 

 



 
• 夜寒し万籟眠り吾思惟す（11・11・15） 

• 首吊りやリハビリの技止むいたみ（11・11・06） 

• 定年で往くとこなくて穴惑い（11・11・17） 

 

 

 

 

• 年の暮メモを破いて我も無く（11・12・12） 

• 独り泣く裸の赤子雪の中（11・12・15） 

• 死を恐れ鎖選んで蟻になる（12・01・15） 

  



 
• 非業の死辞世句詠めず血の涙（12・01・29） 

• 音のなく夜しんしんと冬の雨（12・02・01） 

• 踏み込んで確かに我が家冬帰宅（12・01・30） 

 

 

 

 

• 朝日昇らず海も消えただ空気（12・01・15） 

• 顔しぼみ全てを失くす年の明け（12・01・27） 

• 滾る血よ怒号の波濤桜散る（12・01・28） 
  



 
• 玉手箱開けて空しく落ち葉掃く（12・01・30） 

• ガレージやミリオネア待つ初日の出（12・01・10） 

• 寒凌ぐ浮浪児集う地下歩道 （12・01・12） 

 

 

 

 

• 大晦日瞼にホームホームレス （12・01・11） 

• 温度九度桜の開く二月かな （12・02・04） 

• 冬の雨タイヤの伴の水の音（12・02・01） 

 



 
• 死を恐れ名利求めて秋暮れる（12・02・06） 

• ハビアンも道に迷うや春の夜（12・02・04） 

• 上げた足踏み殺すまじ蟻の列（12・02・22） 

 

 

 

 

• 外来にうごめく白髪着膨れて(12・02・22) 

• 小正月消えるあの影人込みに（12・02・06） 

• 料峭に静まり返る蛙の音（12・03・19） 

  



 
• 主逝き庭の辛夷の白寂し（12・03・21） 

• 花の雨今年降るのは放射雨（12・03・15） 

• なく子猫親はそしらぬ顔してる（12・03・14） 

 

 

 

 

• 雀の子僕を見つめてチュンと言う（12・03・14） 

• 雁の声去りゆく人の影見えず（12・03・15） 

• 白い闇ゆくえ混沌五里霧中（12・03・15） 

  



 
• 香りありありし水仙見あたらず（12・02・24） 

• 赤和牛ともに遊びし牧場冬（12・02・24） 

• 耳を立て聞こえぬ音を探る闇（12・03・30） 

  

 

 

 

• 耳を立て聞こえぬを聞く台風夜（12・03・30） 

• 死を待ちつ生を享く日々歳の暮れ（12・03・25） 

• 朧月見える未来もまた朧（12・04・08） 

  



 
• 原発と夫婦になるか未知の愛（12・05・04） 

• オフ会の意外な顔に開いた口（12・05・04） 

  

 

 

 

• 東風吹けど蕾の落ちて花の無く（12・04・29） 

   



 
• 青を踏むお墓参りや生享ける（12・04・08） 

• 清明や墓の供物にピザ一つ（12・04・07） 

• 俳句とは闇に手探り象触る（12・05・04） 

  

 

 

 

•  肌寒し今夜聞こえぬ蛙の音（12・04・27） 

•  一人逝きまた一人逝く日々となり（12・05・19） 

•  ああ君か昨日会ったね竹馬の友（12・05・19） 

     



 

• 落葉散る静かな森よ終の始よ（2012・11・10） 

• 南国に夜明けの叫び雪だ雪（2012・12・20） 

• 蔦紅葉映ゆる銀杏の艶比べ（12・12・12） 

 

 

 

 

• 冬日差し雲に抱かれる青い山（11・11・02） 

• 夢追うて捨てた故郷穴惑い （11・11・17） 

• 隙間風過去が冷やりと帰り来る （11・11・28） 

 



 
• 認知症僕は覚えていてくれる（12・05・18） 

• 燕の子口をあんぐり親を待つ（12・05・09） 

• 燕の子口をあんぐり生きる術（12・05・09） 

  

 

 

 

• 餌あれば誰でもいいさ燕の子（12・05・09） 

• 積める本処理する歳や都会住み（12・05・04） 

• 夕焼けに手まりをしまい帰る子等（12・07・02） 

     



 
• 初蝉の声待ちきれず友の逝く（12・06・28） 

• 認知症見知る人無き雪の街（12・06・28） 

• 蛍火や人を誘いて闇に入る（12・06・28） 

 

 

 

 

• 蛍追う袖に蛍が附いている（12・06・17） 

• 仕事なく空き腹も鳴く麦の秋 （12・06・17） 

• イケメンを選択したる麦の秋（12・06・17） 

                                                     



 
• 原発と夫婦になるか春の闇（12・05・20） 

• 燕の巣あんぐり開いた口並ぶ（12・05・20） 

• 窓の外僕見てチュンと雀の子（12・05・20） 

  

 

 

 

• 汗だくや家（うち）見え足も軽くなる（12・06・04） 

• 汗流す仕事ある日ぞ笑う顔（12・06・04） 

• 働いて汗だくとなる楽しさや（12・06・04 



 
• 見たくないデイケアの門日永かな（12・07・03） 

• 万緑に炭火自殺の家族ある（12・07・03） 

• 蛍舞い闇の中へと来い来いと（12・07・03） 

   

 

 

 

• 金魚鉢横から見られて金魚泣く（12・07・04） 

• お俳句と言われ寂しく落ち葉掃く（12・07・03） 

• 台湾にモンスタージャッジ顔を出す（12・08・02) 

 



 
• お俳句や時を忘れる枯れすすき（12・07・12） 

• 見たくないデイケアの門夏の朝（12・07・03） 

• お俳句といわれ空しか落ち葉かな（12・07・15） 

 

    

 

 

• 汗まみれお粥一杯奪い合う（12・07・12） 

• 汗まみれ極低サラリー誰がため（12・07・12） 

• 汗だくや子らのおまんままだまだや（12・07・13）  



 
• 羅や映るシルエット生身の美（12・08・01） 

• 風鈴やスカイプ運ぶ風の音（12・08・01） 

• 野鳥来て金魚攫うて子ら涙（12・08・12） 

  

                                 2003         

 

 

• 汗にじむいとしの肌に燃えるキス（12・08・29） 

• 台風夜無限の闇に悪魔吼ゆ（12・08・29） 

• アイホーンで海を挟んで賞でる月（2012・09・10） 

  



 
• お俳句もおつとめなるやすすき波（12・09・30） 

• 羅や夕日に愛でるシルエット（12・09・30） 

• 風鈴やスカイプ運ぶ音の涼し（12・09・30） 

  

                                   

 

 

• 蓑虫や身なりにめげぬ垂れ姿（12・09・30） 

• 枝豆に時の過ぐるを頼みけり（12・09・30） 

• 枝豆の一つ一つに時委ね（12・09・30） 

   



 
• 蝉の声あまり聞かない夏でした（2012・09・30） 

• 糸瓜水頚を切られし糸瓜蔓（12・09・30） 

• 水枯れて屋上ガーデンねこじゃらし（12・09・30） 

  

                                   

 

 

• 雷に覚めた悪夢はただの夢（12・10・01） 

• 台風に故郷の消えし家なき子（12・10・01） 

• 台風も山の神には頭下げ（12・10・01） 

   



 
• 蓑虫や蓑に身隠し見る世間（12・10・01） 

• お俳句に時もてあます薄原（12・10・01） 

• 紅葉（こうよう）の夕日透かして血の赤に（12・11・02） 

   

                                   

 

 

• 小春日に怨言止まず嘆く民（2012・11・10） 

• 蔦紅葉館の主今日は留守（2012・11・10） 

• 蔦紅葉動く影あり揺れるカーテン（2012・11・10） 

   



 

• 落葉散る静かな森よ終の始よ（12・11・10） 

• 南国に夜明けの叫び雪だ雪（12・12・20） 

• 蔦紅葉映ゆる銀杏の艶比べ（12・12・12） 

 

 

 

 

• ゆったりと昭和三色近づけり（12・12・12） 

• 金鯱のとげきらびやか引っ込む手（12・12・12） 

• 闇の闇音も聞こえず全てが無(12・12・15） 

 



 

• クリスマス思い待つ人無きひとり(12・12・25） 

• 何も無くただ歳一つとりにけり(12・12・25） 

• 隙間風ふと通り過ぐ過去の日々(12・12・25） 

 

 

 

 

• 冬ざれに一家心中焚く炭火(12・12・28） 

• 師走だに仕事なくして歩くのみ(12・12・28） 

• 数え日や懐寂し我が子らよ(12・12・28） 

 



 

• 老い二人テレビで聞くは除夜の鐘(12・12・31） 

• 不景気にとぼとぼ夜道大晦日(12・12・31） 

• スカイプや千里も目の前大晦日(12・12・31） 

 

 

 

 

• おでん鍋湯気の向うにかすむ顔（13・01・12） 

• 大根足短パン憎し可愛い子（13・01・12） 

• 花吹雪車の中で焚く炭火（13・01・12） 

 



 

• 2.2K 泣くにも泣けぬ目借り時（13・01・12） 

• 虚ろにて変る山色去年今年（13・01・12） 

• 寒波来るぬくい炭火で絶つ命（13・01・12） 

 

 

 

 

• 寒波来る鱲子（からすみ）美味し今一や（13・01・12） 

• 独り身よテレビも開けぬクリスマス（13・01・16） 

• 賀状来ず訃報ネットに去年今年（13・01・16） 

 



 

• 言うまいぞ記憶の鈍り去年今年（13・01・16） 

• 糧の無く術もなくして焚く炭火（13・01・16） 

• 初俳句喜ぶべきに涙落ち（13・01・17） 

 

 

 

 

 

• 炭を焚き一家心中冬ざるる（13・01・17） 

• 新年に切れる消息水流る（13・01・17） 

• おでん鍋われら仲間の寄せ集め（13・01・17） 



 

• 独り鍋おでんが話す今日のこと（13・01・17） 

• おでん鍋独りのムード禅の如（13・01・17） 

• おでん鍋多勢のムード沸く如く（13・01・17） 

 

 

 

 

 

• 萎みゆく乳房手に触れ春惜しむ（13・03・22） 

• 見る皮膚に思いも走り春惜しむ（13・03・22） 

• 大正池鴛鴦つがい春惜しむ（13・03・22） 



 

• 長生きで知り尽くすらむ春の宵（13・04・03） 

• 坊様に嫁はんくると風薫る（13・04・26） 

• 薫風に胸のふくらむ若きもの（13・05・16） 

 

 

 

 

• 風薫るかすむ目に見る緑色（13・05・16） 

• 風薫る動かぬ足を動かさん（13・05・16） 

• 汗流れ目がしみ開かぬ涙顔（13・06・06） 

 



 

• 米のなく炭火を焚いて一家逝く（13・06・06） 

• 汗にじむ思いの肌に燃えるキス（13・06・06） 

• 蛍舞い闇はよいよい来い来いと（13・06・06） 

 

 

 

 

• 風鈴の落ちて音止む昼下がり（13・06・06） 

• 詩の神や独りよがりの稲光（13・07・20） 

• 一口に飲み干すビールあっけなく（13・07・20） 

 



 

• タイラント雷鳴よそにニタリかな（13・07・20） 

• 雷鳴や血まみれの手を洗う雨（13・07・20） 

• 雷鳴や耳なし暴君耳持たず（13・07・20） 

 

 

 

 

• かき氷奪う兄弟母涙（13・07・20） 

• 汗だくやまだ見えぬ家見えて来る（13・07・20） 

• 雷鳴に怖気づかないタイラント（13・07・20） 

 



 
• 南風干し物ピンと手に触れて（13・09・16） 

• 白南風やおめかし済まし外眺む（13・09・16） 

• 夕焼ける空に見入るは媼かな（13・09・16） 

   

 

 

 

• 蟻地獄のぞく蟻あり首かしげ（13・09・16） 

• 挙げた足下ろす場もなし蟻の列（13・09・16） 

• 枯れ薄揺れる銀波に去りし日 （々13・09・28） 

   



 
• バックパッカーいかもの食いか虫の音や（13・09・28） 

• リンリンと鈴虫寺に人の鳴く（13・09・28） 

• 秋風に猛る民心おさまらず（13・09・28） 

   

 

 

 

• 落ち葉散る靜閑の森終の始よ（13・10・25） 

• 木の実落つ見上げて探す来しところ（13-10-18） 

• 木の実手にお宝大事握りしめ（13-10-18） 

    



 
• ぬばたまの闇に啼く声秋の風（13-10-18） 

• 飢え拒む人の叫びに虫も鳴く（13-10-18） 

 

   

 

 

 

 

• 白髪が動く畑に芒ゆれ（13-10-18） 

• 陸奥に蟻が列なし芭蕉追う（13-10-23） 

     



 
• 陸奥に紅葉目当てに芭蕉追う（13-10-23） 

• 木枯らしに飢えの味をば知りにけり（13-10-23） 

• 冷まじや暴君の言う一言よ（13-10-27） 

 

                               1990           

 

 

• ふと寂びしバックパッカー秋燕（13-10-27） 

• 俳句の森迷子になるや外国人（13-10-31） 

• 俳句とは本質探す haiku びと（13-10-31） 

     



 
 

 
  
     （二）俳柳 
 

 

 

 

 

  

 



 
• 俳句詠む四季の狂いて季語迷う（10・10・31） 

• 人間の脳みそ悪魔たじたじと （11・02・26） 

• 悪魔舌巻く人間の脳みそや（11・02・26） 

  

 

 

 

• 壁一面賞状むなし待つは餓死（11・04・20） 

• 投票日幻セックス描くのも（11・08・19） 
• 二枚目の出馬の噂に女沸く（11・08・19） 
   

 



 
• セクシーの当選確か人間や（11・08・19） 
• 三つの娘（こ）強姦ならず否（いや）言えず（11・12・02） 

• 世論沸き裁判官はモンスター（11・12・02） 

   

 

 

 

• 法律は解釈次第人による（11・12・02） 

• 清廉や専制政府のスローガン（11・12・03） 

• 清廉やワンマン政府の口癖よ（11・12・03） 
  

 



 
• 鼻つまり味蕾楽しむ臭豆腐（12・01・11） 

• 臭豆腐鼻をつまんで舌鼓（12・01・11） 

• 裁判所俺がオーナーだこれ民主（12・01・29） 

    

 

 

 

• 清廉とはおれ次第だよこれ民主（12・01・29） 

• 悪の手を一手に握るこれ民主（12・01・29） 
• 事実とて消えさせようぞこれ民主（12・01・29） 

   



 
• お茶の子や判決なんておれ次第（12・01・29） 

• 国益や世界警察是非の無く（12・01・29） 

• さし伸ばすオリーブの枝血にまみれ（12・01・29） 
  

 

 

• 民主の仮面被る独裁これ民主（12・01・29） 

• 虎老いて行き逢う者も見えぬ振り（12・01・30） 

• 座を変えて脳みそ変る教授様 (12・03・26) 

    

 



 
• ひと無力神を信じて頼りにす (12・03・26) 

• ひと無力頼りにならぬ神頼み (12・03・26) 

• 実直者信仰一途身を捧ぐ (12・03・26) 

  

  

 

 

• 地獄往き牧師長老ばかりかな (12・03・26) 

• 聡者（さとしもの）神仏かりて名利成る(12・03・26) 

• オフ会や名を名乗ってやあ失礼（12・03・28） 

     



 
• 大根足ミニスカ(短パン)御免少女たち（13・06・06） 

• 大根足ミニスカ憎し美貌の子（13・06・06） 

• 産声やなーがい長い旅ですと（13・06・06） 

   

  

 

 

• 雷鳴や耳なし暴君耳持たず（13・07・20） 

• 長生きで知り尽くすらむニヒリズム（13・07・20） 

• 雷にすくむ間男蚊帳の中（13・07・20） 

      



 
• 雷にすくむ泥棒屋根の裏（13・07・20） 

• ひもじ日の夢にイケメンオルガズム（12・07・27） 

• 汗流れ沁みる目に見るヌードかな（13・08・19） 

    

  

 

 

• お釈迦様地獄をのぞき苦笑する（13・09・16） 

• 秋日和花鳥風月故郷（くに）のなく（13・09・28） 

      



 
• 木枯らしに民ぞ知りけり選ぶとは（13・10・23） 

• 木枯らしに飢えを知る民群れをなす（13・10・23） 

     

                                1990  

 

 

• 花鳥詠む霞喰らいて生けるかも（13・10・23） 

      



 

 

 

 

 
（三）短 歌 

 
 

 



死して志士生きて政治屋世の常よ 
       浮世に生まれやむなく生きる 
               （11・07・04） 

四季狂い桜花梅花の並び咲き 
          艶華の陰に一抹の寂び   
               （11・07・04） 

 

 

 

愛情はまことたれとも消ゆるかも 
          官能まこと跡を濁さず    
                                （11・07・04） 

天与う食色性也人の常 
          倫理習いて人の道行く                                  
               （11・09・27） 



こわごわと放射能降る日本へと 
         来しは皆と詩歌詠むため      
                        （11・09・08） 

八十路にて始める俳句なんのその 
      詠むは浮世のさがばかりかな  
                    （11・09・08） 
 

 

見つめいる夜のデイスプレイ字も眠り 
       何時の間にやら夢路に入る   
                  （11・11・03） 
若き故お俳句ごめん我自由 
     と言って飛躍もまた苦手やさ       
                           （11・11・03） 



ハビアンや極めて迷う悟りかも 
    しがない浮世に生くるあるのみ                        
                 （11・11・03） 
 

 

 

 

清廉やワンマンボスの口癖よ 
       意のまま裁くその裁判所      
                 （11・12・03） 

清廉やワンマンボスの口癖よ 
           スイス銀行暗証番号        
                （11・12・03）  

 



 
清廉やワンマン政府のスローガン 
              国家の罠にはまる良民        
                  （11・12・03） 

  

 

 

清廉やワンマンボスの口癖よ 
            牢獄の中清吏あるのみ       
                  （11・12・03） 

一人去りまた一人逝くこの日頃 
                人の世悟り吾も旅立つ   
                  （12・06・04） 

  



哀れかも日語族とて自明なく 
        時の流れに取り残されて                 
                 （12・06・04） 

働きて働きぬきて疲れ果て 
            三度の飯も有りつけぬ日々   
                   （12・06・06） 

 

  

 

貧富の差山より高しこの日頃 
              民主‧専制皆同じかな      
                     （12・06・04） 

政治屋のうわ言知るも民なれど 
             憐れなるのは利欲の心    
                                （12・06・08） 



認知症僕は覚えていてくれる 
            君か僕かが死ぬその日まで 
                （12・10・28） 

原発と夫婦になるか未知の愛 
          離婚だけでは済まぬものぞよ 
                   （12・10・28） 

 

  

 

杖ついて夕日追う日の歳の暮れ 
         バイクとばして君追った昨日 
                   （12・10・28） 

一人去りまた一人逝くこの日頃 
               現し世悟り吾も旅立つ    
                   （12・10・28） 



アア君か昨日逢ったねそうだろう 
                  竹馬の友よ君認知症 
                   （12・06・20)  

もうだめだ十歩歩いて息をつぐ 
        誰も好かない歳のとりすぎ    
                      （12・06・07） 

 

                                    1996 

 

テレビ音騒々しいと孫の言う 
     耳の遠いいじじばば泣けず  
                  （12・06・17） 

羅や夕日が描く美の生身 

     若き日のこと老いの思い出 
                             （12・12・26） 



ゆったりと昭和三色近くよる 
          悠然なるや夏の夕暮れ  
                                             （12・12・26） 

賀状なくネットの訃報老いの日よ 
        人の常かも何故人たるや 
                                         （12・12・26） 

 

                                     

 

言うまいぞ記憶の鈍り気付けれど 
    知られたくないだが隠せない 
               （12・12・26） 

金鯱の棘きらびやか引っ込む手 
       心ひかれど痛みも怖し 
                （12・12・26） 



長生きで現世極め夜が明ける 
   晴れ晴れするもまたニヒリズム 
                   （13・05・26） 

風鈴の落ちて音止む独り居に 
        長閑な日々のだるい静けさ 
                                          （13・05・26） 

  

                                     

 

民主とて独裁能う現世や 
            身から出た錆恨むは己 
                   （13・05・26） 

稲妻の独りよがりに怖気づき 
          われ関せずと布団を被る 
                                               （13・05・26） 



人が泣く鈴虫寺の虫の音に 
          浮世に生きて生けぬ人たち 
                                            （13・11・05） 

デイケアー知りたくもない言葉だが 
       何時の間にやらそばに来ている 
                                             （13・11・05） 

  

                                    

 

俳句の森迷子になるや外国人 
           形ぞ知らず知るは本質 
                                        （13・11・05） 

ふと寂びしバックパッカー秋燕 

         故郷の山河恋しくなりて 
                                     （13・11・05） 



 

                                    

 

 

（四）自由詩 
 
 

 



   浮世のさが 
 

たまたまこの世に 生まれ来て 
浮世のさがぞ 知りにけり 
長く生きれば 多くをば 
短く生きて 少しだけ 
 
善きか悪しきか 知らないが 
多様な仕草 見知りおき 
優しき心 仏だよ 
むごい仕草は 悪魔だよ 
 
神様あるか 知らないが 
人に力は 無い故に 
万能の神 神頼み 
宗教そこに 生まれけり 
 
宗教なりて 宗派成り 
善事勧誘 いい奴じゃ 
宗教利用 ずるい奴 
善きも悪しきも 宗教や 
 
聡きひとは 宗教を 



利用をばして 名利を得 
正直者は 宗教に 
利用されてぞ 愚か者 
馬鹿正直と 言われけり 
 
これぞ浮世や 眼を覚ませ 
浮世のさがぞ 万華鏡 
好きも嫌いも ままならず 
浮世に生きて ままならぬ 
これぞ浮世の さがならむ 
 

 



《井の中の蛙》 
 
        口をひらけば 
        滔滔と 
        他人を諭す 
        まるでのう 
        彼一人のみ 
        聖人君子 
        他人はみんな 
        凡人だと 
 
        彼は知らない 
        のだろうか？ 
        彼も他人も 
        みな同じ 
        倫理道徳 
        わきまえる 
        知識人だと 
 
        彼はのう 
        本当にのう 
        知らないの？ 
        皆が口を 
        開かずに 
        反駁しなく 
        心の中で 
        笑ってる 



        と言うこと 
 
        彼はのう 
        ナフタリン 
        自惚れや 
        唯我独尊 
        井の中の 
        蛙なのだよ 
        大海知らずの 
          （05・07・20） 

 
 

1990 

 



 

                                    

 

 

 

 

（五）エッセイ 
 

1996 

 



《小学生からリタイアまで》 
 
 私は昭和五年（1930）台湾で生まれました。昭和十三年の初冬父の転勤
について京都に移り、そこで小学二年生に転入しました。二年・三年の担任の
先生は西野歌子先生、四年生から六年生までは古舘三徳先生でお二人ともひ弱
い私をよく庇って下さいました。京都市左京区の北白川国民学校を昭和十八年
三月卒業と同時に京都府立一中に合格入学、入学後一ヶ月余りで父の再転勤の
ため退学、台湾台北に帰りました。そのころ日本は敗戦の色が見え始め、内台
航路は危険にさらされ、高千穂丸はすでにアメリカの潜水艦によって撃沈され
ていました。私の乗った大和丸は船団に組み込まれて駆逐艦護衛の下で三日間
の内台航路を七日間かけて中国大陸沿岸を迂回してやっとキールン港に着き
ました。直ぐに中学に転入出来るものと思っていましたが、船便の秘密厳守の
ため退学手続きもとれず、重ねて当時通信不便のため連絡もとりにくく、とう
とう転入学できず一年遅れて昭和十九年四月当時の台北二中に受験入学、一年
もたたぬうちに米軍の爆撃が激しくなり二十年のはじめ台北近郊の景尾に一
度疎開したが家のうらに 500 キロ爆弾が落下したため又あわてて台湾中部の
員林、私の生まれ故郷に疎開しました。八月故郷で終戦を迎え、十二月台北に
戻りました。台北二中は成功中学と改名し、初中（中学校）と高中（高等学校）
各三年に学制が変わり、私たちは中学二年に編入され、その上、学年の始まり
が八月と変わったため又一年遅れることになりました。私はそこで中学と高校
を卒業し、1950 年八月に台湾大学（元台北帝大）の医学部に入学、医学部は
七年制で 1957 年卒業、卒業後三年付属病院に勤務、その後いくつかの病院を
転々と勤務先を変え、衛生署（衛生省）の国立予防医学研究所所長を最後に
1993 年公務員をリタイアしました。その間台湾で研究し 1972 年鹿児島大学
の医学博士学位（論文博士）を授かりました。1943 年日本を離れてから 1972
年に博士論文の口頭試問に再び来日するまで日本にきた事はありませんでし
た。その後来日の機会があれば必ず最後の一日は私が少年時代をすごした京都
を訪れることにしています。 
 
 
 



     
      俳句を詠む 

   ― 俳 句 初 心 者 の 一 外 国 人 の 疑 問 ―  
   （ 感 動 し 俳 句 知 ら ず が 俳 句 詠 む ）  

 
私は 1930 年生まれの台湾人です。15 歳まで日本語で教育を受けました。

その後は日本語を使う環境には生活していません。華語は 15 歳から習い始め
ました。以後日常公用語として使っています。母語の台湾語は家庭内で使って
はおりますが、政治状況の変化により何度か使用禁止の憂き目にあっています
ので、まともに使うことが出来ません。英語は学校教育で外国語として習いま
した。で、結果を申しますと、一つとして完璧に駆使できる言葉も持たない、
言葉の落ちこぼれの、台湾の「無母語人」の世代です。 
 さて、78 歳になったある日のこと、ただ日本語がある程度話せるというだ
けのことで、誘われて当地の日本語俳句会に参加させられました。暫く（約一
年余り）するうちに、「俳句」とは？という壁に突き当たりました。とくに「季
語」、「有季」‧「無季」、「客観写生」など。 
 定型、季語と客観写生は俳句の主流でかつ本流であり、本流以外は支流に
もならない渓流のようです。ところがよく見ると、子規の「俳句」以後の「現
代俳句」の俳人に、有季と客観写生に則しない名句や秀句が少なからずありま
す。そして、それらを俳句として許容していくための説明として、相当無理な
こじ付けの弁解や説明もあるようです。 

 
 前述のごとく私の日本語は生半可で完璧なものではありません、でも外国
人の日本語学者はいざ知らず、ただ日本語が使えるだけという外国人に比べれ
ばまだ少しはましな方です。その私が俳句について壁にぶつかった以上、外国
人は、なおさらの事でしょう。しかし、俳句はすでに全世界で「Haiku」とし
て知られてから百年を超えます。そこに矛盾というか、理解に苦しむ事実が出
て来るのです。「俳句」‧「Haiku」の本質は？そして「漢字文化圏」における
「漢字俳句」の位置づけ？範囲？ 

そして、あれこれネットをサーフインしている内に「世界俳句」に出会い
ました。そこで夏石番矢こと乾昌幸氏のお名前とお仕事を知り、私がネットを
漁ってそそくさと書き上げた大雑把な台湾の俳句事情に関する拙文の意見を請



うたところ、華語に堪能で漢詩人であり、また、俳人でもある鮟鱇こと石倉秀
樹氏を紹介されました。以後一ヶ月余りの間に各々十何通かの E メールでのや
りとりで、日本及び世界における俳句事情ならびに俳論について、短い時間で
多くの知識をご教示に預かり、先の短い私にとっては、シヨートカットですが、
この上もない幸運でした。 

下記にて私が石倉氏から習い知った「俳句」、「世界俳句」、「漢語俳句」、並
びに「これからの俳句」を基に、自分なりの幼稚な会得を述べさせて頂き、ま
た皆様方のご高見を仰ぎたい次第です。俳句は三年以上習わないとその入口さ
え知ることをえないと言われますが、一外国人、 そして先の見えている私です、
門外漢の幼稚かつ乱言なる発言を、大目に見ていただきたいと思います。 

 
先ず、「詩」とは人間が自然や人事などから受ける感動を、リズムをもつ言

語形式で表現したもの、即ち人間の感動を言葉に表すことと了解します。そし
て「俳句」はその「詩」のジャンルの一族に含まれる筈で、「文芸」、「文学芸術」
の一員です。 

感動とは？人間と言う動物（霊長類）が特有する感情の現れ、とは云うも
のの、犬にある感情以下の情しか持たぬ人間もいます。しかし犬はその感情を
行動には表わせるが、記号では表せられない、それが人間様には出来る、それ
がロラン‧バルトの言う「表徴の帝国」の俳句なのか？それはともかくとして、
俳句を詩ではないと否定する人は、今はもう滅多にいないと思いますが、ひと
むかし前（1946）、桑原武夫氏が俳句を「第二芸術」と批評して一騒動を起こ
しました。当時の大家たちからは大した反駁がなかったとかあったとかいろい
ろの言い分がありますが、六十余年後の今日に至るまで同じ状態が続いている
ようです。桑原氏の第二芸術論の是非は別として、問題は主宰、師匠の絶対的
権威と流派の独裁的言葉のいじくり回しです、それが今でも続いていることで
す。 

で、「詩」とは何だろう？人間の言葉を律動のある言い回しで表現すること
（声に出し、又は字で書き出して詠むこと）なのではないか。そして「感動」
は、人間が日常生活で出会う全ての出来事（人情道理）に対する反応であるべ
きで、人間の感覚（視覚、聴覚、触覚、味覚）、人情、人事、倫理、論理及び哲
学など全般を含むべく、また主観、客観のどちらをも含んでいるのではないで
しょうか。 



 
「俳句」にはもう一つの条件が附けられており、それが俳句を他の詩と区

別します。それは「短小」という条件です。そして一口に「短小」といっても、
どれだけ短小でなければならないかというと、一寸戸惑いますが、一応どの言
葉に於いても、その言葉において最短であるべき、ということかと思います。
無理に云えば「アッ！しまった」という感嘆詞もその一言だけで最短の感動の
一章になります。それを各言語の話者たちがそれぞれの歴史の時間のなかで、
お互いに決め、また決めて来ているのです。そして、俳句の源流である日本で
は五七五合わせて十七音節が基準になっています。一方、表音系文字の西洋で
は三行詩のようです。でも、どの言語でも、いわゆる名詩人‧俳人が詠めば破
調という例外が認められるのが人間様の悲しさ、人情義理、権力権威に逆らえ
ないユニバーサルな人間性なのです。 

ところで、五七五がいやなら、自由律の俳句を作ればよいとおっしゃる方
もいられます。しかし、長さに制限がないと詩と変わりがありません、俳句で
はなくなります、そこで、秋元不死男氏の、ある程度定形に縛られると言うこ
とが俳句の俳句たる由縁、という説明も理解できます。秋元氏は俳句の定形は
もともと文語を基にして決められたもので、口語で俳句を詠むには少し窮屈で
ある、と言っておりますが……。 

 
 「俳句」は日本に起源し、今や全世界に広がっています。しかし、日本の
伝統俳句ではご承知の通り、「季語」を用いるべきとされていますが、日本語以
外の言葉では「季語」は受け入れがたい、ということになっているようです。 

日本では五七五と季語以外に子規が俳句という用語を作って以降、虚子に
よって客観写生という条件が更につけ加えられました。そして、これから俳句
を始めようとする人たちは、必ずと言っていいほどこれら三つのお決まりが先
ず師匠、主宰からつきつけられます。 

私のようないわゆる芸術の素質を持たない生まれつきの芸術音痴者は、第
一歩から大きな壁にぶつかるのです。芸術の素質はなくても私は豊かな感情の
持ち主で、何事にもよく感動します。その感動は俳句の感動と違うのでしょう
か？ 定型の五七五は一応問題はありません、季題は私の住む台湾では季節風土
が日本とは少し違いますが、少し勉強すればまだ何とかなります、しかし三つ
目の客観写生はなんともなりません。人間の生活のなかで感動することは山ほ



どあるのですが、何故人間の全ての感動をその一部分の視覚の感動だけに縛り
付けられなければ、俳句にならないのでしょうか？ そしてその上「客観」だ
けに。これは、ただ虚子がそれを主張したからだけの理由でしょうか？ 私と
しては、俳句にもっと広い視野を期待するものです。 

山本健吉氏は「俳句とは何か（角川文庫）」の中で、俳句の本質とは「挨拶・
滑稽・即興」であると書いています。ところが今の俳句選集には子規、虚子た
ちも詠んだ滑稽な俳句は稀にしか見られません、滑稽は川柳の地盤に劃されて
いるようです。人生の全ての感動を詠む上で、俳句と川柳を区別する必要があ
るでしょうか、極端なアイロニーや穿ちは別として、俳句に近い川柳、川柳に
近い俳句も詠まれている今日、その必要はないと思います。また「即興」で思
い出すのは、俳句の瞬間的感動という本質です、さすれば師匠たちが言葉を、
盆栽をいじくり回すようにいじくっているのは何なのでしょうか。こういう状
態が何時までも続くようでは、俳句の将来が思いやられます。 

鷹羽狩行氏は日本で作られる俳句のほかに「海外俳句」－海外旅行や吟行
で作られた俳句、「在外詠」－外国駐在中に作った俳句、「海外ハイク」－外国
人が母国語で作った俳句としています、 そして「海外ハイク」をさらに「英
俳」、「漢俳」に分けています。しかし、理由は別文で述べさせていただきます
が、「漢俳」は、俳句とは言いかねます。ここでは、百年あまりの時間をかけて
「世界の俳句」になりつつあり、いやなってしまった「俳句」について考えま
す。「世界の俳句」とは、何であるのかと？ 

世界の俳句とは、上に掲げられた条件に当てはまるように、各言葉によっ
て詠まれる短い詩です。 

 
外国人が日本に源を発する俳句の本質が何であるかを問おうとするとき、

日本の俳人の答えは「俳句」イーコル「伝統俳句」という考えが主流で、「季語」
が無く「客観写生」ではない作品は「俳句」ではない、と言われてしまいます。
しかし、この二つの条件は外国人にとっては難解で、また俳句の必須の条件と
はどうしても思えません。日本においてもある人たちは「季語」と「客観写生」
を「俳句」の必須条項とは見なしていません。また、芭蕉この方、「俳句」と命
名した子規、その弟子たち、昭和初期、二次大戦中の新興俳句、戦後の昭和後
期、そして現在の平成期においても、多くの俳人たちが「非定型」、「無季」、ま
た「客観写生」でなく「人情道理」を詠んだ名句秀句を残しています。いわん



や「客観写生」をうちたてた虚子さえも、いわゆる「客観写生」は一般大衆に
俳句を広めるための便宜の策で、本意はそうでないと言われています。それが
証拠には「去年今年貫く棒の如きもの」という論理的名句を「第二芸術論」騒
ぎの四年後に残しています。市井の「伝統俳句」を奉じる師匠、主宰らは果た
して真の俳句を了解しているのでしょうか。それとも、言葉にするのも野暮で
すが、一国一城の主の地位を保たんがための私心から「伝統俳句」を奉じてい
るのでしょうか。私の狭い知識の中でもすでにネットのうえで中川広氏が異議
を持ち出しているのに気づきました。また虚子の「客観写生」の主張論にして
も秋尾敏氏、石倉秀樹氏らが虚子の真意でないと述べていられます。そして、
坊城俊樹氏も、血縁、家系のゆえか堂々巡りをしながら客観写生にもどってい
ますが、途中がどうもすっきりしないようです、私の日本語理解力の至らぬ由
縁かも分かりませんが。 

 
 ここで俳句の本質を探るとき、石倉氏が俳論を知らない私のために引用

した一段を下記に記してみましょう。 
 
＞インドの俳人サントシュ・クマールは、『俳句においてテーマとなる内容』

という小論のなかで、次のように書いています。 
 「実際、普遍的に受け入れられる俳句の定義など、不可能なのだ。マック
ス・ヴェルハルトはいろいろな国の俳人たちに三〇～四〇語で俳句定義を募っ
た際、これにつきあたった。マーティン・ルーカスは、マックス・ヴェルヘル
トにこう書き送った。――俳句は、書かれる一句ごとにしか定義されない。あ
る意味、新しい句のひとつひとつによって再定義される。こう考えてみてほし
い。自分で一句作るたびに、俳句という型式を実際に定義しなおしているのだ!
『西洋俳人のとらえた俳句の本質』」。 

 
 確かにうまく言ったものだと思いますが、はたして俳句を生み出した日本
の俳人たちは、そのまま受け入れて良いのでしょうか？少し寂しい思いがしま
す。 
 私は俳句に心惹かれる一外国人として「伝統俳句」を固持する師匠たちが
自分たちの私心を固持することなく、もっと広い心で「俳句」を包含し、「世界
俳句」に進むのを期待しています。とどのつまりは五七五、季語、客観写生は



俳句の本質ではなく、習慣やある人たちによって付け加えられた制限で、必須
の条件ではないと思います。 

もとより私は、「伝統俳句」を否定するつもりは全くありません。歴史的事
実としてある期間に「伝統俳句」を遵守した秀句が多く残されている事実、そ
の価値は認められるべきである、が世界俳句を目指す上では必須ではない、広
い意味の世界俳句の一部と言いたいのです。日本の俳句も、「伝統俳句」か否か
をお互いに議論するばかりではなく、各自が好きな形を択べばいいのではない
でしょうか。 

「和歌」や「連歌」でなく「俳句」が世界に受け入れられたのはそれだけ
の理由があるはずです。そして私は信じます、師匠たちが子規以降の多くの名
俳人の如く、知らぬうちに少なからずの無季または論理的な名句秀句を詠んで
いるはずであると。 

俳句にはまた、水墨画の余白と鈴木大拙のいう禅の思考との関係する要素
があるようです、正直のところ、この二つが、俳句が世界に広まった重要な要
因ではないのでしょうか？ 視覚の感動が哲学の思考へ飛躍するのは確かです、
しかし、その他の感覚ではいけないでしょうか？ 詠み残し、彼ら自身の経験
からくる感動を読む人に味あわせる余白を残すことは一石二鳥、いや三鳥、五
鳥、百鳥という異なる感動を引き起こすのです。詠む人の感動と読む人の感動
は、必ずしも同じではありません。それでいいのではないでしょうか。 

詩を読んでその意味が理解できない詩によく出会います。俳句でも同じこ
とが言えます。そういう時いつも自分には、詩または俳句の才がないのだと寂
しい思いに陥ります。しかし、自己安慰でこうも考えます、人にはそれぞれに
違った人生経験がある、 あるひとが経験した事を他人も経験するとは限らな
い、それゆえある人が詠んだ俳句を他人が理解できるとは限らない、とくに優
れた感覚をもつ人、また特別な経験をした人の感動は、他人には理解できない
ものなのだ、と。 

だから他人の詩または俳句を滅多なことで批評してはならないのです。そ
して、他人の批評を気にすることもないのです、主宰や師匠の言うことも、そ
の添削も、基本的なこと以外は。 

俳句を三、四十年も詠んだ人が句会で得点が少ないと気をもんでいる事が
よくありますが、そういう必要はないと思います。たとえば、テレビの句会で
は、主宰によって選択のしかたや着眼点が違うということがあり、ある主宰が



秀句と択んだ句を別の主宰は必ずしも秀句とはしません。正直な主宰ははっき
りと言います、○○主宰だと私が取らないこの句を取ると。 
 「俳句的瞬間」、「瞬間の感動」、そしてそれを最短の音で表すのが俳句の本
質であり、「有季」に固執するより大事です。「有季」の本来の目的は、短い季
語でもって何倍かの意味含蓄を持たせることであれば、 季語がなくても目的を
達することができ、また、季語に変わる何物（キーワード）かがあるならば、
季語は不必要だとおもいます。でも、あっても少しも邪魔にはなりません。 

「季語」は本来は連句における発句の挨拶の言葉とされています。日本人
は人に出会ったときや、手紙の初頭には必ずと言っていいほど季節の挨拶言葉
から始まります。英語ではそうではないようです。「How do you do?」, 「How 
are you?」 

中国では「你好！」、でもこれは、新時代の造語です、台湾では「吃飽未？」
（お食事はすみましたか？）が一般的な挨拶の言葉です。日本俳句で季節感を
必須とするのは理解できますが、外国人には少し無理かと思います。 

また石倉氏は、世界の俳句の発展に寄与している原動力は、芭蕉、蕪村、
一茶らの句の各人の個性で、決して俳句の季語や五七五ではない、といってい
ますが、そうであれば、季語や五七五を固持する必要はなおさらありません。 

世界の俳人は互いに異質の中に何とか同質を求めようとし、そして、ある
同質の要素を見出したからこそ、世界を股にかけた俳句に愛着を見出している
のだと思います。これに対し、日本の俳人は、結社の中でいつまでも同じこと
に執着し、言葉をいじくっている感じがします。何とかその狭いしきたりから
抜け出して、新しい未来を求められないものでしょうか？ 伝統は守るべきで
すが、この情報が溢れ、情報過剰でもある時代に、情報の荒波をうまく利用し、
乗り越えて往くべき道を探さなければ、いつか取り残され、呑み込まれてしま
うのではないでしょうか。インターネットをサーフインしているうちに、三、
四十年の歴史を誇る結社がいまだにホームページを持っていない、と言う事実
に出会いました。清国の義和団、日本刀を振り回して機関銃掃射に突っ込む昔
の侍、硫黄島の日本兵を思い浮かべさせられました。 

以上俳句についての現状と疑問を多く並べましたが、これ等の問題が解決
されない限り、日本の俳句は今のままの姿にとどまる事でしょう、そして世界
の俳句も足踏みをすることでしょう。 

でも俳句が世界の異なる言葉で詠まれている以上、そこに何か同質のもの



があるはずです。今で言う俳句の定義にとらわれない、世界の俳句の定義を共
に見つけましょう。 

俳句の本質、日本人はそれを捜し出し大事にしなくてはならないと私は思
います。 
 「漢語俳句」については討論する内容が違いますので稿をあらためて述べさ
せていただきます。 

幼稚な俳句の知識と生半可な日本語で一外国人が、日本いや世界の俳句に
対する期待を述べさせていただきました。 

                   （2010 年６月 16 日、脱稿） 
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   《漢語/漢字俳句》 
     ―漢俳、湾俳、粵俳、…、とは？― 

 
世界の俳句とは世界中のいろいろな言葉で詠まれる俳句のことです。一外国人として

俳句及び世界の俳句についての疑問は別文で述べさせて頂きました。しかし、アルフアベ
ットなどの表音文字で表記される西欧諸国の言葉の Haiku が突き当たる壁や疑問とは異な
る問題が、漢字文化圏内の言葉で詠む俳句（広義の）にはあることに出会いました。そこ
であらたな一文を起こし、私見を述べさせていただきます。 

俳句の基本は十七音節で一章となる短い詩です。漢字文化圏では言葉の表記に同じ漢
字を使いますが、言葉によって発音も意味も違うとともに、ここ六十年来、同じ意味を表
わす漢字の形（書き方）も違ってしまいました。 

漢字の代表である中国の普通話を例に取ってみましょう。 
まず俳句の一番基本になる音節に就いてみると、普通話では漢字一字は皆一音節です

が、日本語では多音節になっています。たとえば中国普通話では「我」の字は一音節で「ウ
オー」と発音しますが、日本語では「ワレ」と二音節になります。そのうえ普通話の「我」
の意味は日本語では「私」の意味で、「ワタクシ」と四音節になります。 

俳句で「私」を表現する場合、日本語の四音節は普通話では一音節ですむのです。日
本語では十七音節の四分の一を使ってしまうのに普通話では十七分の一しか使わないので
す。その結果、同じ十七音節を使って俳句を詠む場合、普通話で詠んだ場合の意味量、情
報量は日本語の俳句の四倍にもなる、というようなことが起こりかねないのです。それゆ
え、日本の俳句が十七音節からなると言って、中国普通話で詠む俳句も十七音節、と言う
わけにはゆきません。意味量が数倍になる、少なくとも二倍以上になる、そこで、中国普
通話で詠む十七音節の俳句は、日本語に訳した場合、短歌以上の長さになってしまいます。 

ご存知の「漢俳」という短い詩があります。ご察しの通りもともとのもくろみは「漢
語俳句」のつもりだったのでしょうが、前述の理由でとても俳句とは言えません。とどの
つまりは「漢語短詩」になってしまいました。ところが思いもよらず、この「漢俳」が中
国では、ここ三十年来一般大衆に広まっています。 

ところで「漢語短詩」に帰せられる漢字で詠まれた短い詩は、漢字文化圏の核心であ
る現今の中国の領域内に、一、二千年前からありました。しかし、特にもてはやされる事
はありませんでした。日本の俳句を倣った十七字漢俳も、かつて中国のあの有名な五四新
文化運動時代に一時はもてはやされましたが、結局うやむやのうちに終わりました。  

その後、1972 年に日中両国が正式に国交を回復し、1894 年の日清戦争以来ぎくしゃ
くしていた日中関係を改善するためか、1980 年中華詩詞学会が日本俳句代表団の大野林
火らを中国に招いたとき、日本側からは芭蕉、蕪村、子規らの俳句集が持参されたのです
が、中国側は歓迎会場で主人の趙樸初氏が十七字の漢字の短詩を即興で詠みました。これ



が漢俳の始まりだといわれています。その短詩「綠陰今雨來，山花枝接海花開，和風起漢
俳」の最後の二字が「漢俳」でした。 

爾来、中国国内では漢俳が速やかに発展し、2005 年には北京に於いて「中国漢俳学
会」が成立（2005.3.23）したのをはじめとして、中国各地に漢俳学会が成立し，漢俳は
中国全国に流行し，近年に至っては更にインターネットの普及と同時に日本文化に興味を
もつ若者たちが少なからず創作に参加し，漢俳をして歓迎されるべき「インターネット文
學」の一つとしての体裁とならしめました。 

「文学」とは高潔な言葉ですが、究極は政治の掌中から離脱することが出来ません。
しかし、文学、文化がほんとうに人類の種族、国家、文化間の闘争反目を和らげる媒体に
なれるならば、それにこしたことはなく歓迎されるべきです。以後、今日に至るまでの漢
俳の中国における発展ぶりは、今田述氏（現代俳句協会会員・葛飾吟社代表理事）が、そ
の著述の中で詳しく述べられていますから、ここでは贅述を避けます。 

最近の漢俳の流行は、2007 年 4 月 12 日の「日中文化、sports 交流年」において日本
の實行委員会と日中友好各団体が東京赤坂 prince hotel で開いた中華人民共和国総理温家
宝氏の歓迎パーテイで，温家宝氏が詠んだ漢俳一首に始まり、その後漢俳は更に加速的に
中国一般大衆に受け入れられ、日本での俳句と同じように子供たちにも歓迎されるように
なり、もう一つの新しいブームを引き起こしました。  

1980 年の趙樸初氏の「漢俳」の後に、「漢俳の規則」と言うのが設定されました。 
「中文は単音節言語で日本文の複音節とは違うので、漢俳は俳句の十七音を漢字十七

字とする。俳句と同じ様に三句にわけ「五七五」字三行に書き並べるので、「三行詩」とも
云う。 

句のリズムは五言と七言の近体詩に照らし、五字句の場合は一般に二三式、三二式、
一四式、七字句の場合は一般に二五式、三四式、四三式とする。また別に六一式もある。
自由律と格律二種に分ける。自由律と格律を問わず皆季語（季題）を要するものとする。
季語は即ち季節をあらわす語彙であるが、日本俳句のほどには厳格に要求しない。季語は
普通、句の始めに持ってくる。自由律はまた散型、新詩型とも言い、平仄、対応、押韻を
必要とせず、白話で書くのもよしとし、現代新詩に似る。格律型は平仄と押韻を必要とす
る。漢語の発音は日本語より複雑なるがゆえにその音楽性を重んじることとし、格律を規
定するものであり、文言を使用するものとする。」 

ところで、日本の漢詩に関係する短詩として、「曄歌」、「瀛歌」、「偲歌」、「坤歌」とい
うものもあります。これは、葛飾吟社の中山逍雀氏が、日本短詩と漢詩を互換出来るよう
にするために提案した漢詩の定型詩で、中国の中華詩詞學會にも認定されています。その
なかで俳句に対応する「曄歌」は、「漢俳」が漢字五七五であるのに対し、漢字三四三で作
ることを提唱しています。詳しい説明は中山氏の葛飾吟社のホームページをご覧ください。 

漢俳について、当然ながら、前述のような説明に賛成しない人も少なくありません。
と言うのは中国にも古くから短詩があり、そのうえ五四新文化運動以後発達した口語の自



由律現代詩にも、長さを短くする空間があるからです。しかし、短さにおいて日本の俳句
と同様であっても、その詩形、構造、詩境、内観、詩情においては、大いに異なります。 

一般に詩を別の言語に翻訳する事は容易なことではありませんが、日本の俳句を漢字
だけの華語に翻訳するのはなおさらのことで、どうしても元来の日本俳句の形態や詩情を
なくしてしまうものです。 

また、最初の漢俳を誰が作ったかについても、趙樸初でなく、それより先に詩人公木
の創作によるものと主張する人がいます。これは、最近（2009 年）の中国のブログでも
論争の対象になっているのですが、本文の本題ではありませんのでこれ以上の詮議はいた
しません。 

中国の人たちが漢俳と日本の俳句についてどう考えているかについて、石倉秀樹氏の
記述を引用してみましょう。 

＞２０００年に北京で開かれた『迎接新世紀中日短詩交流会』で、日本の俳句との関
係で漢俳が何であるかが話題になりました。中国側からは、 

・ 広大な中国では季語の共有は難しい。 
・ これからの作詩は、都市の生活や現代科学技術などの現代的な事象に詩材を求め

ることが重要である。季節をめぐる抒情は古い。 
・ 言葉の意味量のうえで、漢俳が日本の俳句をずっと上回るものであることはよく

承知している。しかし、中国人にとっては、詩情を味わううえで一定の音の量が必要。十
七音は短くできる限界に近い。 

などなど、日本の俳句と同じ詩境をめざすことは難しい、という意見が多数ありまし
た。 

私が思うに、ですが、漢俳は、日本の俳句から学ぶものがあるにしても、中国の詩で
ある以上、日本の俳句とは違って当然、という考えのもとに詠まれていると思います。だ
から、「漢俳」という呼称なのであって、「俳句」ではないのです。 

筆者は、石倉氏は間違っていない、と思います。「漢俳」は確かに「俳句」ではないの
です。漢語短詩であり、ただ十七音節だけが同じと言うだけです。「漢俳」が俳句でないと
言う見方は私一人の考えでありません、漢俳が流行る一方、漢俳が俳句ではないという漢
語系言葉の作家による見解もネット上で見られます。 

中国の人たちが「季節をめぐる抒情は古い」と言う一点はよく理解できます。世界の
俳句と言う場合、地球各地における気候風土の異なるのは常識であるのはもちろんです。
その上この目まぐるしい情報過多の時代において、人間は生きるためにいろいろな情報を
知らなければなりません、いや、知らざるを得ない破目に追い込まれている、だから、情
報過多という言葉そのものも言い過ぎではないと思います。人間は先ずいきることが第一
で、命あってはじめて文明あり、そして文化があり、詩が生まれて来るのです。「季節」だ
けにこだわるのでは、時代の進歩についてゆけません。 

この目まぐるしい時代、中国では一般の人々は平仄押韻を考える暇を失くしてしまい



ました。と同時に、風花雪月ばかりに何時までものめり込むのは「無病呻吟」ではないか
といわれ、すでに五四運動の時代に敬遠されて、今日に至っているのです。 

「花鳥」は自然のたとえ、「諷詠」は詩歌をうたい作ること。「花鳥風月」は華語では
「風花雪月」に相当しますが、意味は少しではあるが違うようです。「風花雪月」には「花
鳥諷詠」の自然の美しい風景を意味するほかに、綺麗な字句をならべるだけで内容がなく、
また花柳界に遊興することをさす意味が含まれています。 

日本俳句で「花鳥諷詠」はいまや藤原道長の「この世をば……」の全盛期そのもの、
日本俳句界のみならず世界俳句界にも足を伸ばしています。しかし、世界は俳句そのもの
は受け入れても、花鳥諷詠や季語までをもひっくるめて受け入れはいません。 

日本でも事情は同じだと思います。花鳥諷詠のみに縛られ、もっと身近に起こってい
る毎日の出来事の中での感動を詠んではいけない、という規制に、不快を感じる方がいる
ようになりました。 

私には、風花雪月とか花鳥諷詠などの古漢詩や俳句を冒涜しようという考えや、それ
を詠んではいけないと言うつもりはいささかもありません。しかしそれらは、一般庶民で
はなく、一部の、特に文学の資質素養のあるエリート族が享有する天才的才能からはじめ
て生まれてくる優雅な文芸なのです。一般庶民が無理に真似をしようとすると、いわゆる
月並みの俳句や詩になってしまうのです。一般庶民は、毎日の生活のなかで身の回りに起
こる多くの事象、その感動から生ずる詩情を大切にし、それらを詩や俳句に詠むほうが、
詩料が豊富で、また適切だと思います。 

しかし私は、十七字が漢詩の最小限度という見方には同意しかねます。漢詩には十七
字以下の短詩がざらにあります。石倉氏の詩作の中にも多くの例があります。十字または
それ以下でもけっこう詩情を訴えることが可能なはずです。そしてそれが、漢語俳句/漢字
俳句を目指す人々の究極の目標であるはず、私は今それを、試みています。  

「漢語/漢字俳句」を私は表題としています。それには訳があるのです。「漢語俳句」
と「漢字俳句」は深く考えてみると、違いが確かにあるのです。「漢語俳句」は漢語の俳句、
即ち今の中国にあたる地域で使われていた言葉、または使われている言葉で詠まれる俳句
です。例えば中国の標準語にあたる普通話、またそれと同じ言語学的性質を持つ漢語系の
台湾語、客家語、広東語、四川語、……などで詠まれる俳句を指します。これ等の言葉は
一字の漢字は皆一音節で、言葉を書きとめる場合、漢字以外は使いません。 

一方、「漢字俳句」について話しますと、日本語は、2131 字の新常用漢字および 7000
字余りの漢字を活字媒体では使っていますが、話す言葉を字に書く場合に漢字のほかに仮
名を併用します。そういう日本語で漢字だけで俳句を書いた場合、それは「漢字俳句」で
はありますが、「漢語俳句」ではありません。漢字だけを使っているとしても、使われてい
る漢字が漢語でなければ、「漢語俳句」ではないのです。同じ漢字でも漢語と日本語では意
味が全然違う場合があります。例えば日本語の「大丈夫」は日本ではもう字面通りの漢語
ではなく「漢字日本語」になっており、生粋の日本語です。「大丈夫」は日本語では「安心、



危険なし、…」の意味ですが、漢語では「立派な男、偉大な男、…」をさします。 
同じ漢語系でも文語の場合は一応お互いに意味が通じますが、口語の場合は、同じ事

や物を指す言葉が違っていることがよくあります。日本語の「お月様」、「お日様」は普通
話では「月亮」、「太陽」と言いますが、台湾語では「月娘」、「日頭」といいます。 

そして漢字もいまでは、中国、日本、台湾でそれぞれ字形が違います。例えば日本語
の「読書」、中国語では「读书」、台湾語では「讀書」と書きます、また、発音も違います、
日本語では「dokusyo」、中国語では「dushu」、台湾語では「takkchu」と違います。 

門外漢のうわ言かも知れませんが、私は、はじめは「漢俳」はあくまで「漢字で書い
た真の俳句」でなければいけない、と考えておりました、でも、いま詠まれている「漢俳」
は、詩のジャンルでの新しい詩形の短詩ではありますが、俳句とは絶対に言いかねます。 

確かに押韻、平仄は、古くは漢詩を詩たらしめる為の必須不可欠の条件でした。しか
し、そのややこしさのために、かえって一般大衆から敬遠される破目になりました。その
結果、中国では五四新文化運動の後、前述の如く口語自由律の新詩が生まれたのでした。 

今の台湾、そして中国でも、口語新詩（自由律）が主流です。いわゆる伝統漢詩を嗜
む人は余り多くはありません（失礼な発言ですまないと思っていますが、それが事実です。
しかし彼らは、少数のエリート詩人です、詩人はそうざらにいるものではありません、天
賦の素質がなければなりません。）。 

口語新詩（自由律）が主流。と言いますのも、シニカルですが、今の「普通話」では、
押韻はまだよいとしても、平仄を区別することには多くの人がまごつくからです。普通話
では、いわゆる入声はみな四声の中に組み込まれてしまっています。そこで、特に一字一
字の平仄を覚えること、または字引で探すことは、詩そのものを理解するだけでも困難な
一般大衆にとっては、煩わしいことなのです。 

「中華新韵」は古音と今音の違いを補うために作られたのですが、決して正確ではあ
りません、今に残っている有名な漢詩は皆古音で詠まれた詩です、そこで「中華新韵」の
平仄と違うという矛盾が出てきています。そして、もっと皮肉なことは、台湾語には漢語
の古韻が多く残されており、古詩を台湾語の読音で詠むと普通語より遥かに詩韻に富む詩
吟を楽しめるのです。日本語の漢字の音読みで呉音を択んだ場合、その発音は普通話の発
音よりずっと台湾語の読音に似ています。 

上掲の漢語の意味、形、発音の違いは、もとを正せばみな昔の漢字から変異して来た
ものです。もしいにしえの漢字がなければ、今の中国文化も日本文化も、なかったことで
しょう、片仮名も平仮名も、そして万葉仮名も。 

そして、逆に現代漢語の多くは、「和製漢語」であり、明治時代に日本で創作され中国
に逆輸入されたものです。例えば「経済」、「科学」、「哲学」…等。また、中華人民共和国
の成立後、漢字の字画を少なくするために簡体字と言う新漢字が数多く作られました。そ
して、それら多くの新字は、そのオリジナルの字を想像することさえ出来ないほどに変わ
っています。その上、発音が同じか近いと言うだけで、意味が全く違ういくつかの字を一



つの字で表わすなど、文章の了解に不便と混乱を来たし、社会の反発を買い、あげくは第
二段階の簡体字は公布（1977）のあと九年（1986）で取り止めせざるをえないありさま
でした。一方、日本の漢字も戦前の漢字と違う字がだいぶあります。（中国では、今や昔の
正字に戻そうと言う動きが民間で燻っています、ただ今の中国の政治体系ではむずかしい
と思いますが、何時かその日がくると思います。社会は時々刻々かわっています、そして
人々の考えも……。） 

「漢語/漢字」に内在する多様性を克服して「俳句」であるにはどうすればよいのでし
ょうか。その多様性、だからこそ、俳句の真の意味または真髄として、短い、瞬間の感動、
と言うことを忘れてはいけない、と思います。いかにすれば瞬間の感動を適切な最短の音
節で表せるか、その最短の音節数はいくつであるか、それを模索しなくてはなりません。 

それが、「漢語俳句」の字数になるわけです。私にはそれが、今のところは十字、とい
うように思えます。そして、その十字を次に、三四三、三七、五五、七三のいずれとする
かは、今はまだ検討中です。私の試作句が三四三なのは、いまは三四三で試作しいると言
うだけのことです。多分結論は、三四三、三七、五五、七三、どれでもいい、ということ
になるでしょう。そして、十字というのは基準であって、前後二、三字の字余り又は字足
らずを許すものであります。 

漢語俳句は詩である以上、リズム（律動）のあるのが最高です。そして、前述の三四
三、三七、五五、七三のどれにするかは、その句その句のリズムによって決まるのです。
とくに漢語の読音は一字一字声調があり、また、地域の言葉により読音も声調も違います。
それにともない、リズムも違ってきます。そして、自由律と言う場合、字数に制限があり
ません、それは自由詩であって、俳句ではありません、適切なる最短の詩、と言う俳句の
核心に合わないからだと思います。 

字数だけに縛られると言うのは？という方もございますが、秋元不死男氏の、ある程
度定形に縛られると言うことが俳句の俳句たる由縁、という説明も理解できます。秋元氏
も俳句の定形はもともと文語を基にして決められたもので、口語で俳句を詠む場合、すこ
し窮屈であると言っておりますが……。 

結論として、俳句と漢詩また詞は、詩のジャンルにおいて異なる詩形であることは明
白です。そこで、いま流行の漢俳は、本質的に俳句とは言えません。ですが、正真正銘の
漢詩の一つです。 

私は、日本語でも俳句を作りますが、日本語の俳句が台湾で育ちゆく希望が薄いなか
（絶対に不可能とはいいませんが）、真の漢語俳句（今の漢俳ではありません）の一員とし
て、または世界の俳句の一員として、普通話と台湾語と客家語、……で詠まれる俳句（普
通話俳句、台湾語俳句、客語俳句、……)を模索中です。もしそれに成功すれば、拙文中の
「湾俳／台俳」、「粵俳／広東俳」、「客俳」、「滬俳/上海俳」、それから漢字文化圏内におけ
る各地言語の俳句が、生まれてくるはずです。私の目指す「漢語俳句」は、日本俳句を模
範とし、また模倣するのではなく、日本俳句の真髄、本質を汲む世界俳句の一つたる「漢



語俳句」、その下にある漢語系各言語による俳句、「普通話俳句」、「台湾語俳句」、「広東語
俳句」、「客家語俳句」……を目指しているのです。普通話、台湾語、広東語、上海語……
みな同じレベルにあって上下主従があるものではありません、でも決して今の「漢俳」で
はありません。 

ネット上の「湾俳」を読んだところ、惜しむらくは、いわゆる「普通話」の語彙をそ
っくりそのまま湾俳に使っているのを見かけますが、それは日本人の一寸した勘ちがいか
ら来たものです。もとを正すなら、おそらく台湾の俳人黄霊芝氏が「湾俳」は七字から十
二字までが適当だと主張したためではないか、と思います。また「湾俳」はあくまでも生
粋の台湾語で詠まれるべきで、「普通話」やその他の言語の漢字語彙を使うべきではありま
せん。 

黄氏に間違いはありません、彼は俳句の真髄本質をよく理解している日本俳句の達人
であるがゆえに、漢字で詠む漢語俳句は漢俳の十七字では意味量が余り多すぎ、七字から
十二字までの長さがよいと湾俳で勧めたのです。しかし、その趣旨がとり違えられ、七字
から十二字までの漢字俳句は「湾俳」、十七字は「漢俳」、と勘違いされたものと思われま
す。また漢語圏内では漢字の表わす意味はみな同じで発音が違うだけだと思い違いされて
いるからです。実際は違うのです。例えば、日本語の「床(ゆか)」は、中国語では「地上」、
台湾語では「土脚／足＋交」と言います。文語で詠んだ場合は漢字文化圏内では一応相通
じる場合が多いのですが、口語では意味が異なってしまう場合が多いのです。（なお、日本
語では文語でも意味が全然違う事が少なくありません、往々にして大きな誤解を招くこと
さえあります。） 

また、台湾語の声調は、七声で普通話の四声より三声多く、そのうえ会話、読書、詩
吟で発音する場合、前の字の声調が必ず変わります、そのため外国人が聞いた場合、音楽
性に富んでいます。そして、その反面、台湾語で歌う歌は、歌詞を聞き分けられず、字幕
を必要とします。また、漢詩を吟じる場合は、台湾語で吟じるのが最高だと一般に言われ
ています。 

漢語の短詩に四七令とか五七令とか言うのがあります、そして字数は十一字または十
二字になります。しかし二句一章の漢詩であり、もしその二句一章が季語や客観写生を抜
きにしての俳句の本質に合うものならば、立派な漢語俳句であると思います。私は漢詩を
詠めませんので試すことが出来ませんが、日本で漢詩と俳句両方をお詠みの方は、この十
字前後の漢詩を詠んでみてください。十七字の漢俳でなく、もっと少ない十字あたりで「漢
語俳句」、「漢字俳句」が詠めるはずです。しかし、季語、客観写生のおきまりは考慮して
もしなくても構わない、と言う了解の下でのことです。 

私の僭越な未熟な考えですが、私自身は日本俳句を詠むに当たって無季、自由律を択
びます、ただし、定型、有季で詠めるときはやはり定型、有季を遵守します。そしてこの
態度は、漢語俳句においても同じです。「漢俳」はもう日中両方の共同の定義認識があり、
多くの作品も有り、皆に親しまれているゆえ、そのまま「五七五の漢字の俳句、実際は新



しい短い三行の漢詩」としておき、ただし日本の俳句に基づく「世界俳句」の中の「漢語
俳句」としては、漢字十字をいちおうの基準とし、前後二、三字の増減を許容する「俳句」
を作りたいと思います。五七五、十七字の漢字では、俳句としてあまりに内容量が多過ぎ
ます。 

ここ暫く、あれこれ考えましたが、日本の俳句は主位に来る語彙の後につづく「てに
をは」によってさまざまに異なる意思表示が出来ますが、他の国の言葉にはそのような便
利さがありません。それが、俳句を他国語に翻訳するのを難しくしている原因じゃないか、
と思います。この点については、私は言語学者じゃありませんので大きな事はいえません
が、私は私なりに、前述の十字の漢字を基準として、前後二、三字の字あまりや字たらず
を許容する漢語の俳句を、「漢語俳句」と言いたいのです。 

さて、その命名が問題になります。「漢字俳句」、「中俳」、「漢語 haiku」、「Mandarin haiku」、
「漢普俳」……とか。ひょっとしたら「漢普俳」が一番手ごろかと思いますが、最後に落
ち着くところは……。 

最後に私の漢語または漢字で詠まれる「漢語俳句」、「漢字俳句」に関する結論を纏め
て見ます。 

まず、「俳句」とは言葉によって表現しうる最短に近い「詩」である。とします。その
内容・本質は、江戸時代の「俳諧」の本質に基づいて子規の規定する「俳句」の定型を基
準とします。ただし、 

● 世界各領域の言葉での俳句は、各言葉に於ける最短にして適切なる音節数による
短詩であり、人生に於ける全ての瞬間的感動の詩情―自然の写生‧人事‧倫理‧論理‧哲
学を問わず、又主観、客観を問わない―を余白を残して詠む詩であると認識する。（虚子の
客観写生説は諸家による誤解との説も全く無根拠とは思われぬゆえ、採択の可否は詠む人
に残すものとする。）  

● 漢字または漢語で詠まれる「俳句」をまとめて「漢字俳句」または「漢語俳句」
と呼ぶ。即ち「漢字」と「漢語」に、上述の「漢字」と「漢語」に区別される両方の意味
を持たせる。 

●「漢字/漢語俳句」は、できるだけ少ない漢字で、各地域の言葉（字形、語彙、発音）
によって詠むものとし、人生の全ての感動、即ち自然‧愛情‧情理‧人事‧論理‧倫理‧

哲学などの主観的瞬間や客観写生の感動を、「読み」‧「鑑賞」の余白を残す二句一章一行
に詠むものとする。 

・「漢字/漢語俳句」は、日本の「伝統俳句」が定義する「客観写生」に限定されるも
のではない。 

・日本語俳句における季語は「漢字／漢語俳句」では必須のものとはしない。 
・字数は暫時十字を基準とし、韻律（リズム）宜しければ、前後二、三字の字余り、

字足らずを許容し、漢詩における押韻、平仄の有無を問わず、口語、文語の双方または混
用を受け入れて詠むことを許容する。 



●「漢字/漢語俳句」は漢字の使用を共有するが、漢字を使う広い文化圏の各地域の言
葉の違いによって、発音、意味、語法または字形を異にし、各言葉ごとの個有性があるこ
とを深く認識する。それゆえ、その各言語ごとの「俳句」は、それぞれ個有に命名される
必要がある。 

  例えば：  
A)「華語‧普通話俳句；華俳/普俳」、「俳句(華語‧普通話)」は中国の普通話での俳句

を指す、 
 「台湾語俳句；湾俳/台俳」、「俳句(台湾語)」は台湾語での俳句を指す、 
 「客語俳句；客俳」、「俳句(客語)」は客家語での俳句を指す 
 「広東語俳句；粵俳」、「俳句(広東語)」は広東語での俳句を指す、 
B) 同様に世界各国語で詠まれる俳句は、 
 「英語俳句；英俳」、「俳句（英語）」 
 「フランス語俳句；仏俳」、「俳句（フランス語）」 
 「ドイツ語俳句；独俳」、「俳句(ドイツ語)」 
 「リトアニア語俳句；リトアニア俳」、「俳句（リトアニア語）」 
 そのほか、上の例に倣って命名す。 
C) 英語表記に場合は以下の如くす： 
 「Mandarin Haiku or Haiku(Mandarin)」, 
 「Taiwanese Haiku or Haiku (Taiwanese) 」, 
 「Hakka Haiku or Haiku（Hakka）」, 
 「Cantonese Haiku or Haiku(Cantonese) 」,   
 「English Haiku or Haiku(English) 」,  
 「French Haiku or Haiku(French) 」,  
 「German Haiku or Haiku(German) 」,  
 「Lithuanian Haiku or Haiku(Lithuanian) 」 
    ………。 
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    永田書房、東京、日本、2008。 

鷹羽狩行：《もう一つの俳句の国際化》、     
    （第 17 回 HIA 総会特別講演より）（2006. 6. 6） 
    http://www.haiku-hia.com/pdf/takaha2006.pdf (2010-06-26 reached) 
夏石番矢《Ban’ya》http://banyahaiku.at.webry.info/  (2010-06-26 reached) 
石倉秀樹：《獅子鮟鱇詩詞》http://shiciankou.at.webry.info/ (2010-06-26 reached) 
オーボー真悟（呉昭新）：《俳句を詠む》http://oobooshingo.blogspot.com/  
今田述：《漢俳を知っていますか？》 （2003）             

  http://www.haiku-hia.com/hyoron_jp_ch1.html (2010-06-26 reached) 
今田述：《２１世紀と漢俳》（2009.12） 
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北縣縣民大學「俳句教室」（1）（2）（3）（4）》，「臺灣俳句集（一）」，1998，pp.52～ 

  70，台北，台灣。 
黄靈芝：《臺灣季語及臺灣語解説》，「臺灣俳句集（一）」，1998，pp.76～83，台北， 

  台灣。 
莫渝：《鐘聲和餘音》：〈愛與和平的禮讚〉，pp. 3-17，草根出版，臺灣， 1997。 
于強： 瞿麦氏、漢俳・俳句で中日に架ける橋：         

  http://japanese.beijingreview.com.cn/yzds/txt/2008-06/18/content_128412.htm 
  (2010-06-26 reached) 

黄智慧：台灣腔的日本語：殖民後的詩歌寄情活 動。文化研究學會 2002 年會「重訪東
  亞：全球、區域、國家、公民」會議論文。 

中山逍雀：曄歌，世界最短 漢字文化圏共通漢   詩：http://www.youka.cc/index.html 
  (2010-06-26 reached) 

《葛飾吟社》：http://www.kanshi.org/  (2010-06-26 reached) 
 日本漢俳學會：http://www.kanpai.cc/  (2010-06-26 reached) 
 中山逍雀：《漢俳詩と俳句の叙事法の相違》：http://www.kanpai.cc/book/book13.htm 
  (2010-06-26 reached) 
 鈴木大拙 著，陶剛 翻譯：《禪與俳句》，〈禪與日本文化〉，pp. 105~134. 1992，桂冠 
  圖書， 台北，台灣（國立台中圖書館－電子書服務平台） 
 渡邊新一著，鄭民欽翻譯：《漢俳提出的問題》         
  http://mypaper.pchome.com.tw/nazuki1210/post/1295261910  (2010-06-26 r
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  eached) 
 日本漢俳學會：《日本漢俳学会が定める漢俳詩法の原則》，      
  http://www.kanpai.cc/sonota/gensoku.htm (2010-06-26 reached) 
 中山逍雀：《俳句と漢俳》，http://www.kanpai.cc/book/book13.htm (2010-06-26  
  reached) 
 中山逍雀：《曄歌》，http://www.youka.cc/Ayouka/index.htm (2010-06-26 reached) 
【主な俳句関係綜合ウエッブサイト】 
● 《国際俳句交流協会》： http://www.haiku-hia.com/  
● 《週刊俳句》：http://weekly-haiku.blogspot.jp/  
● 《世界俳句協会》：http://www.worldhaiku.net/  
● 《－俳句空間－豈 weekly》：http://haiku-space-ani.blogspot.jp/  
● 《詩客》：http://shiika.sakura.ne.jp/  
● 《俳誌のサロン》：http://www.haisi.com/  
● 《現代俳句協会》：http://www.gendaihaiku.gr.jp/index.shtml  
● 《俳人ホーム》：http://ameblo.jp/haizinhome/  
● 《ホトトギス》：http://www.hototogisu.co.jp/  
●  

            （2010 年 6 月 28 日 脱稿） 
呉昭新（http://oobooshingo.blogspot.com/ ）  
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《俳句を語る》 
 
今日「俳句を語る」と言うホームページを立ち上げました。ネットの上で

の諸家の俳句に関する論説、見解、エッセイなどなどをひとところに集めて必
要に応じて随時読めるよう、自分の便利のために立ち上げたのだが、ひょっと
したら、他人の役に立つかも分からないと思い、一応同じくネットの上におく
ことにしました。 

塵も積もれば山となるとか、大変失礼な言い回しですが、これからちょい
ちょい暇をみつけては少しずつ集めてゆくつもり。 

若い人には理解がむづしいかも知れませんが、二昔前わたくしが若かった
ころはナッレジを得たければ、せっせと図書館へ通って手書きで写したものだ
った、そして一昔前はコッピマシンでコッピーしたものだった。そのコッピー
が積もり積もってほこりだらけになり、部屋中坐るところも無くなり、老妻も
愚痴をこぼすのに飽きたこんにち、一ページ一ページ目を通して、ちくちくと
心臓に針をさされる思いで捨てなければならない羽目になりました。 

むかし本は読まなくても買って本棚に並べ置くべしと言った人がいまし
たが、いまどき都会人は住むスペースさえキープすることで精一杯、よっぽど
の資産家で無い限り本を置くスペースなど、贅沢な話です。 

ラッキーなことにはコンピューターとネットと言う便利な道具ができて、
そのうえ電子書籍という代物までお出ましになり、今まだ始まったばかりです
が、もう二三年もしない内に、すべての印刷物がエレクトロニックブックにな
るでしょう。さすれば、全ての本は皆コンピューターやネットのなかに納まり、
本棚もいらなくなるはず。 

それゆえ、コンピューターのハードディスクにキープするのも一つの方法
ですが、そのハーディもたまには壊れることもあるゆえ、ネットのサーバーの
一間をかりて置いておくのもまたスペアをキープする万全のための一策かも
しれません。            (2011-04-20 脱稿) 

 



《俳句、世界俳句（haiku）と「漢語/漢字俳句」》 
  （台湾の学生への講演内容および補充資料：講演は華語で、別に華語での文稿があ

ります。本文の核心要旨は日本の皆様に、日本文化を昂揚させんがため、日本発の日本文化の

俳句の延長である haiku を広義の俳句の一部として認めてほしいと言うものです。電子書刊行

にあたり、誤解を招きやすい言い回しを少し修正させていただきました。） 

今日、私がお話しますのは「世界俳句と漢字／漢語俳句」についてです。 
たぶん諸君のうちの多くの人がはじめて聞く言葉で、そして新しいと共に

また少し困惑されるものかと思われます。と言いますのは諸君がこの会に参加
に来られたからには、当然みんなの知識の中ではすでに「俳句」と言う一句に
関して一定の概念がおありの筈で、少なくともそれが日本語の短い詩であるこ
とはご存知の筈です。 

これまで台湾では「俳句」と言う言葉はあまり聞かれない語彙で、一般の
方にはあまり知られていません。たとへ知っておられる方でもただ日本の短詩
であると言うぐらいという事でしょう。その実、現在文芸に関して少しは関心
をもっていらっしゃる方は、多少何が「俳句」であるか、そして 90 年代の前
半においてある一時期、台湾でもある人たちが漢語／漢字で俳句を作ったこと
があり、「中国時報」の《人間》や「聯合報」の文芸欄で一時扱われたが、間
もなく忘れられたことを知っています。 

最近、台湾のネットでもたまに日本語の俳句が見られ、また漢字で書いた
俳句（漢語／字俳句）もみられます。私の推測ではたぶん若い人たちが同じよ
うに華語、漢字を使う対岸の中国において、所謂の「漢俳」が流行している現
状をみて、同じような完全な華語教育を受けている台湾の若い人、中壮年者
（70 歳以下）がたやすく「漢語／漢字俳句」に馴染んでしまう結果になるの
には、理解が難しくありません。そして、「日本語俳句」は日本へ留学して帰
国した一部分の若い人たちが日本俳句に興味を感じた影響もあると思います。
それ以外にも少なからず台湾もしくは日本で日本語または日本文化を研究し
ている学生たちが、どうして日本俳句を修士、博士論文のテーマにしているの
かは私には見当がつきません。 

「漢俳」に関しては、私は「俳句」の一種とは認めませんが、確かに中国
でここ二、三十年来流行している新興（新型）漢語短詩で、詩経、楚辞、唐詩、
宋詞、元曲等に継ぐ漢語詩詞の最新の一型であるのには間違いありません。「漢



俳」は短小にして、漢詩のようなややこしい規則がなく、詠みやすく、了解し
やすいのです。そして、この情報が氾濫し知識の細分化が繁雑に過ぎる現今の
社会に、最も適合した漢語詩詞で、中国或いは漢語界の一般大衆から歓迎され
る詩型であります、そして皆で共に鑑賞、享受、推奨すべきです。ですが、そ
の本質は「俳句」とは全く違うゆえ、「俳句」の一類型とは認められませんが、
新しい親しみやすい新中国詩形の一つですので、日中両国の詩歌界で、特に日
本の漢詩界で中国詩詞の推進のために詠まれることを願っております。その理
由は後で詳しく説明いたします。 

「俳句」がどうして全世界に広まって、各種の言語使用者から受け入れら
れ、はてはいかなる言語でも吟詠できる短詩になったか、逆に、ある一部分の
日本の「伝統俳句」の俳人が、このような潮流を受け入れず、日本の民族文化
が世界に広がる事実の栄光を受けたくないのかを了解するために、私はもっと
も基本たる「俳句」の本質、変遷歴史および実際状況について諸君に簡単に、
列挙して説明をしようと思います。 

  ********************************************************* 
《俳句》 
 
（一）俳句とは？  
1．文芸： 
‧文芸とは文学と芸術の意味であり、詩とはまた文学の一種であり、一人

の人間が大自然、人事、周囲の事物から受けた感動を、韻律、節奏ある形式（声
に出し、又は字で書き出して詠む）で表現する言語形式です。 

2．俳句 (HAIKU): 
‧「俳句」（HAIKU）(広義)は詩の一種であり、世界で最短の詩形の一種

で日本に起源し、そのご各種の言語で世界に広まりました。 
3．感動： 
‧「感動」とは人間が日常生活で出会う全ての出来事（人情義理）や五感

で感じられる感覚に対する反応です。 
‧ 動物、たとえば犬はその感情をいろんな行動で表現することは出来る

が人間様のようには記号で表現することは出来ません。 
‧ 人間様にはこれが出来ます、まさにローラン‧バトルの言う「記号の帝



国」の俳句ではないでしょうか。 
‧ 感動が人類が日常生活で出会う全ての事柄（自然環境、人情義理）に

対する反応であるならば、人間の感覚（視覚、聴覚、触覚、味覚）、人情、人
事、倫理、論理及び哲学など全般を含むべく、また主観、客観のどちらをも含
むべきです。 

4．日本の短詩： 
‧ 日本には現在三種類の短詩があります。「短歌」、「俳句」、「川柳」、

そして「俳句」は世界で一番短い詩だといわれています。「俳句」も「川柳」
も共に十七音の定型短詩であり、ただ「季語」の有無と詠む内容が違うという
だけで、時代と社会の変遷により既に「俳句」に似た「川柳」、または「川柳」
に似た「俳句」などが詠まれておる現状の下で、「俳句」と「川柳」などと区
別する必要はなく、あっさり「俳柳」、「柳俳」または「五七五定型」と言え
ばいいんじゃないかと言う意見も出ています。 

その実、中国の「詩詞」にも七或るいは十字の短詩があります、しかし中
国の漢字は一字一音で、一字が表現する内容は約日本語の二～三音に等しく、
七～十字の詩詞の内容は日本語の約十四～二十音に等しいので、日本の俳句も
しくは川柳と同じ内容量/情報量になります。 

5. 俳句の変遷 
俳句は日本奈良時代（710～784）の「短歌」から「連歌」、「俳諧」、

「發句」から変遷したのです。和歌（短歌）→連歌→俳諧連歌→俳諧→（発句
の独立）→俳句。 

‧ 短歌（奈良時代；貴族；5-7-5-7-7 音）  
‧ 連歌（鎌倉時代；文人；5-7-5，7-7，5-7-5，7-7，5-7-5，......音） 
‧ 俳諧（室町時代；庶民；5-7-5音） 
‧ 発句（江戶時代；文芸；5-7-5音）  
‧ 川柳（江戶時代；詼諧；5-7-5音） 
‧ 俳句（明治時代；正岡子規；文学；5-7-5）   
下記の特質を有します： 
‧ 詩情， 
‧ 短小， 
‧ 韻律（節奏、拍子）：朗読または口ずさむとき、語呂がよく、音楽性



がある。 
‧ 余韻（鐘の音のように余韻がある） 
‧ 余白を残す（水墨画のごとく余白をのこす） 
‧ 含む？（禅－鈴木大拙） 
 
（二） 俳句の類型 
「俳句」と言う名称は明治時代に正岡子規によって命名されたのです。 
 二種に分類されます： 
‧傳統俳句 
‧非傳統俳句（前衛、新興、…俳句等） 
1. 傳統俳句（定型、有季）： 
正岡子規（1867-1902 ）：によって定義され，一定の音数、季節に関す

る語彙（季語、季題）と「切れ」字を必要とし、そして客観写生を主とする。 
‧ 五七五（十七音節）：分上、中、下三段に分けられ，第一段は五音節，

第二段は七音節，第三段は五音節となり、これに符合しない場合は「破調」と
言い、音数がよけいのばあいは「字余り」足りない場合は「字足らず」と言い
ます。 

‧ 季語（題）：季節に関する言葉を必要とする。 
‧ 切：一句の終わりを表す。 
‧ 写生：詠む内容は大自然と関係があるべきで、見たままを描写する。 
2. 非伝統俳句 ： 
‧ 伝統俳句の制約（五七五定型、季語、切詞、寫生）によらざる俳句を

言う。俳句は内容、形式の違い、または詠まれた時点によって、ことなる呼称
によって呼ばれる。詳細は後述す。 

‧「雑」：子規は俳句とは上述の制約を必要とすると言ったが、決して制
約に合わない句は俳句ではないと言うてはいない、そして制約に符合しない句
は「雑」の項に帰して、やはり俳句としている。 

 
（三）子規の弟子： 
 子規は「俳句」の創始者であり、また命名者でもある。彼の弟子たちの

中で特に有名な人が二人います、人呼んで子規の双璧という高浜虚子と河東碧



梧桐の二人のことです。二人は別々の道を歩きました、一人は子規が決めた制
約を守る道を歩き、もう一人は従わない道を選びました。しかし、二人とも後
世の人々に喜んで鑑賞される作品を残しており、俳句史のなかで特に注意を受
けており、はっきりした軌跡を残しました。子規は二人の弟子を評して曰く「虚
子は熱きこと火の如し、碧梧桐は冷やかなること氷の如し」と。ネット上では
「碧梧桐はリーダーとしての気質に欠くゆえ、一生涯常においしい部分を人に
取られた、しかし、その行脚三千里の著作を見るに、その俳句に対する打ち込
みは誰にも劣らず、惜しむべき人なりと言われています。それに比べるに虚子
は生まれつき、何事にもいい加減な性質だが、それでいつも一番おいしい部分
を掻っ攫うという、まさに世渡り上手で、褒められる事ではありませんが、こ
れだけで批評を下すのもまた公平じゃないという人もあり、事実上虚子あって
の今日の俳句の盛況があるのである。」 

 
‧ 高浜虚子（1874～1959）： 
俳句界では通常「虚子」で通っている。虚子は子規の六つ年下、同郷であ

り、学生時代から上京して勉強している子規を尊敬していた。子規が休暇で学
校から帰ってくるといつもついていた、そして子規もとても彼を可愛がってい
て、彼を自分の俳句界における相続人に養成しようと思っていたが、虚子は始
め一心に小説家になろうと思っていたので、俳句に対してあまり興味を持たな
かった。虚子は真に彼を大事にしたが、彼の子規に対する態度はそれ程でもな
かった。後日他人もそう感じたようで、筆者も彼の著作の「私と子規」の内容
から彼が余り虚子を相手にしない様に感じられました。彼がその後歩いた道は
小説が実を結ばず、やむなく放棄して虚子の定義した俳句の道、すなはち伝統
俳句の道、に戻ったのですが、青は藍より出でて藍より青しというか、伝統俳
句界の尊敬も厚く、伝統俳句の始祖の地位を獲得したが、子規を批評して曰
く：「子規の俳句は大した事はない」と。彼は写生主義の上に「客観」を加え
て「客観写生」とし、その後ふたたび「花鳥諷詠」と改めた、即ち「五七五定
型」、「季語」、「切れ」及び「客観写生」の「伝統俳句」である。 

はじめ俳句にそれほど真面目ではなかった虚子は、俳句雑誌「ホトトギス」
を総合文芸雑誌の方向にもってゆき、小説などの文芸作品を載せたが、後に自
分の書いた小説もあまり芳しくないのを知り、また碧梧桐派の新傾向俳句が俳



句界の中心になりつつあるのを見て、1912年に俳句界に復帰し、伝統俳句の
擁護を唱え碧梧桐の新傾向俳句に対抗した。この間、揺れはあったものの、ま
た一度は主観の新伝統の導入を模索したが、1916年ついに「客観写生」を基
本とすることに定着し、「有季、定型」の伝統俳句の位置を確定した。そして
昭和時代（1926-1989）の1926年にいたって、「客観写生」にさらに加える
に「花鳥諷詠」を以ってし、俳句は自然現象及びそれにつづく人事界の事ども
も諷詠するものと説明を加へた,そして、それ以来現代俳句は主題を季節のみ
に限定すべきではないと言う考え方が出てきた。「客観写生、花鳥諷詠」が伝
統俳句の詩形であるようになり、また今日の日本俳句の主流になったのである。 

この派に所属する俳人は大正時代には、村上鬼城（1865-1938）、飯田
蛇笏（1885-1962）、原石鼎（1886-1951）及び女流俳人の杉田久女（1890-1946）
ら、大正末期から昭和初期には水原秋桜子（1892-1981）、高野素十
（1893-1976）、阿波野青畝（1899-1992）、山口誓子（1901-1994）、山
口青邨（1892-1988）、川端茅舍（1897-1941）及び女流俳人の中村汀女
（1900-1988）、星野立子（1903-1984）、橋本多佳子（1899-1963）及三
橋鷹女（1899-1972）らがいる。 

 
‧ 河東碧梧桐（1873-1937）： 
碧梧桐は虚子と同じく子規の同郷であり、虚子より一歳年上である。子規

が休暇で東京から帰郷すると彼について野球の技術を習った、同時に子規の俳
句にも興味を持ち、同じクラスの虚子を勧誘して子規について俳句を習った。
子規なきあと、子規の「日本」新聞での俳句欄の選者の仕事を継承した。しか
し、子規がきめた俳句の約束を嫌ったため、だんだん定型（五七五）の約束に
縛られない「新傾向俳句」へと走った、即ち「非伝統俳句」、「自由律」、「無
季」の俳句である。後全国を周遊行脚し、蕪村に関する少なからずの著作を残
したほか、また旅行文集《三千里》もある。後述の「新傾向俳句」と「自由律
俳句」をご参考下さい。 

 
（四）語彙の説明： 
 
1．「客観写生」とは？ 



‧虚子が唱える俳句作りの約束で、吟ずる対照内容は自然事物の描写であ
ること、即ち「写生」、単純で叙景である、かつ叙述は客観で主観感情を避け
ること。 

2. 「花鳥諷詠」とは？ 
‧ 虚子は先に「客観写生」を提唱し、後にまた「花鳥諷詠」を唱え、即

ち「花鳥風月」の自然の四季の変化を吟詠することである。花鳥風月は自然景
物を代表し，同時に写生時に起きる人事の問題も含めて吟詠の内に入れてかま
わないと言うことである、なんだか上手く客観写生の狭い範囲の拘束から逃げ
られたようである。中国語にも「風花雪月」と言う一句がある、日本の花鳥風
月に相当する一句である、ただし中国語の「風花雪月」には男女間の私情の意
味を含んでいるが、日本語の花鳥風月には男女間の私情の意味はない。花鳥諷
詠は客観写生において客観の景色を吟詠するなかに主観感情に関する人事問
題も吟詠するのを許すことである。 

3. 後人の見方： 
‧ 後日ある人たちは虚子の作品や記録などを深く研究した後、虚子は別

に主観的吟詠には反対などしていないという結論に達した。虚子の真意は一般
の人達にとって深みある主観的な事物の訴えはそうた易いことではない、それ
ゆえこの「客観写生」の約束は一般大衆のための約束であり、決して主観意識
のある俳句を吟詠してはいけないという意味ではないと、皆虚子の真意を誤解
しているのだと。事実上、虚子本人も少なくない主観事象を詠んだ句を残して
いると、そして他の人もそうであるゆえ、この説明は虚子の客観写生の主張に
対する弁明であると。 

4．非伝統俳句： 
伝統俳句と相対する俳句を言う、即ち伝統俳句の約束に従わないで吟詠さ

れる俳句を言う。人生はいかんせん社会環境や変遷から逃げられないものであ
る、それぞれの時代にはそれぞれの時代に特有の社会背景がある、それゆえに
それぞれの社会性の内容に沿った俳句が詠まれるのは当然であり、それぞれの
名称で呼ばれている：「新傾向俳句」、「社會性俳句」、「前衛俳句」、「自
由律俳句」、「無季俳句」、「新興俳句」、「普羅俳句」、「戦争俳句」、「人
間探求派俳句」、「根源俳句」、「大眾化俳句」、「国際俳句」及び「世界俳
句」など。 



明治時代の後、正岡子規が「俳句」と言う言葉を創作し、「俳句」の内容
を規制した後、今日（2011）まで百年余り、「俳句」の変遷及び発展に関し
ては現代俳句協会から出版された《日英対訳21世紀の俳句研究-2008》一書の
中で木村聡雄氏が《現代日本俳句小史》で簡単明瞭そして総括的に纏め上げて
おり、そのうえ日英対照であるゆえ、日本語を知らなくても、よく理解できる
ゆえご参考下さい。 

下記に関係のある名称だけ、簡単に概要を紹介させていただきます。 
‧ 1）「新傾向俳句」： 
子規亡き後、その事業は二人の弟子により継承されました。新聞「日本」

の俳句欄は河東碧梧桐、俳誌「ホトトギス」は高浜虚子により継承されました。
二人は主張するところが違うので各々の道を進みました。碧梧桐は子規の俳句
に対する考えをもっと発展させようと思い、もう一歩進んでただ情景を描写す
るだけでなく、脳裏に浮かんだ主観的な描写をも詠む，即ち「新傾向俳句」を
提唱したのであります、そしてこの主張は瞬く間に日本中に伝わり、あまつさ
え「新傾向にあらずんば俳句ではない」とまで謳われたのでありました、そし
てついには明治時代末期の俳句の主流にもなったのです。彼は俳句は不断の伝
統の改革により改進すものだと言う信念のもとに、子規の蒔いた種をもっと大
きく育て上げようとしたのです。 

‧ 2）「自由律俳句」： 
「新傾向俳句」は大正時代（1912-1926）に入って分裂し「自由律俳句」

が生まれました。一種の伝統俳句の五七五定型と季語などの制約から逃れて更
なる自由な俳句精神を求める俳句革新であります。またどの一句の俳句にもそ
の句自身がもつ韻律の内在律があるものだと主張しました。荻原井泉水
（1884-1976）は始め新傾向運動に参加し、俳誌「層雲」を創刊しましたが、
しかし1913年に新傾向運動をはなれ、その学んだ西洋詩の経験をもってして、
俳句の季語及び定型の規制を破棄しようと企てて、「層雲」を拠点として、「自
由律俳句」を始めました、その配下には種田山頭火（1882-1940），尾崎放
哉（1885-1926）、栗林一石路（1894-1961）などがいました。片方、中塚
一碧楼（1887-1946）は碧梧桐が創刊した「海紅」を引き継ぎ、口語自由律
俳句を提唱しました。「新傾向運動」は「自由律運動」を経て、とくに山頭火
や放哉などの俗世を捨て放浪生活を吟詠する詩人と結び、一時栄えました。



1980年代において住宅謙信（1961-1987）が活躍したが、惜しむらくは早死
にしました、でも今日に至っても尚多くの読者がいます。 

‧ 3）「新興俳句」： 
昭和初期、虚子が丁度俳句の定義を「花鳥諷詠」に限定しようとしていた

頃、それに対して俳句を普遍的精神を吟詠しようとする現代詩的俳句革新運動
が現れました、かつイロニーなのはこの運動が「ホトトギス」内部からの反動
だったのです、そして間もなく「新興俳句」の新潮流に発展していきました。 

元来虚子派に属していた水原秋桜子（1892-1981）はその作品がだんだ
ん抒情、主観写生に傾き、虚子の「客観写生、花鳥諷詠」と対立すようになり
ました。秋桜子が主宰する俳誌「馬酔木」（1922年創刊）は元々「ホトトギ
ス」派の俳誌だったのですが、秋桜子は誌上で忠実に客観写生を遵守する同僚
の高野素十を酷評するに至りました。秋桜子は1931年「ホトトギス」を脱退
し、ここに至ってついに反伝統主義運動の「新興俳句」が産生したのでありま
した。「馬酔木」は「ホトトギス」から離脱し、主観的表現への道に向いまし
た。「馬醉木」俳誌の下に集まった俳人には山口誓子（1901-1994）、石田
波郷（1905-1969）、加藤秋邨（1905-1993）と高屋窓秋（1910-1999）ら
がいました。 

‧ 4）「無季俳句」： 
「新興俳句」が盛んなりし頃、制約から抜ける自由な考えが台頭し始めま

した、前述の「自由律」の外に「季語」にも注意がむけられました、そして伝
統的定型を維持する一面、また季語の放棄を求めました。俳誌「天の川」は吉
岡禅寺洞によって1918年に創刊され、また「ホトトギス」傘下の俳誌であっ
たが、1935年から「無季俳句」を提唱し、秋桜子の反伝統運動の力添えにな
りました。「天の川」で作品を発表した俳人には横山白虹（1899-1983）、
篠原鳳作（1905-1936）などがいて、「馬酔木」の人達とともに「新興俳句」
運動の拠点となりました。「旗艦」の主宰日野草城（1909-1956）はやはり
「ホトトギス」の出身であったが、現代文学の自由主題を追求するため、先頭
に立って「無季俳句」を提唱し、富沢赤黄男（1902-1962）もまた超季節感
の俳句を追求しました。「旗艦」にはこの二人の外に西東三鬼（1900-1962）、
神生彩史（1911-1966）と片山桃史（1912-1944）らが参加しました。「京
大俳句」は1933年「ホトトギス」系の京都帝大関係者によって創刊され、「新



興俳句」自由主義派の拠点となりました。他に「句評論」は1931年に創刊さ
れ、また「新興俳句」の路線に走ったのです。「土上」は1922年に創刊され、
嶋田青峰（1882-1994）、東京三（秋元不死男：1901-1977）らが無季俳句
を発表した。林田紀音夫（1924-1998）は戦後の無季俳句の代表人物であり
ます。 

‧ 5）「人間探求派俳句」： 
元来自然の吟詠を厳守しいた俳句界にも、こんな狭い範囲で吟詠するのに

飽き足らず、この自然吟詠から離れて、もっと毎日の生活に即した精神心理方
面の俳句を詠むのを求めるようになりました。このような俳句は理解しにくい
俳句になりがちで、皆から「難解派俳句」と呼ばれるようになりました。こん
な俳句を詠んだ俳人には石田波郷（1917-1969）、加藤楸邨（1915-1993）、
中村草田男（1901-1983）、篠原梵（1910-1975）らがおり、評論家の山本健
吉（1907-1988）が1939 年7月に、これら四人の俳人を呼んで「新俳句の課
題」という題目で検討会を開きました、そして俳句は日常生活上で出会う一切
の感動を詠むべきだと、即ち人生生活の内容、目的など、日常生活に出会う全
てを詠むべきだと、回想、ビッジョン、理想なども含めて、即ち人性内面の一
切を、そうすると当然理解しにくい言葉が出てくる、即ち「難解派俳句」とな
るわけで、山本はこれじゃ根本的に人性の目的の意義の哲理など深奥な題目に
なるじゃないかと、「人間」の問題を探究しているゆえ「人間探求派」とすべ
きだとしました、そこで会のなかで「人間探求派」と言うこの言葉が生まれた
のです。 

‧ 6）「プロレタリア俳句」： 
大正時代の末期から昭和時代の初期の頃、ロシアのプロレタリア文学の発

展の影響を受けて、日本においても「プロレタリア俳句」が発展しました。プ
ロレタリア派の俳誌「俳句生活」では「花鳥諷詠」は現実逃避だと否定されま
した、まさしく中国において五四新文化運動時代に、古詩の吟詠は「無病而呻
吟」（病気無くしてただうなっている）と蔑まされ、ある期間影を潜めたのと
異曲同工の感があるが，日本では伝統派は没落することなく、伝統、非伝統が
それぞれの道を歩んだのです。 

‧ 7）「戦争俳句」： 
無季俳句の盛況の様を見て、これは事態厳重だと悟った虚子は1936年、



ついに吉岡禅寺洞、日野草城、と杉田久女三名を「ホトトギス」から除名しま
した、そして一方「馬酔木」の水原秋桜子は、後にまた戻ってきて「有季定型」
を維持するのに尽力しました。そして高屋窓秋と石橋辰之助が「馬酔木」を離
れた。1937年に日中戦争が始まると、「伝統」、「新興」双方とも戦争の雰
囲気に巻き込まれて行き、戦争に関する俳句、戦争を謳う俳句が多く詠まれま
した、一方反戦の俳句もありました、これが所謂の「戦争俳句」であります。
こう言うことは古今中外いつもあることであり、また必ずあることでもあり、
人性、政治、心理戦の常套手段で、ただ証拠のため取りだすのは必要性はある
が、特に取り立てて大げさに吹聴するのは、とやかく言われる口実になりかね
ません。中国の文化革命時期における文人の命運を例えに取れば、枚挙に暇が
ないでしよう。十三億の人口の中で一人でも反抗した人がいたであろうか、こ
う言うと酷過ぎやしないか、誰一人反抗する能力がないのだと言うべきです、
それで中国人を責められようか、答えは「否」、古今中外こういう成り行きは
極めて人性にそぐう成り行きであり、皆この様であり、よく理解できる筈。問
題は事が過ぎた後、ただ一人巴金だけが具体的な懺悔をし、良心的な発言をし
たことです。1978年12月から1986年7月にかけて、巴金はまる七年の時間を
費やして終に五巻四十余万字の巨著で以って人達にこの時代の真実を言う大
著を奉げたということです、この著作には一人の老人の晩年の真実なる思想と
感情が滲み出ています、中国の一人の知識分子の四十年に及ぶ心の歩み－「懺
悔録」－《随想録》なのだ、だがその起因たる元凶はいまだに神として祭られ、
祭壇の上から意気軒昂として人類を見下しているのだ、この人類の世紀の大悲
劇にはまだ終止符が打たれていないのです。 

日本の俳句界も戦争期間において人性の当然なる命運に遭っている。言論
自由の圧迫、特務工作員による拘束、「新興俳句運動」の主だった俳人の多く
が逮捕され、俳誌も取締りを受けました、例えば：「京大俳句」、「土上」、
「句と評論（廣場）」、「天香」、「俳句生活」等の俳句雑誌、また檢舉され
た俳人には：平畑靜塔、井上白文地、仁智栄坊、石橋辰之助、渡辺白泉、西東
三鬼、嶋田青峰、古家榧夫、東京三（秋元不死男）、藤田初巳、細谷源二、栗
林一石路、橋本夢道などがいました。 

ここに至って二十世紀前半の俳句改革運動は戦争によって潰され終わり
を告げました、しかし「新興俳句運動」は「俳句」の地位を高くし、いつまで



も「花鳥諷詠」の小さな枠組みのなかに閉じ困ることなく、「俳句」を西洋近
代詩の詩型に負けない文学地位まで引き上げたのでした。 

戦争の混乱時期を経た後、戦後一年京大フランス文学科教授桑原武夫の
「俳句第二芸術論」騒動が起きました、桑原が言うには俳句は芸術じゃなくて
一種の芸事の類であると、かれは俳句作家の価値は作品の優劣でなく、弟子の
数の多少、主宰する俳誌の発行部数の多寡を基準とし、俳句は花道と同じくお
稽古事だ、ゆえに俳句の芸術地位を否定し、第二芸術だと貶めました。このこ
とは当時の俳句界に相当な衝撃を与えたようだ、がある人は当時の俳句界の反
撃が弱すぎたのではないか、またあるものは確かに反撃はあったと、いろいろ
な批評があるが、筆者の知識では評論する能力はなく、ただ確かなことは俳句
界を打ちのめす力はなかったと。 

‧ 8）「根源俳句」： 
山口誓子は1935年に「ホトトギス」から脱退後、水原秋桜子の「馬酔木」

に参加したが、1948年また「馬酔木」を離れた、その後「新興俳句」派の西
東三鬼、秋元不死男、平畑静塔（1905-1997）、高屋窓秋、三谷昭及び弟子
の橋本多佳子、榎本冬一郎（1907-1997）らの推挙によって俳誌「天狼」を
創刊した。他に永田耕衣（1900-1997）、横山白虹、神田秀夫（1913-1993）、
佐藤鬼房（1919-2002）、沢木欣一（1919-2001）らの俳人たちも参加した。
山口誓子が創刊号で俳句の「根源」を探求すべきだという一文を載せたので「根
源俳句」が「天狼」のレッテルに成ってしまいました、そして多数の同人もあ
らゆる角度から俳句の根源のついて検討し、ある者は俳句の根源は人生の意義
を追究すべきだと、ある人は……、皆拠るところあり、永田耕衣の如くは仏教
の禅から最後に「無」に達しました、あまりにも多方面から根源を探求したた
め終に同一の結論に達するあたわづ、最後には探求しようとした「根源」その
ものが何であるかも問題になってしまいました、しかしこれ等によって俳句の
内容を深化し、また俳句の多様性が浮き彫りになりました、結局は有耶無耶の
うちに幕が閉じられたのでした。 

‧ ９）「社会性俳句」： 
戦前から俳句は社会背景を主体とした社会性特徴があるべきだという言

論がありました。どの時代にもその社会特性に適合した社会性俳句があるべき
である。第二世界大戦後思想の自由が社会主義思想の展開をもたらしたのは当



然である。俳誌「風」が発刊された後沢木欣一らが誌上で社会主義思想を論じ
ました、そして金子兜太もそれに賛成するに至って俳句の社会主義性の論争が
盛り上がり、後左翼俳人の俳誌「俳句人」が発刊した後、労働背景を主とした
職場俳句が盛んになりました。 

‧ 10）「造型論俳句」： 
俳句の表現方式は子規の写生に始まり、客観から主観に、直叙から比喩、

直喩から暗喩、隠喩、個体から社会、吟者主体から読者主体へとうつり変り広
がって行きました。戦後に至って社会性俳句が盛んになり、1961年に金子兜
太が社会性俳句に賛成すると共に「造型論俳句」説を提唱し、詠む自己と景の
間に第二の主体をおいて俳句を作る方法を説いた。金子氏は1962年俳誌「海
程」を創刊し多くの前衛運動の俳人がその傘下に集まりました：隈治人
（1915-1990）、林田紀音夫（1924-1998）、堀葦男（1916-1993）、穴井
太（1926-1997）、稻葉直（1912-1999）、八木三日女（1924-）、阿部完市
（1928-）、島津亮（1918-2000）らである。金子氏は現在日本最大俳句組織
「現代俳句協会」のリーダー（名誉会長）であり、最近その発言はなんだか伝
統俳句に回帰する傾向がある様に聞こえる、また去年（2011）若い世代の俳
論者らの考え方では彼の「造型論」の解釈にもいろいろ異論が出ています。 

‧ 11）「芸術派俳句」： 
前衛運動の一派は「芸術のための芸術」をそのスローガンとし、言語と表

現の美を追求したため、前衛運動の「芸術派」と呼ばれました。彼らは1952
年高柳重信（1923-1983）、富沢赤黄男らを擁して俳誌「薔薇」を創刊し、
三橋鷹女、赤尾兜子（1925-1981）、鷲巣繁男らを傘下におさめました。「薔
薇」はその後「俳句評論」（1958）へと発展し、高屋窓秋、永田耕衣（1901-1997）、
三重敏雄、加藤郁乎（1929-）、橋閒石（1903-1992）、中村苑子（1913-2001）、
三谷昭等が加入した。高柳重信は所謂の「多行形式」をも試みました、即ち一
行の俳句形式を四行表記式に改め言語間の響きあいを更に明確にさせようと
図ったのです。 

‧ 12）「連作俳句」： 
現在では「連作俳句」と言うのは一つの表題の下に多数の俳句があると言

う意味だけに過ぎず、一句の俳句だけで詩の内容を完全に表せない場合に使わ
れる方法であります。俳句歴史上では水原秋桜子らが創始したもので、独立し



た複数の作品間に関連または連続性があることを示しています、しかし正式の
定義に関しては季語の問題などがまだ残っており、歴史上、有名な例句はかの
日野草城の「都ホテル」での新婚初夜の俳句があるが、まだ多くの論議を残し
ています。 

‧ 13）「大衆化俳句」： 
80年代の後半に至って、日本国内の俳句熱は最頂点に至り、そしてずっ

と今まで続いています。元来俳句は老人の暇つぶしだと言われてきましたが、
ここ二、三十年らい、だんだんと若い年齢層にうつり、子供俳句までも出てき
て社会の文化活動の中でも最も重要な役割を演じています、所謂のカルチャー
センターにも俳句教室があり、毎年各団体間、各地域間でのコンテストアクテ
ィビティや賞金までも出て、即ち大衆化しいて、甚だしきは商業活動にも俳句
コンテストがあり、例を挙げるならば茶の販売業や航空サービスらの大規模な、
国際性な行事など、参加人数も数万を越えることさえあり、もう何年も続けら
れている。最も目ざましいのは毎年行われている高校生の「俳句甲子園」は野
球甲子園を真似たもので、若い俳人を多く養成して送り出しました、いま主立
って舞台の上で活動している俳句界の若者たちの多くが「俳句甲子園」の出身
者であり、故にその作品も多くが「有季定型」の伝統俳句の道ではあるが、そ
の中で「無季」や「自由律」俳句の道を模索している人達もいます。俳句の前
途は広く無限であるべきである。正式な統計数字はないが現今の三大俳句協会
に属している会員だけでも優に二万人はあると言われています、そして各結社
に属する俳誌だけでも八百余りあると言う、推して俳句吟詠者は数百万人いや
千万人を下らないとも言われています。兎も角も俳句は既に日本の国民文化活
動になっているのは事実であります。 

‧ 14）「国際化俳句」： 
百年余り前、十九世紀の終り頃、即ち明治時代の初期に、すでに外国人に

よって俳句は西洋に紹介されていました：W.G. Aston (1841-1911)、Lafcadio 
Hearn (1850-1904)、B.H. Chamberlain (1850-1935)、Paul Louis Couchoud 
(1879-1950)らである。しかし系統的に紹介されたのは、二十世紀の前半にな
ってからである：Harold Henderson (1889-1974)、R.H. Blyth (1898-1954)。
しかし国外で本格的に流行したのは二次大戦以後のことである。外国で流行し
ている俳句は、必ずしも十七音の定型や季語は厳守されておらず、三行詩の短



詩型で流行しました。当然ながら日本国内の伝統俳句の擁護者はこの様な短詩
を俳句と承認しようとはしませんでした、しかし外国ではそんなことにはかま
わず、音訳の「HAIKU」と名づけ、各々の言葉で吟詠し世界潮流として大いに
流行り、また各国でその母語での俳句団体がそれぞれ成立しています。 

  ‧ 15）「世界俳句」： 
俳句がすでに国際化した以上、各国でおのおの自国の言葉で詠まれて、明

らかに世界の俳句になったのであるから当然「世界俳句」と言われるべきで、
少しもおかしい所がありません、ではどんな制約か規制というか、そう云うも
のがあってしかるべきである。皆さん方は伝統俳句の約束については既にはっ
きりしていらしゃいます、即ち「五七五定型」、「季語」、「切れ」とすらす
らっと口から滑り出す三つの約束のほかに、「客観写生」、「花鳥諷詠」、「自
然を詠む」、「自然詠みから延伸した人事関係」などなどがある。では「伝統
俳句」の始の二字を抹消し「俳句」だけ残った場合はどうなるか、そのままの
制約で良いのかというと私の答えは「否」です。というのは一つの名詞または
語彙の意味を定義する場合、われわれは先ず包括する範囲はどうであるか、「過
去」、「現在」、「未来」また「狭義の」、「広義の」であるかと。上述の三
つの制約と言うのは、ある一人の人がその語彙を創始した初期において、その
時間点できめられたものである。ご承知の如く、一つの事項、規制が決められ
た後、時間の経過によって改変、変遷があるもので、恒久不変と言う事はあり
えません、改変するのが正常です、で当然あるべき改変は「俳句」の「広義の」
含意であります。上述の三つの制約は伝統俳句の制約であり、「俳句」の定義
は伝統俳句に続いた「俳句」の定義、形式など、さまざまな変化、変遷のすべ
て、「無季」、「自由律」、「三行詩」など、「俳句」の基本条件なる「最短」、
「詩情」、「余韻」、「読者に鑑賞の自由を与える余白がある」を満たせるな
らば当然すべて「俳句」の定義に帰納すべきであります。 

 
（五）文語、口語： 
 
早期の伝統俳句は文語で詠まれ、そしてまた長い間文語のみの詠みが認め

られました、のみならず、日本語の仮名づかいも戦後文部省により統一規制さ
れて、古い古式の仮名づかいや戦前の仮名づかいは廃止されましたが、俳句界



では戦後初期、文語及び旧仮名遣いがつづいて一時期使われました。その後だ
んだんと口語の使用も承認され、現代日本語にあらわれた外来語のカタカナつ
づり、はては日本造語のカタカナ語と新仮名遣いに変遷してゆきました。この
項目は前項、非伝統俳句の項目で提出されるべきでしたが、しかし伝統俳句の
非伝統形態、形式であるゆえ、別に一項目を立ち上げたゆえである。これまた
例え伝統俳句であっても時代の潮流の変遷に従って変らざるを得ないという
その証拠の一つであり、世界の全てが変りつつあり，文化思想も変りつつあり、
永遠に習慣伝統を墨守することが出来ないことを証明しているのです。 

 
【俳句の本質と世界俳句】： 

 
一先ず考えて見ましょう。「俳句」は詩の一種であり、世界にある多くの

詩の形式の一種であります。それならば何故多くの詩形のなかで「俳句」のみ
が全人類の人気をよんで全世界のあらゆる言語に行き渡ったのか、とどのつま
りはその短小と簡単容易に詠めるということに帰するのではないでしょうか。 

容易に詠めると言うと、実際上小学生でも詠んでいるのです、ただ内容に
に浅いと深い、簡単と深奥の差があるのみではないでしょうか。形式上多くの
繁雑な規制がなく、小学生でも最も簡単な語彙や語句を使って日常生活で見た
または出会ったことを詠めばよく、大人ならばそれぞれの人生経験および個人
の天性の感性敏度によって、それぞれ深奥度の違う俳句を詠むまたは鑑賞でき
るのではないでしょうか。 

中国を例にとって見ましょう。中国では五四新文化運動の後、白話文運動
により難解な古詩は白話詩と自由律詩に席を譲らざるをえず、白話詩と自由律
詩は全国民の人気を得て長い間国中を席捲し、文学界に君臨しましたが、幾十
年もたつと終に口語自由律詩詩人の飛躍式感性と連想力は却って一般の人達
の理解力と相容れず、だんだんと興味と信頼を失い、詩吟は一般大衆から益々
離れてゆき、終には一般社会から失落する羽目になりました。飛躍式感性、思
惟は感性に富む詩人の特性ですが、必ずしも一般大衆には受け入れらません、
それゆえ、一般大衆にすれば即物性、即景性てき直接感性と直叙的叙景、叙事
或いは抒情のほうが適合しているようです、この思惟は俳句の吟詠にも当ては
まるものと思います。それゆえ、例え自由律の開放性俳句にしても、もし過分



に飛躍性、高度感性の作品を追求するときは、詩人特殊感性を有する一部分の
人達の特権にして、一般大衆の同感をうることは難しく、結局は少数の特殊感
性所有者のペットにしかなりかねません。 

さて、本題に戻りましょう。以上の説明から、みんなお分かりの如く、「俳
句」の始祖は「連句」であり、そして「俳句」という名はいまから約百年余り
前、明治時代の中期に、俳聖子規によって命名規制され、その原形は三百年余
り前にやはり俳聖と呼ばれる芭蕉によって作られましたが、芭蕉は命名をしま
せんでした。 

故に、子規を俳句の始祖とする大多数の俳句作家（俳人）は子規の制約規
制を作品の金科玉条とみなし、五七五定型、季語、切れ字は伝統俳句の聖典と
なりました。日本において伝統俳句の断固たる擁護者の認知では、もしこの三
つの制約に沿わない場合、たとえ一つだけでも、そして日本語で詠まれみんな
から「名句」、「秀句」と言われる句でも、「俳句」とは認められないことがあ
ります。 

というのは、日本の俳句界においては高浜虚子が子規以後の俳句界の覇権
を握って、《季題中心主義》、《客観写生》、《花鳥諷詠》なる呪縛を形成してか
ら、上述の三つの制約に加えるにこれら虚子による「客観写生、花鳥諷詠」が
俳句吟詠の制約規制になり、ずっと今日まで覇を称する現在、我々をして他の
言語による俳句の吟詠の可能性について懐疑せざるを得なくなりました。 

しかし、外国語を使用しての俳句吟詠も確かに世界文学界と詩歌界に盛ん
に行われてもう百年余りになります、そしてアメリカの小学校の教科書にも英
語俳句（HAIKU）が教えられている現状において、俳句の創始国である日本で、
まだこの民族文化の光栄を拒否し、あくまで日本の伝統俳句でなくては俳句で
ないことに拘泥するのには本当に首を傾げざるを得ません。 

しかし、われわれはこのような束縛はみな「人為」であり、改変あるいは
蛻変できる状況下において、「世界俳句」を「俳句」の外に排斥することに甘
んじていられますか？それに一歩進んでこれ等の発展状況は当時の子規が予
期しなかったのか、出来なかったかのであれば、われわれもまたこのような結
果は確かに子規が企てた改革の本当の意図展望だったのか疑わざるを得ませ
ん。伝統俳句の観念は絶対に国際化した俳句《俳句＝三行詩》の事実と共存共
栄出来ないものでしょうか？私が思うに、もし子規が不幸にしてあまりにも短



命でなかったならば、子規の聡穎そして革新に満ちた個性で以ってして、誰が
子規が絶対にその三つの制約を堅守して敢えて改変をしないと主張するだろ
うと言いうるか？ 

最近、また今泉恂之介がその新書《子規は何を葬ったのか》（2011.9）に
て「子規は蕪村、一茶の後、江戸時代後期から明治時代の中期まで一人として
出来の良い俳人がいなかった、そしてこの期間の俳句作品は皆〈月並み、陳腐〉
である」という言分は間違いであると指摘しています。かれはこの期間におけ
る幾人かの名俳人の優秀作品を例に取り出して子規のような俳聖までがこの
ような間違いを犯すと言う事実を提起した。またその後、市川一夫が 1975 年
にその著作《近代俳句の曙》のなかでも上述の事実を既に挙げたが、かれが無
季、自由律と口語俳句を主張したため、伝統派時代の大環境のもとで排斥され
て顧みられなかった経過から、我らは習慣の墨守が醸し出す不幸を認めざるを
得ません。ほかにも子規の所謂の「月並、陳腐」の俳句は真実そんなにだめな
のか改めて再検討する必要があるという者も出てきています。今にして今年
（2011 年）のノーベル文学賞を受けたトーマス‧トランストローマが良くす
る短詩が HAIKU であると知る時、われらの感想はまたどうなのか？ 

ここにおいて、冷静に落ち着いて「俳句」の起源、本質、変遷史に関して
思索するとき、ひょっとしたら俳句全般の情勢の理解にヘルプするところがあ
るかもしれません。 

考えて見ましょう、「俳句」の定義はなんでしょうか？一：「俳句」はあら
ゆる世界の言葉の中で一番短い詩で、二：「俳句」の本質は出来るだけ短い語
彙で瞬間の感動を詠みだす、三：「俳句」が詩の一種と言うならば当然音楽性
があるべきで、でないとどうして散文と区別できようぞ？四：「俳句」は余韻
を残して読者をして余韻嫋嫋の詩境下に陶酔させ、また余白を残して読者本人
に自分の詩情、詩境の中で徘徊享受させるものなりと。 

さて、第一項は無理難題を押し付けなければ争議はない筈、第二項も反対
する者はいないでしょう、で第三項になると問題を持ち出す者が出て来るでし
ょう。 

音楽性という以上、リズム、押韻、耳に楽しい、口ずさみ易い等いろいろ
問題があります。日本語は平板で、音音の長さが等しい即ち等時性言語であり、
中国語にある「韻律」や「声調」がなく、また西洋語にあるアクセントのリズ



ムがありません。その上、日本語のリズムの数え方は音韻学上西洋諸国の音節
（syllable）とは少し違って、拍（短音節；モーラ；mora）で表わします。モ
ーラとシラブルは似ていますが同じでなく、拍で数えるのです。日本語の仮名
音一つで一拍、そして五と七拍を以って最も語呂がよく、耳を楽しませる拍と
なります、これは丁度唐詩の五言、七言の音節とリズムが一致します、七はま
た三と四拍に分けられます、それで俳句は「五七五」十七拍、短歌は「五七五
七七」三十一拍を以ってその基本リズムとするのが理解できます。ほかに日本
語では促音、長音がありこれ等は二拍と数えます、まだ拗音がありこれは一拍
で,「撥音」(syllabic nasal)は一拍と数えます、それゆえ日本語は音節でなく、
拍(mora; モーラ；短音節)に準ずるのが妥当で、そこで初めて口ずさみ易く、
耳に楽しい日本語のリズムに近づき得るのです。その上日本と中国の詩歌には、
それぞれの句または詩そのものに独特の韻律－「内在律」があるゆえ、あまり
外在律に拘る必要がありません。 

その実、私は「俳句」であろうが、中国の「詩詞」あろうが、読んで詰屈
聱牙でない限り、それ自身の内在律がある以上、音楽性があるものであると思
います、そして押韻、対応があれば尚更のこと、「過度の複雑」なる平仄の規
制は一般大衆を門外払いする可能性のおそれがあると思います。「平仄」を区
別することは漢語を母語とする人達にとっては大して困難なことではありま
せんが、あまりにも複雑な「平仄」の規制は簡単な「詰屈聱牙でなくすらすら
読み易い」ことに比べればどれだけの音楽性があるものか少し疑問に思います。 

上述の伝統俳句に関する三つの制約については、五七五定型は音楽性リズ
ムの問題であり、外国語にあってはその音楽性が日本語の音楽性と完全に一致
するとは限らず、各言語には必ず各言語の耳を楽しませるリズムや音楽性があ
るものであり、各言語の耳を楽しませるリズムや音楽性に合えばそれで良いの
です。 

「季語」に関しては、既に多くの文献で討論されており、日本の最北端の
北海道から九州の鹿児島、さらに沖縄列島に至っては、その気候と動植物の種
類習性の異なることはいまさら言うに及ばず、だからと言って日本の標準語を
統一したときに倣って、むりに東京に適する季語を標準とする規定を決めるこ
とも不可能である。まして、世界各地の気候は全く異なり、寒帯、温帯、亜熱
帯、熱帯地区の気候、大自然現象、事物、皆徹底的に違うものにして、伝統の



制約をそのまま受け入れることは不可能であります。「季語」は元々「俳句」
の先祖の「連句」の「発句」の挨拶語でありました。日本人は出会った場合或
いは手紙の始に必ずと言って良いほど季節の挨拶から始めます、これは日本人
の民族習慣ですが、同じ挨拶語でも英語では違って「How do you do?」、「How 
are you?」となり、中国では「你好？」（ご機嫌いかが？）、そしてこの「你好？」
も新時代の造語であり、一昔前まではありませんでした、台湾では「吃飽未？」
（食事は済みましたか？）が日常出会った時の挨拶の言葉です。それゆえ日本
の俳句で季語を必要とすることは理解できますが、外国人においては、生活習
慣が違い、理解或いは会得するのに困難を感じます、しかし地方性の季語もそ
の存在性の当然性または必要性があるゆえ、その地方に限って会得享受するの
も受け入れられることです。 

「切れ」は文章の段落を示し、日本語語法の表示法である。各言語には各
言語の文章の段落を表わす方法があります、ゆえにそれぞれの各言語の文章の
段落を示す方法を使えば良いのであるから問題にはならないでしょう。 

《季題中心主義》、《客観写生》、《花鳥諷詠》などの束縛にいたってはある
一人の人による主張或いは制約であるゆえ、これによって「俳句」全体の発展
に制限を加えることは出来ず、いかなる事或いは物には創始と発展があるのと
同様にある一人の主張によっていかなること、物の発展を制限または阻止する
ことは出来ません、それは小さな範囲に局限する内輪の規定であり、同じよう
に「俳句」のいかなる制限もそれはある派別の内の発展に限られ、やはり内輪
の規定の一つであり、ゆえにそれを以って「俳句」全体の発展を制限すること
は出来ません。 

「余韻」、「余白」は「俳句」の特性の一つであり、特に「余白」はそうで
ある。「俳句」はこれ以上短くすることが出来ない短い詩である、そして十七
音の中で詩情の全体を完全に読み終える事は出来ない、ゆえに余白を残して読
者自身に想像させ完全にまで補わせる、これが俳句独特の特性であり、読者を
して自己の経験及び詩情により各自ひたすらに自由に味わい享受することが
出来る、それが「俳句」の詩情と鑑賞は人によりそれぞれ異なる由縁でありま
す。これは他の詩型では見られない俳句の特性であり、俳句の俳句たる由縁で
もあります。 



我々は「伝統俳句」の制約規制も尊重します、といってそれで俳句界全体
の発展を制限することは出来ません、で俳句の本質に符合する限り「俳句」で
あり、如何なる方式或いは言語を使ってもかまいません。それゆえ如何なる言
語においても、最短で、それ以上凝縮することが出来ないまで短く、そして瞬
間の感動を反応し、余白を残して読者をして随意に自己鑑賞でき、主観、客観、
大自然を詠むか、人事、社会性の詩吟でもみな「俳句」であります。故に各言
語には各言語の俳句形式があり、例えば日本の「五七五」、表音文字の「三行
詩」、漢語の「漢語俳句」など。 

ここ百年来の日本の俳句史の変遷を見るに、最も主要の「定型、有季」の
二項目中、五七五は自由律に向って発展したが、しかし俳句はつまるところ詩
の一種であるゆえ、そして定型は詩歌リズムの最も基本なる項目であり、その
上五七五調はまた日本語の最も耳を楽しませてくれる語調リズムであるゆえ，
例え自由律方向に発展するとも、まだずっと保持できて改変することがありま
せんでした。季語に至っては俳句創始の特殊基本要項であるが、決して絶対に
無くてはならないものではなく、それゆえ無季でもかまわないという思惟もあ
ります。別に俳句と川柳を一つにあわせて「俳柳」或いは「柳俳」、あるいは
もっとはっきりと「五七五定型」に向う傾向もあります。 

で、漢俳に関しましては、私は前に「漢俳」は「俳句」ではないと申し上
げました、その理由は、ただ日本伝統俳句の五七五定型に合わせるために、日
本語と漢語の一音節に含まれる情報量が全く違うことを考慮せず、終には俳句
の短小なる事をおろそかにし、凝縮が足りなくなり、結果としては一種の新型
の詩詞（中国詩）としか言えず、現代中国詩詞の一種であり、その理由は後述
します。 

以上の考えを総括しますと、「俳句」は各種言語での最短にしてこれ以上
凝縮出来ない、そして余白を読者に残して自己鑑賞させる詩であり、如何なる
言語を使用しても吟詠でき、そして各言語はそれぞれの独特の句型を有する：
「三行詩」、「漢語俳句」など。その内容については主観客観、自然写生、社会
人事、論理、倫理など人類生活に出会う一切の事物人情であると。 

「俳句」と言う名詞は日本語俳句に残して尊重を表わし、且つ「伝統」、
「無季」、「自由律」、「社会性」、「人間探求性」、「俳柳」など異なる形式を一纏
めに皆ひっくるめて包括し、そして「伝統俳句」はもっぱら虚子の三制約を守



る俳句に残し、「俳句」項目の下の層の次項目であり、「無季」、「自由律」、「人
間探求性」、「俳柳」と同じレベルのクラスに属するのです。 

つづいて、俳句の日本国内での詳細及びその発展の状況についてお話させ
て頂きます、それでもっと俳句に関して理解を深める事が出きる筈です。 

では、先ず日本俳句界の状況について見てみましょう。日本の現在の俳句
人口はどうかと問われますと、ある人は一千万と言い、ある者は百万と答えま
す、元々正式の統計はございませんが、一般大衆に俳句が流行っているのは否
めません。その昔、俳句はリタイアした人達あるいは老人の暇つぶしの行為と
見られていました、しかしここ数十年来、老若男女を問わず皆俳句をやってい
ます。社会の至る所に俳句集会や団体があり、小学、中学、高等学校にも、み
な俳句のクラスがあり、いつもコンテストが行われており、このほかにも、こ
こ数年来情報技術（IT）の普遍化によりインタネット俳句会などのアクティビ
テイも新しく興りました。 

日本では、社会での俳句団体の集会は「結社」と呼ばれています。これ等
結社のうちで一部のものは濃い伝統色彩を帯びており、あるいは夫婦、親子、
あるいは師弟相続の世襲の傾向があり、そしておおむね上述の三制約を墨守す
る伝統俳句結社であります。当然伝統俳句でない結社も多くあります。一方俳
句結社の俳人たちが詠む俳句作品の内容を詳細によく見ると、半分以上の句は
季語、定型、切れの三要件を考慮にはいれてはいるが、経験の長い同人たちが
句会の「披講」で専心するのは、上五、中七、下五の定型を数え、破調とか季
語があるかないとかばかりで、だれひとり客観写生については気にせず、そし
て殆どの句は主観の感動を詠んでいる句で、必ずしも純粋の自然などは描写し
ておらず、全く完全に伝統俳句の客観写生の主張からは遠い句ばかりです。私
が言いたいのは主観の俳句がいけないのではなくて、口では伝統俳句を口癖の
ように言いながら、実際にはそうでないといいたい事実だけです。 

視界を広げて近頃発表された若い人達の俳句集を見てみましょう、そして
一歩進んでネット上の俳句を。多くの作品はたいてい三要件を固守してはいる
ものの、主観的感動を詠んだ句が多く、また所謂の自由律あるいは無季の句も
少なからず見られます、かつすぐには理解できない句もあり、所謂の難解の句
です。ただ結社の俳歴の長い老俳人が、彼らが読んで判らない句は俳句でない
と言う考えを通そうとすることが、若い人をして句会に近づくのを躊躇する原



因になっているのです。 
もし必ず「定型」、「季語」の約束を守らなければならないと言うならば、

石倉氏のブログで子規の《俳句分類》の内容についての記載を見れば：「子規
は江戸時代の俳諧十二万句を分類して甲乙丙丁四類に分けた、甲類は季語で分
類したもので一番多い、その中で興味を感じたのは、子規は十八字の句を『字
余り』とはせず、別の一形式とし、『三三七五』形式の句として記録した」と
あります。子規が字余り、字足らずを重視して問題としない以上、石倉氏は言
う：「それならば誰が字余り、『破調』を問題としたか疑問が出て来る」と、石
倉氏また言う：「もし甲類だけに着眼するならば虚子の有季定型であり、乙類
と丙類に着眼するならば、碧梧桐の無季自由律が見えてくる、これ等の自由律
俳句は子規の分類によるならば、句読によって各々の形式がある、これより子
規の認識には明らかに無季、自由律が存在するのである」と。 

伝統俳句結社のさまざまな習慣については、十何年も前にもう既にネット
上で論客中川広らの問責や酷評が見受けられます、そしてこれ等結社を花道や
茶道の技に喩えて、文学的本質が無いものと批評しています。中川氏の虚子に
対する批評はまだもう一歩突っ込んだ多元的検討の必要があるにしても、彼が
言う結社の内輪事情は実際に多くの人が感ずることで、考えるべきであると思
います。また虚子の「客観写生」の主張については、秋尾敏氏、石倉秀樹氏ら
もそれは虚子の真意ではないという説もあります。 

また、俳句は第一大戦後にすでに西洋各国に伝わっていて、二次大戦後に
歩みを速めて各言語の中に展開していきました。と同時に日本国内でも継続し
て変遷していきました。実際に日本俳句史を詳しく読んでいけば分かることで
ありますが、これ等の変遷は俳聖子規が百年余年前俳句の定義を規範したあと
直ぐに始まっていたのであり、ただいつも俳壇上を一時賑やかに騒がすのみで
過ぎさっていったのであります。 

顧みるに、俳句界の多くの名家が残した、社会から認められた所謂の名句、
秀句のなかで、多くの句が所謂の伝統俳句の句に符合していないのに誰が注意
を払っただろうか。近来非伝統の傾向がまた若い人たちの参加によって新しい
空間を開拓しつつあり、ただ伝統俳句結社の重々たる環視下において、速度は
遅いがすこしづつ進んでいます。しかし、ネットが普遍した後、情報の来源が
豊富になり、知識の伝達が加速し、そのうえ夏石番矢らのグループがすでに俳



句を世界各国に開拓することに成功し、国際性組織の「世界俳句協会」（World 
Haiku Association; WHA; 2000 年）を立ち上げ、ウエブサイトもあり、日
本と世界各地で定期俳句大会を開き、二年に一回世界各国で開催され、2011
年九月には東京で第二回東京詩歌祭と合併して第六回大会を開催しました。
311 東日本大震災と福島原発事件の影響にもかかわらず、三十六ヶ国及び地方
の詩人たちが参加しました。 

その協会は毎年「世界俳句」会誌を一冊出版しており、いままでに既に八
冊出版され、『世界俳句 2011 第７号』（World Haiku 2011 No.7）では、総ペ
ージ 240 ページ、全世界の 41 国家及び地域の 181 名の詩人の 522 句の俳句、
7 国 15 名の俳画、6 篇の俳論、24 句の児童俳句が載せられており、また特筆
すべきことは掲載の俳句の毎一句は作者の母語、英語と日本語訳が専門家によ
って翻訳されており、載せられている言語は：日本語、英語、中国語、台湾語、
ドイツ語、フランス語、リトアニア語、イタリア語、スラブ語、ロシア語、モ
ンゴル語，ポルトガル語、インド語、クロアチア語、ルーマニア語、ハンガリ
ー語、……などである。『2012 年第 8 号』の内容は総ページ 227 ページ、37
国家、151 名の詩人の総数 445 句の俳句、俳画８ヶ国 15 名、俳論６篇、その
ほかにニュージランドと日本の児童俳句が載っている、2011 年と同じく全俳
句、母語、日本語、英語併記の方式で印刷されています。 

このほかにも、「国際俳句交流協会」の組織が日本三大俳句組織、「現代俳
句協会」、「俳人協会」、「日本伝統俳句協会」の支援の下に 1989 年に成立され、
国内外俳句界の交流の窓口として、また三協会の交流場所として存在し、その
ウエブサイトは「HIA; Haiku International Association」であります。 

世界俳句界、日本も含めて、ではすでに伝統俳句の三つの制約、季語、五
七五音節、切れ及び客観写生などに拘泥せず、俳句の本質の短小と余白を残す
に重点を置き、結社主宰が盆栽をいじる様に恣意に文字言葉をもてあそぶを
（中川氏の文言引用）良しとせず進み歩んでいるが、しかし日本国内外ではい
まだ一部分の人達、特に高年齢者が俳句界の時代の変遷の歩みについていけず、
いまだに古い習慣を固守し続けている。 

しかし、俳句が「HAIKU」という名で以って世界文壇に認められてから早
や百年余りがたちました、この事実の存在がこれらの守旧グループの思惟との
間に矛盾あるいは理解しにくい所があるのだろうか、皆で共に思考するに値す



ると思います。「俳句」、「HAIKU」の本質とは？そして「漢字文化圏」内にお
ける「漢語/漢字俳句」の位置づけはどうであるべきか？またその範囲は？ 

それはそうとしばらく捨て置き、私が思うに、いまさら俳句を詩と否定す
る人はないでしょう。しかし少し前（1946）桑原武夫が俳句を「第二芸術」
と批評した時、一時騒動を引き起こしました。記述によると、当時の俳句界の
大物に、過激なまたは何の反撃もなかったと言う、いろんな違う噂が流れまし
た。それは兎も角として、少なくとも六十余年後の今までその余波が続いてい
ます。しばらく桑原氏の第二芸術論の是非はさておき、一部の結社の主宰者が
師匠の絶対性権威と流派の独裁専制的言葉の弄びがいまだ続いている事実が
問題であるようです。 

で、「俳句」と「川柳」の関係はまたどうでしょう？山本健吉が「俳句と
は？（角川文庫）」の中でこう書いています：俳句の本質は「挨拶、滑稽，即
興」であると、しかし現今の俳句選集の中には子規、虚子らの詠んだ滑稽性俳
句が見られないと。滑稽はいつの間にか川柳の縄張りに入れられた様です。そ
れはそうと、人生全部の感動を詠む以上、俳句と川柳を区別する必要があるの
だろうか？極端な風刺、穿ちの川柳はさておき、俳句に似た川柳、川柳のよう
な俳句も詠まれている現今、いまさら俳句とか川柳とか、区別する必要がある
のであろうか？また「即興」に至っては直ぐにでも俳句の「瞬間の感動」の本
質を思い出す、さすれば結社の師匠や先輩たちはまだ盆栽を弄ぶように言葉を
いじくりまわす必要があるのだろうか？何の意味があるのだろうか？しかし、
このような事態はその内に自然と消失するだろうから我々が心配する必要は
ないでしょう。 

鷹羽狩行は日本で作られた俳句以外の俳句を「海外俳句」－海外旅行また
は海外での吟行での俳句、「在外吟」－外国駐在時に詠んだ俳句、「海外ハイク」
－外国人がその母語で詠んだ俳句、さらに言葉によって「英俳」、「漢俳」など
に区別しているが、こんな必要があるのだろうか？ 

いま、私はただ百年の時間を経てまさに「世界俳句」にならんとしている、
いや、もう「世界俳句」になっている俳句を考えるとき、それでは何が「世界
俳句」なのか？と。 

所謂「世界俳句」とは、各種の言語を使って、上述の要件に即して詠まれ
た短詩である。 



外国人が日本に源を発する俳句の本質は?と問うとき、日本の俳人の答え
はいつも「俳句」＝「伝統俳句」を以ってし、「季語」のない、また「客観写
生」でない俳句は俳句であるとは認めません。この二つの条件は外国人にとっ
ては理解に苦しむもので、必須の条件とは認めません。そして今では日本にお
いても同じ考え方を持つ人も少なくありません。 

事実は、芭蕉以降、「俳句」の名付け親の子規及びその弟子たち、昭和初
期、二次大戦中の新興俳句の作者、戦後の昭和後期、現在平成年代の多くの俳
人たちが少なくない「非定型」、「無季」また「客観写生」でなく「人情義理」
を詠んだ名句、秀句を残しており、ましてや「客観写生」を提唱した虚子まで
が彼の所謂の「客観写生」は俳句を一般庶民に広めるための方便の策略で、そ
の本心，本意ではないと研究者から言われています。この言分の信憑性は彼が
「第二芸術論」の論戦の四年後残したかの有名な論理の一句：「去年今年貫く
棒の如きもの」でも証明されます。市井で「伝統俳句」を抱擁する俳句の師匠、
主宰たちよ、本当に俳句の本質を了解しいるのだろうか？ 

「和歌」でなくまた「連歌」でもなく「俳句」が世界に受け入れられたの
には必ずその理由がある筈。私は多くの俳句の師匠たちが知らず知らずの内に，
子規後の名の知れた俳人のように、多くの無季あるいは論理の名句、秀句を詠
んでいる筈だと信じています。 

俳句は本質上水墨画の余白を残すものであり、また鈴木大拙の言う禅の思
考もある点において必要があるかと思います。正直のところこの二つの要素が
俳句をして世界中に広まらせた重要な原因かも知りません？視覚の感動は確
かに哲学の思考まで飛躍します、ではその他の感覚感動ではだめでしょうか？
吟じて余白を残す、読者に彼らのみが自己の経験から得ることしか出来ない感
動に符合する自己の感動に陶酔する、これまさに一石二鳥、いや三鳥、五鳥、
ないし百鳥など異なる感動ではなでしょうか？吟ずる者の感動と読者の感動
は必ずしも同じではない、これで良いのじゃないのではありませんか？ 

人にはそれぞれ異なる人生経験がある、ある人が経験したことと同じ経験
を他人がするとは限らない、だからある人が詠んだ俳句を他人が理解出来ると
は限らない。ことに特殊感覚を有する人あるいは特別の経験を有する人の感動
は、他人には理解できないものである。それゆえ確かな根拠がない限り、他人
の俳句や詩詞を批評してはならないとともに、他人の批評、師匠の批評あるい



はその添削までも、基本の事項以外は気にすることはないとおもいます。 
よくある事ですが、俳句歴三、四十年の方が、ただ句会での得点数が低い

と言うだけのことで萎れかえっているのを見るが、私はそんな必要はないと思
います。例えばテレビの俳句番組で主宰が違えば選句の方法や根拠着眼点も違
う、ある主宰が選ぶ秀句を別の主宰はそうとは思わない、正直で率直な主宰は
言うのだ、ある主宰は私が選ぶこの句は選ばないだろうと。 

台湾で日本語俳句会を維持して、ある程度規模があるのはただ黄霊芝氏の
「台北俳句会」のみであり、去年四十周年を迎えました、その他にも二、三規
模の小さい集まりあるいは日本の俳句会の分会みたいなのがあります。黄氏ご
本人は芸術、文学の天才であるのは言うに及ばず、その五十余年の日本語俳句
の才識でもって毎月門下の弟子たちの作品に対する詳細を極めた批評と修飾
は当然一般の師匠たちの及ぶところにあらず、弟子たちも得る所少なからずと
言うべきです。黄氏は伝統俳句派で、その句評の拠りどころは当然伝統派その
ものである。しかし彼は結社の優欠点を良く知っており、弟子たちの人間性、
習性もよく了解しており、例えば弟子の中で結社の発行物上の姓名の序列に関
して俳歴の順序にとの意見があった場合、かれは表向きには目立たない適宜な
調整をしている。また最近ある日本人会の会誌が毎月俳句を十句を推薦するよ
う要求があったとき、彼は弟子たちに疑問を提出した：「1．誰が選句するのか？
2.どの句を選ぶか？と。と言うのは 1.と 2．によって問題が発生するのだ。選
句する人が違うことによって、選ぶ句も違う、選者には選者個人の主張がある
ゆえ、同一人が選んだ場合選句の作者は限られた幾人かになる、それゆえ外の
人から見れば台北俳句会はこれぐらいの人数しかいないと思われる可能性が
ある、もし『高点句』を選んだ場合、『高点句』はただその句の人気があるの
みを意味し、決して良い句を代表してはいない、さすればその会誌の人達は台
北俳句会の会員の程度はこれ位ものかと早合点ししまう可能性がある、たとえ
ば選ばれた大統領からその国の国民の水準がわかるのと同じことだと」、黄氏
が提出した疑問から、黄氏は文学、芸術の天才があるのみでなくよく社会一般、
結社、人間性を熟知していることを知る。私も若い人たちや、初学者にあまり
何人の会員が自分の句を選んだか気にする必要はないと、あなたの句が「曲高
和寡」だからかもしれないという。初めて句会に参加する人は自信があるとき
は気がひける必要はない、ゆっくり他人の句を観察すればだんだんと句の良し



悪しが分かってきて、自然と良い句が詠める様になると。俳歴が長いと言うて
も必ずしも良い句が作れるとは限らない、永遠に「食古不化」で起点に立って
いるのを自分で感じないのがよくあるのだと。 

「俳句の瞬間」、「瞬間的感動」これ等を最短の音節で表現するのが俳句の
本質であり、「有季」に固執するより大事である。「有季」の本来の目的は短い
季語でもって多くの意味を含蓄するにある、それゆえもし季語と同じ効能の代
わりになるキーワード（keyword）がある時は、季語の必要はなくなり得るも
のであるが、しかしあっても少しも邪魔にはならない、しかも一種の特殊状況
（類型）の俳句である。また石倉氏が言うように、もし世界俳句の発展に貢献
したのが芭蕉、蕪村、一茶ら各人の個性であり絶対に俳句の季語や五七五でな
い時は、なおさら季語や五七五を堅持する必要があるであろうか、考慮に値す
るものである。 

世界の俳人はお互いの異質の中に同質性を求めている、そうしてある同質
の要素を探し当てた、ゆえに全世界において俳句にたいして手放しえない感情
を産生したのである。これと相対するに一部の日本の俳人たちは人をして結社
の中に蹲って、永遠に同じ言葉を弄ぶ遊戯に耽っているとしか思われません。 

以上、俳句に関しての現況と疑問点を提出しました。これ等の問題を解決
しない限り、日本の俳句は永遠に現時点に留まり、世界の俳句も原点で足踏み
をするばかりのみである。既に皆が世界中で、同じくない各言語で俳句を吟詠
しいるからには、そこに何か同質性がある筈、もう既存の俳句の定義に縛られ
ずに、我々が一緒に共同して俳句の本質から、またその各言語から受け入れら
れた事実の由縁より世界俳句の定義を探し出そうではありませんか。 

俳句は日本に起源している、俳句の本質について日本人は積極的に探求す
る責任があるとともに、それを大事にしなくてはならない。 

【日本の俳句団体】 
日本の全国性俳句団体は三つある、「現代俳句協会」、「俳人協会」と「日

本伝統俳句協会」である。そのなかで「現代俳句協会」は最も歴史が長く一番
大きい。戦後 1947 年石田波郷、神田秀夫と西東三鬼らを中心に創立された、
「俳句芸術」の俳誌あり。創立当時は会員 38 名のみであって、入会するのも
容易くなかったが。現在は会員 10000 名余りあり、会長は宇多喜代子、名誉
会長に金子兜太、現在月刊会誌「現代俳句」を発行している。また現代俳句大



賞、現代俳句協会賞、現代俳句新人賞、現代俳句評論賞などの各賞を出してい
る。 

1961 年に伝統派と改革派との間に争議が発生し、当時の幹事長中村草田
男が伝統派を引き連れて脱退し、べつに「有季定型」を主張する「俳人協会」
を設立したが、後に残った伝統派に加わるに無季派と自由律派らが集まって総
合俳句団体を成立し、共同努力して会務を経営し今に至った。後に 1987 年に
また両会と距離を保っていた虚子の「ホトトギス」系の人達が別に「日本伝統
俳句協会」を設立し、虚子の「花鳥諷詠」を受け継ぎ、ここに日本の三大俳句
団体が鼎立し今に至った。 

「現代俳句協会」：http://www.gendaihaiku.gr.jp/index.shtml  
「俳人協会」：http://www.haijinkyokai.jp/  
「日本伝統俳句協会」：http://www.haiku.jp/index.asp  

 
【漢字/漢語俳句】 

（本文の内容の大部分は前出《漢字∕漢語俳句》と重複していますが、少しではあるが新

しい思惟もありますので、原文のまま残しておくことにしました。） 

 
続いて今日の第二の題目、「漢字/漢語俳句」の問題に入ります。 
アルフアベットなどの表音文字で表記される西欧諸国の言葉の HAIKU が

突き当たる壁や疑問とはまた異なる問題が、漢字文化圏内の言葉で詠む俳句
（広義の）では出会います。 

俳句の基本は十七音節で一章となる短い詩です。漢字文化圏では言葉の表
記に同じ漢字を使いますが、言葉によって発音も意味も違うとともに、ここ六
十年来、同じ意味を表わす漢字の形（書き方）も違ってしまいました。 

漢字の代表である中国の普通話を例に取ってみましょう。 
まず俳句の一番基本になる音節に就いてみると、普通話では漢字一字は皆

一音節ですが、日本語では多音節になっています。たとえば中国普通話では「我」
の字は一音節で「ウオー」と発音しますが、日本語では「ワレ」と二音節にな
ります。そのうえ普通話の「我」の意味は日本語では「私」の意味で、「ワタ
クシ」と四音節になります。 

俳句で「私」を表現する場合、日本語の四音節は普通話では一音節ですむ

http://www.gendaihaiku.gr.jp/index.shtml
http://www.haijinkyokai.jp/
http://www.haiku.jp/index.asp


のです。日本語では十七音節の四分の一を使ってしまうのに普通話では十七分
の一しか使わないのです。その結果、同じ十七音節を使って俳句を詠む場合、
普通話で詠んだ場合の意味量、情報量は日本語の俳句の四倍にもなる、という
ようなことが起こりかねないのです。それゆえ、日本の俳句が十七音節からな
ると言って、中国普通話で詠む俳句も十七音節、と言うわけにはゆきません。
意味量が数倍になる、少なくとも二倍以上になるゆえ俳句の短小の本質に符合
しません。 

ご存知の「漢俳」という短い詩があります。ご察しの通りもともとのもく
ろみは「漢語俳句」のつもりだったのでしょうが、前述の理由でとても俳句と
は言えません。とどのつまりは「漢語短詩」になってしまいました。ところが
思いもよらず、この「漢語短詩」が中国では、ここ三十年来一般大衆に受け入
れられフアッションになり瞬く間に広まってしまい、名称も「漢俳」と言われ
るようになりました。 

ところで「漢語短詩」に帰せられる漢字で詠まれた短い詩は、漢字文化圏
の核心である現今の中国の領域内に、一、二千年前からありました。しかし、
特にもてはやされる事はありませんでした。日本の俳句を倣った十七字漢語短
詩も、かつて中国のあの有名な五四新文化運動時代に一時はもてはやされまし
た。その後、1972 年に日中両国が正式に国交を回復し、日本俳句代表団を中
国に招いたとき、歓迎会場で主人の趙樸初氏が十七字の漢字の短詩を即興で詠
みました。これが漢俳の始まりだといわれています。その短詩「綠陰今雨來，
山花枝接海花開，和風起漢俳」の最後の二字が「漢俳」でした。 

爾来、中国国内では漢俳が速やかに発展し、2005 年には北京に於いて「中
国漢俳学会」が成立（2005.3.23）したのを始として、中国各地に漢俳学会が
成立し，漢俳は中国全国に流行し，近年に至っては更にインターネットの普及
と同時に日本文化に興味をもつ若者たちが少なからず創作に参加し，漢俳をし
て歓迎されるべき「インターネット文學」の一つとしての体裁とならしめまし
た。 

最近の漢俳の流行は、2007 年 4 月 12 日の「日中文化、sports 交流年」
において中華人民共和国総理温家宝氏の歓迎パーテイで，温家宝氏が詠んだ漢
俳一首に始まり、その後漢俳は更に加速的に中国一般大衆に受け入れられ、も
う一つの新しいブームを引き起こしました。 そして中国に止まらず、日本の



漢詩界でも流行りだしました、俳句界ではありません、とどのつまり漢俳は漢
詩の一種で古詩体より詠み易いからです。 

日本漢字の多音節とは違って漢字は単音節文字であるゆえ，上述の如く漢
俳を日本俳句の十七音に照らして漢字十七字とした場合、俳句全体に情報量が
多くなりすぎると言う問題が発生します。一方日本漢詩の短詩の「曄歌」は日
本の俳句とよく似ていて、漢字三四三の形式で詠まれ、丁度俳句の形式と内容
量によく似ています。 

一般論で詩を別の言葉に翻訳すると言うことは難しいことで、いっぱんの
文章を翻訳するよりずっと難しいことです。しかし俳句はその短小と簡単であ
ることによって返って翻訳を容易ならしめる傾向があります、そして忠実に他
の言語の俳句に翻訳することが出来るものであります、即ち厳復の「信達雅」
の最も理想的な翻訳の境地に達することが出来るのであります。というのは俳
句の詠みと読みの詩情，意像は不同であり得り、また同じくないのが当然たる
ゆえ、返って翻訳者をして自己の意のままに翻訳することを許さず、過去の翻
訳者は無理に五七五定型に合わせんがために、返って無理に原文に余計な語彙
を入れ、結果は「錦上添花」、「画蛇添足」になってしまい、翻訳者個人の詩情
の読まれてにしてしまっている様です。 

 では本題に入りましょう！ 
「漢語/漢字俳句」を私は表題としています。それには訳があるのです。

「漢語俳句」と「漢字俳句」は一歩踏み込んで考えてみると、違いが確かにあ
るのです。「漢語俳句」は漢語の俳句、即ち今の中国にあたる地域で使われて
いた言葉、または使われている言葉で詠まれる俳句です。例えば中国の標準語
にあたる普通話、またそれと同じ言語学的性質を持つ漢語系の台湾語、客家語、
広東語、四川語、……などで詠まれる俳句を指します。これ等の言葉は一字の
漢字は皆一音節で、言葉を書きとめる場合、漢字以外は使いません。 

一方、「漢字俳句」について話しますと、日本語は、2131 字の新常用漢
字および 7000 字余りの漢字を活字媒体では使っていますが、話す言葉を字に
書く場合に漢字のほかに仮名を併用しないと完全な意味を表現出来ません。も
し日本語の漢字だけで俳句を書いた場合、それは「漢字俳句」ではありますが、
「漢語俳句」ではありません。というのは使われている「漢字の語彙」は日本
語であり漢語ではないからです、もし漢詩と同じように漢語を使った場合は漢



詩と同じように「漢語俳句」になります。同じ漢字でも漢語と日本語では意味
が全然違う場合があります。例えば日本語の「大丈夫」は日本ではもう字面通
りの漢語ではなく「漢字日本語」になっており、生粋の日本語です。「大丈夫」
は日本語では「安心、危険なし、…」の意味ですが、漢語では「立派な男、偉
大な男、…」をさします。 

同じ漢語系では文語の場合は一応お互いに意味が通じますが、口語の場合
は、同じ事や物を指す言葉が往々違っていることがよくあります。日本語の「お
月様」、「お日様」は普通話では「月亮」、「太陽」と言いますが、台湾語では「月
娘」、「日頭」といいます。 

そして漢字もいまでは、中国、日本、台湾でそれぞれ字形が違います。例
えば日本語の「読書」、中国語では「读书」、台湾語では「讀書」と書きます、
また、発音も違います、日本語では「dokusyo」、中国語では「dushu」、台湾
語では「takkchu」と全く違う発音です。 

確かに押韻、平仄は、古くは漢詩を詩たらしめる為の必須不可欠の条件で
した。しかし、そのややこしさのために、かえって一般大衆から敬遠される破
目になりました。その結果、中国では五四新文化運動の後、口語自由律の新詩
が生まれたのでした。 

今の台湾、そして中国でも、口語新詩（自由律）が主流です。いわゆる伝
統中国詩詞を嗜む人は余り多くはありません、しかし彼らは確かに、少数のエ
リート詩人で、そうざらにいるものではありません、天賦の素質と同時に長い
学習に耐える堅い意志力がなければなりません、そしてまたこの道に専心する
必要があります。 

と言いますのも、シニカルですが、今の「普通話」では、押韻はまだよい
としても、平仄を区別することには多くの人がまごつくからです。普通話では、
いわゆる入声はみな四声の中に組み込まれてしまっています。そこで、特に一
字一字の平仄を覚えることは、詩そのものを理解するだけでも困難な一般大衆
にとっては、この情報過多、知識広範また複雑なる現代社会においては尚更難
しいことなのです。ただ少数の古代文学に興味ある天賦の詩情の持ち主に譲る
のみです。 

「中華新韵」は古音と今音の違いを補うために作られたのですが、決して
正確ではありません、今に残っている有名な中国古詩は皆古音で詠まれた詩で



す、そこで「中華新韵」の平仄と違うという矛盾が出てきています、また一部
分の人は別の韻書「平水韻」の平仄によっていますがこれもまた違うことがあ
ります。そして、もっと皮肉なことには、台湾語には漢語の古韻が多く残され
ており、古詩を台湾語の読音で詠むと普通語より遥かに詩韻に富む詩吟を楽し
めるのです。日本語の漢字の音読みで呉音を択んだ場合、その発音は普通話の
発音よりずっと台湾語の読音に似ています。 

上掲の漢語の意味、形、発音の違いは、もとを正せばみな昔の漢字から変
異して来たものです。もしいにしえの漢字がなければ、今の中国文化も日本文
化もなかったことでしょう、片仮名も平仮名も、そして万葉仮名も。 

そして、逆に現代漢語の多くは、「和製漢語」であり、明治時代に日本で
創作され中国に逆輸入されたものです。例えば「経済」、「科学」、「哲学」…等。
また、中華人民共和国の成立後、漢字の字画を少なくするために簡体字と言う
新漢字が数多く作られました。そして、それら多くの新字は、そのオリジナル
の字を想像することさえ出来ないほどに変わっています。その上、発音が同じ
か近いと言うだけで、意味が全く違ういくつかの字を一つの字で表わすなど、
文章の了解に不便と混乱を来たし、社会の反発をかい、あげくは第二段階の簡
体字は公布（1977）のあと九年で（1986）取り止めざるをえないありさまで
した。一方、日本の漢字も戦前の漢字と違う字がだいぶあります。（中国では、
今や昔の正字に戻そうと言う動きが民間で燻っています、ただ今の中国の政治
体系では難しいと思いますが、何時かその日がくると思います。社会は時々
刻々かわっています、そして人々の考えも……。） 

「漢語/漢字」に内在する多様性を克服して「俳句」であるにはどうすれ
ばよいのでしょうか。その多様性、だからこそ、俳句の真の意味または真髄と
して、短い、瞬間の感動、と言うことを忘れてはいけない、と思います。いか
にすれば瞬間の感動を適切な最短の音節で表せるか、その最短の音節数はいく
つであるか、それを模索しなくてはなりません。 

それが、「漢語俳句」の字数になるわけです。私にはそれが、今のところ
は十字、というように思えます。そして、その十字を次に、三四三、三七、五
五、七三のいずれとするかは、今はまだ検討中です。多分結論は、三四三、三
七、五五、七三、どれでもいい、ということになるでしょう。そして、十字と
いうのは基準であって、前後二、三字の字余り又は字足らずを許すものであり



ます。 
漢語俳句は詩である以上、リズム（律動）のあるのが最高です。そして、

前述の三四三、三七、五五、七三のどれにするかは、その句その句のリズムに
よって決まるのです。とくに漢語の読音は一字一字声調があり、また、地域の
言葉により読音も声調も違います。それにともない、リズムも違ってきます。
そして、自由律と言う場合、字数に制限がありません、それは自由詩であって、
俳句ではありません、適切なる最短の詩、と言う俳句の核心に合わないからだ
と思います。 

字数だけに縛られると言うのは？という方もございますが、秋元不死男氏
の、ある程度定形に縛られると言うことが俳句の俳句たる由縁、という説明も
理解できます。秋元氏も俳句の定形はもともと文語を基にして決められたもの
で、口語で俳句を詠む場合、すこし窮屈であると言っておりますが……。 

結論として、俳句と漢詩、詞は、詩のジャンルにおいて異なる詩形である
ことは明白です。そこで、いま流行の漢俳は、本質的に俳句とは言えません。
ですが、正真正銘の新しい中国の短詩型詩詞の一つです。 

私は、日本語でも俳句を作りますが、日本語の俳句が台湾で育ちゆく希望
が薄いなか（絶対に不可能とはいいませんが）、真の漢語俳句（今の漢俳では
ありません）の一員として、または世界の俳句の一員として、普通話と台湾語
と客家語、……で詠まれる俳句（普通話俳句、台湾語俳句、客語俳句、……)
を模索中です。もしそれに成功すれば、拙文中の「湾俳／台俳」、「粵俳／広東
俳」、「客俳」、「滬俳/上海俳」、それから漢字文化圏内における各地言語の俳句
が、生まれてくるはずです。私の目指す「漢語俳句」は、日本俳句の形式だけ
を模範、模倣するのではなく、日本俳句の真髄、本質を汲む世界俳句の一つた
る「漢語俳句」、その下にある漢語系各言語による俳句、「普通話俳句」、「台湾
語俳句」、「広東語俳句」、「客家語俳句」……を目指しているのです。普通話、
台湾語、広東語、上海語……みな同じレベルにあって上下主従があるものでは
ありません、で決して今の「漢俳」ではありません。 

ネット上の「湾俳」、純粋の台湾語で読まれた俳句、を探したところ、惜
しむらくは見つかりませんでした、いわゆる「普通話」の語彙をそっくりその
まま湾俳に使っているのを多く見かけますが、それは外国人の一寸した勘ちが
いから来たものです。もとを正すなら、おそらく台湾の俳人黄霊芝氏が「湾俳」



は七字から十二字までが適当だと主張したためではないか、と思います。 
黄氏に間違いはありません、彼は俳句の真髄本質をよく理解している日本

俳句の達人であるがゆえに、漢字で詠む漢語俳句は漢俳の十七字では意味量が
余り多すぎ、七字から十二字までの長さがよいと湾俳で勧めたのです。しかし、
その趣旨がとり違えられ、七字から十二字までの漢字俳句は「湾俳」、十七字
の「漢俳」と対照する俳句として勘違いされたものと思われます。漢語圏内で
は漢字の表わす意味はみな同じで発音が違うだけだと思われているからです。 

実際は違うのです。例えば、日本語の「床(ゆか)」は、中国語では「地上」、
台湾語では「土脚／足＋交」と言います。文語で詠んだ場合は漢字文化圏内で
は一応相通じる場合が多いのですが、口語では意味が全く異なってしまう場合
が多いのです。なお、日本語と漢語の文語の間でも意味が全然違う事が少なく
ありません、往々にして大きな誤解を招くことさえあります。もう一つの誤解
は黄氏の「湾俳」の「湾」の字の意味から来たものです。黄氏が言わんとして
いるのは「台湾地区」の意味で台湾という所、場所で詠まれた俳句を指してい
うのであって、それゆえ各種の言語を含んでもかまわないという意味であり、
いまよく論争の的になっている「台湾文学」とは何語で書かれた文学をいうの
かと同じ類の論争問題であります。 

また、台湾語の声調は、七声で普通話の四声より三声多く、そのうえ会話、
読書、詩吟で発音する場合、前の字の声調が必ず変わります、そのため外国人
が聞いた場合、音楽のように聞き取れます。そして、その反面、台湾語で歌う
歌は、歌詞を聞き分けられず、字幕を必要とします。 

「湾俳」に関してまた別に私をして気のめいる事実があるのです。現在台
湾の大部分の人達は正当な純粋そのものの台湾語が話せないのです、その結果
は中国の普通語の語彙を台湾語の語彙としてチャンポンに混ぜて使っている
のです。私自身がよく経験することですが、若い人たちが使う台湾語の語彙に
は当然台湾語もあるのですが、また普通語もあるのです、正直のところ明らか
に台湾語の語彙があるのに彼らは知らないのか普通語を使っているのです、そ
してまた日本語も混ざっていることがあるのです、まさしく現在の若い台湾人
の言語使用の実情なのです。こういう状況は小説を書く時か、台湾の実況を反
映する時はかまわないし、あるいは特別の意味があり、特にこれを引用する時
は是非もないしその必要もあるが、もしただ自分が台湾語を知らないか、また



は真面目に覚えようとしないでこんな結果になったのならばとても受け入れ
られないことです，その上これ等の若い台湾人は、己が自分の母語知らないの
を恥ずかしいとも思わないばかりでなく、外国人のまえで得意げに曝け出して
いるのは、まさしく悲哀の極みであります。これは台湾の若い者たちが自分の
母語を習おうとしないための結果であるのです。わたくしは寂しくまた悲しい
思いで胸がいっぱいになりました、身内のものが自分の意見を固持しお互いに
惨殺し合っている内に母語は消滅しつつあるのです。そしてはっきりさせなけ
ればならないのは、「湾俳」にはふたつの意味があると、ひとつは地域を指し、
もう一つは言語を指すと。私が俳句のうえで「湾俳」を言うとき、それは言語
上の意味であり、地域を指すものではありません。 

日本の漢詩及び俳句の詩人俳人の方々、日本人が編み出した十字左右の
「曄歌」を試してください、そして俳句の詩法を考慮にいれて、さすれば十七
漢字の中国の「漢俳」短詩でなく、十字前後の漢字の正真正銘の「漢語俳句」
が詠めるはず。当然の事ながら季語や客観写生の規制を考慮にいれる必要はあ
りませんが、入れても結構です。 

事実上、決して私だけが「漢俳」は「俳句」のジャンルに入らないと言う
のではありません。中国においても既に 1995 年に朱実、1949 年台湾師範大
学四六事件で、国民政府の逮捕から逃れるために中国に逃げた台湾出身の学者
（前岐阜経済大学教授／上海俳句漢俳研究交流協会会長）、が同じ認識を提出
しているし、日本の漢詩人中山逍雀も「漢俳」と「俳句」の本質上の異なりを
指摘しておるが、彼の同僚今田述が返って「国際俳句交流協会」の《世界の俳
句状況》の中の中国篇の中で再三にわたって「漢俳」の発展状況を紹介しいる
のは了解できるが、2011 年だけでも四回、しかし、極力「漢俳」即ち「俳句」
と喧伝しているのは「漢俳」即ち「漢語俳句」ということを意味し、とても理
解に苦しみます。 

「漢俳」は確かに最近三十年来中国で盛んになった新型中国詩詞であり、
簡易にして古体詩の如き繁雑なる制約がなく自由に発揮でき得るため、この情
報にあふれ、知識が広範繁雑な現代社会において一般大衆に歓迎受け入れられ
たのは当然であり、また学習推薦に値します、しかし名称上「俳」の一時があ
るからと言ってそれを俳句とみなし、無理に「漢俳」をして俳句とみなすなら
ば、西洋語系の「HAIKU」はもっと俳句の本質に何倍も近いものであります。



そして、もしある日誰かが実質的な「漢語俳句」を詠んだ時はどう対処するの
ですか、その実所謂の「漢俳」を吟詠する中国詩人が翻訳した日本の俳句の中
には正真正銘の「漢語俳句」に属する佳作もあります、さすればまた如何にし
てこれ等の佳作を位置付けるか？今田氏が慎重に処理するのを望むものであ
ります。率直に言えば中山氏が創作した漢詩の「曄歌」は「漢俳」よりももっ
と「漢語俳句」に近い、実際上私は既に《世界俳句協会 2011》年刊で今田氏
と中山氏の所属する「葛飾詩社」の同人たちが詠んだ「曄歌」を六、七首見ま
した。俗語に曰く「鈴を解くのは掛けた人だと」、今田氏が如何なる処置を取
るだろうか？ 

最近、私は東京で日本に十年留学し、日本古代詩歌を研究し、文学博士号
を獲った金中氏（現中国陝西交通大學外國語學院日本文学教授）に出会いまし
た。彼による「一語一句」の日本俳句の漢訳の提案も「漢語俳句」に適切な一
つの形式であるべきであります。彼は子供の頃から（三歳）唐詩の天才児童と
言われていました。彼の一語一句様式は全漢字字数が七～十字で、リズム、情
報量、詩法もみな俳句の本質に適合し、過去の多くの翻訳者が勝手に付加した
冗語などもなく、俳句の余白も残しおり、過去の多くの翻訳例と比較評論して
います、彼の主張は黄霊芝氏と小生の意見とマッチしているのです。 
    2012 年の 2 月 9 日に石倉氏のブログで「漢俳は錦上添花の俳句かな 」と
いう名句を見つけました、確かに的を射た「俳柳」だ、漢俳は「錦上添花」の
みだけでなく「画蛇添足」の俳句であります、さすがは漢詩作品三万首の漢詩
人であります。 

私が日本俳句を詠む時、私は時機、環境条件によって無季、自由律、定型、
有季など異なる形式を選びます、そしてこの態度は漢語俳句の時も同じです。 

「漢俳」はすでに中日双方で既に共同で認定された定義があり、それにま
た既に多くの佳作があり、多くの人々から愛されているゆえ短小なる「新型三
行中国詩詞」として推薦されるべきであります。しかし日本俳句に起源する世
界俳句の一員としての漢語俳句には私は十字を基本とし、前後二三字の増減を
許容する漢語俳句を推薦したいのです。十七字漢語俳句は俳句として、内容量、
情報量とも多すぎて、俳句の本質に違反する冗語/詞を加えなければならない
ゆえ。 

中国には既に多くの有名な漢俳作家がいる、そしてその作品も多く日本に



紹介されている。例えば林林、林岫、李芒、鄭民欽、曉帆、趙樸初ら、かれら
は多くの俳句を漢俳に翻訳している、しかし翻訳された日本俳句の漢俳の中に
は俳句の特質を持つ「漢語俳句」もある、これ等は「漢俳」の定義とは違う正
真正銘の「漢語俳句」であります。 

さて、その命名が問題になります。「漢字俳句」、「中俳」、「漢語 haiku」、
「Mandarin haiku」、「漢普俳」……とか。ひょっとしたら「漢普俳」が一番手
ごろかと思いますが、最後に落ち着くところは……。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
  
最後に私の漢語または漢字で詠まれる「漢語俳句」、「漢字俳句」に関する

結論を纏めて見ます。 
まず、「俳句」とは言葉によって表現しうる最短に近い「詩」である。と

します。その内容・本質は、江戸時代の「俳諧」の本質に基づいて子規の規定
する「俳句」の定型を基準とします。ただし、 

● 世界各領域の言葉での俳句は、各言葉に於ける最短にして適切なる音
節数による短詩であり、人生に於ける全ての瞬間的感動の詩情―自然の写生‧

人事‧倫理‧論理‧哲学を問わず、又主観、客観を問わない―を余白を残して詠
む詩であると認識する。（虚子の客観写生説は諸家による誤解との説も全く無
根拠とは思われぬゆえ、採択の可否は詠む人に残すものとする。）  

● 漢字または漢語で詠まれる「俳句」をまとめて「漢字俳句」または「漢
語俳句」と呼ぶ。即ち「漢字」と「漢語」に、上述の「漢字」と「漢語」に区
別される両方の意味を持たせる。 

●「漢字/漢語俳句」は、できるだけ少ない漢字で、各地域の言葉（字形、
語彙、発音）によって詠むものとし、人生の全ての感動、即ち自然‧愛情‧情理
‧人事‧論理‧倫理‧哲学などの主観的瞬間や客観写生の感動を、「読み」‧「鑑賞」
の余白を残して詠むものとする。 

・「漢字/漢語俳句」は、日本の「伝統俳句」が定義する「客観写生」に限
定されるものではない。 

・日本語俳句における季語は「漢字／漢語俳句」では必須のものとはしな
い。 



・字数は暫時十字を基準とし、韻律（リズム）宜しければ、前後二、三字
の字余り、字足らずを許容し、中国詩詞における押韻、平仄の有無を問わず、
口語、文語の双方または混用を受け入れて詠むことを許容する。 

●「漢字/漢語俳句」は漢字の使用を共有するが、漢字/漢語を使う広い文
化圏の各地域の言葉の違いによって、発音、意味、語法または字形を異にし、
各言葉ごとの個有性があることを深く認識する。それゆえ、その各言語ごとの
「俳句」は、それぞれ個有に命名される必要がある。 

  例えば：  
A)「華語‧普通話俳句；華俳/普俳」、「俳句(華語‧普通話)」は中国の普通話

での俳句を指す、 
 「台湾語俳句；湾俳/台俳」、「俳句(台湾語)」は台湾語での俳句を指す、 
 「客語俳句；客俳」、「俳句(客語)」は客家語での俳句を指す 
 「広東語俳句；粵俳」、「俳句(広東語)」は広東語での俳句を指す、 
B) 同様に世界各国語で詠まれる俳句は、 
 「英語俳句；英俳」、「俳句（英語）」 
 「フランス語俳句；仏俳」、「俳句（フランス語）」 
 「ドイツ語俳句；独俳」、「俳句(ドイツ語)」 
 「リトアニア語俳句；リトアニア俳」、「俳句（リトアニア語）」 
 そのほか、上の例に倣って命名す。 
C) 英語表記に場合は以下の如くす： 
 「Mandarin Haiku or Haiku(Mandarin)」, 
 「Taiwanese Haiku or Haiku (Taiwanese) 」, 
 「Hakka Haiku or Haiku（Hakka）」, 
 「Cantonese Haiku or Haiku(Cantonese) 」,   
 「English Haiku or Haiku(English) 」,  
 「French Haiku or Haiku(French) 」,  
 「German Haiku or Haiku(German) 」,  
 「Lithuanian Haiku or Haiku(Lithuanian) 」 
    ………。 
 
 



  
《世界俳句實例》 
(1) 
˙銀杏散る帰宅の道に影長し         （日） 
˙倒轉厝 銀杏路頂 人影長           （台） 
˙回家路 銀杏葉上 影子長           （華） 
Ginkgo leaves                      （英） 
fall on the pathway home –  
and here, my long shadow 
(2) 
˙リストラのわが指抜けゆく赤蜻蛉   （日） 
˙紅田蠳 溜走失業 我指頭           （台） 
˙紅蜻蜓 溜走失業 我指尖          （華） 
Disemployment                    （英） 
slips through my fingers: 
red dragonfly  
(3) 
˙認知症ほんまの笑顔や新年会       （日） 
˙失智症 真心笑面 新年會           （台） 
˙失智症 真心笑臉 新年會           （華） 
Dimentia:                          （英） 
a real smiley face 
at a new year’s banquet 
(4) 
˙狂人わめく我わめく我もまた       （日） 
˙痟人嚷我亦嚷我亦是               （台） 
˙瘋人嚷我亦嚷我亦是               （華） 
A madman shouting:                （英） 
I shout, 
“me too!” 
(5)  



˙狂人の叫びに狂う億万人           （日） 
˙痟丌喊叫億萬人掠狂               （台） 
˙瘋人喊叫億萬人瘋狂               （華） 
A madman cries out:                （英） 
thousands and millions 
go mad 
 
      *******************************************************  
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現代俳句協会編集委員会：《日英対訳 21 世紀俳句の時空》、永田書房、東

  京、日本、2008。 
木村聰雄：《20 世紀日本的俳句──現代俳句小史》：《21 世紀俳句の時 

  空》：pp2~41. 2008，永田書房，東京，日本，2008。（日本語） 
四ッ谷龍：《俳句の歴史》（日本語）        

  http://www.big.or.jp/~loupe/links/jhistory/jhisinx.shtml    
  (2012-05-20 reached) 

野口る理《ポスト造型論》：《現代俳句協会青年部シンポシオンⅣ  
  《2011-6-11》、「spica」、（日本語）       
  http://spica819.main.jp/atsumaru/1172.html (2012-03-03   
  reached) 

夏石番矢：《Ban’ya》：http://banyahaiku.at.webry.info/  （日本語） 
  (2012-02-15 reached) 

石倉秀樹：《獅子鮟鱇詩詞》：http://shiciankou.at.webry.info/ （日本語） 
  (2012-02-15 reached) 

高柳重信：《俳句形式における前衛と正統》：（「国文学」昭和五十一年
  二月）（日本語）           
   http://www.h4.dion.ne.jp/~fuuhp/jyusin/jyusintext/j-zenneideitoiu.htm 

高柳重信：《「書き」つつ「見る」行為》（日本語）(2012-02-15 reached) 
 http://www.h4.dion.ne.jp/~fuuhp/jyusin/jyusintext/jyuusinkakimiru.  
  html (2012-02-15 reached) 
島田牙城：《無季俳句のこと》：         

  http://www7.ocn.ne.jp/~haisato/mukihaiku.htm （日本語），  
  (2012-02-15 reached) 

今田述：《漢俳を知っていますか？》：（2003），（日本語）    
  http://www.haiku-hia.com/hyoron_jp_ch1.html (2012-02-15  
  reached) 

今田述：《２１世紀と漢俳》：（2009.12），（日本語） 
 http://www.haiku-hia.com/hyoron_jp_ch.html  (2012-02-15   

  reached) 

http://www.big.or.jp/%7Eloupe/links/jhistory/jhisinx.shtml
http://spica819.main.jp/atsumaru/1172.html
http://banyahaiku.at.webry.info/
http://shiciankou.at.webry.info/
http://www.h4.dion.ne.jp/%7Efuuhp/jyusin/jyusintext/j-zenneideitoiu.htm
http://www.h4.dion.ne.jp/%7Efuuhp/jyusin/jyusintext/jyuusinkakimiru.html
http://www7.ocn.ne.jp/%7Ehaisato/mukihaiku.htm
http://www.haiku-hia.com/hyoron_jp_ch1.html
http://www.haiku-hia.com/hyoron_jp_ch.html


中山逍雀：《曄歌》：（日本語）http://www.youka.cc/index.html (2010-06-26 
  reached) 

中山逍雀：《俳句と漢俳》，（日本語）        
  http://www.kanpai.cc/book/book13.htm  (2012-02-10 reached) 

中山逍雀：《曄歌》，（日本語）http://www.youka.cc/Ayouka/index.htm   
  (2012-02-10 reached) 

《葛飾吟社》：（日本語）http://www.kanshi.org/   (2012-02-10 reached) 
中川広：《中川広の俳句ページ》：（日本語）       

  http://www1.odn.ne.jp/~cas67510/haiku/index.html (2012-02-10 
  reached) 

《Mora and Syllable/モ》：（日本語） 
 http://sp.cis.iwate-u.ac.jp/sp/lessonj/doc/moraj.html (2012-02-10  

  reached) 
川名 大：《戦後俳壇史と俳句史との架橋、そして切断：前篇》：（日本

  語）http://gendaihaiku.blogspot.com/2011/06/35_26.html   
  (2012-02-10 reached) 

川名 大：《戦後俳壇史と俳句史との架橋、そして切断：後篇》：（日本
  語） 

 http://gendaihaiku.blogspot.com/2011/07/35.html (2012-02-10  
  reached) 

日本漢俳學會：《日本漢俳学会が定める漢俳詩法の原則》：（日本語） 
  http://www.kanpai.cc/sonota/gensoku.htm  (2012-02-10 reached) 

《日本漢俳學會》：（日本語），http://www.kanpai.cc/index.html   
  (2012-02-10 reached) 

八木 健：《「俳句のルーツは滑稽」―「子規、虚子たちも詠んだ」》：（日
   本語）http://www.kokkeihaikukyoukai.net/img/newspaper01.pdf  
   (2010/06/16) reached. 

   
【その他の主な俳句関係綜合ウエッブサイト】 

● 《国際俳句交流協会》： http://www.haiku-hia.com/  
● 《週刊俳句》：http://weekly-haiku.blogspot.jp/  

http://www.youka.cc/index.html
http://www.kanpai.cc/book/book13.htm
http://www.youka.cc/Ayouka/index.htm
http://www.kanshi.org/
http://www1.odn.ne.jp/%7Ecas67510/haiku/index.html
http://sp.cis.iwate-u.ac.jp/sp/lessonj/doc/moraj.html
http://gendaihaiku.blogspot.com/2011/06/35_26.html
http://gendaihaiku.blogspot.com/2011/07/35.html
http://www.kanpai.cc/sonota/gensoku.htm
http://www.kanpai.cc/index.html
http://www.kokkeihaikukyoukai.net/img/newspaper01.pdf
http://www.haiku-hia.com/
http://weekly-haiku.blogspot.jp/


● 《世界俳句協会》：http://www.worldhaiku.net/  
● 《－俳句空間－豈 weekly》：http://haiku-space-ani.blogspot.jp/  
● 《詩客》：http://shiika.sakura.ne.jp/  
● 《俳誌のサロン》：http://www.haisi.com/  
● 《現代俳句協会》：http://www.gendaihaiku.gr.jp/index.shtml  
● 《俳人ホーム》：http://ameblo.jp/haizinhome/  
● 《ホトトギス》：http://www.hototogisu.co.jp/  
 
…………………………………………………… 

（中国語） 
鈴木大拙 著，陶剛 翻譯：《禪與俳句》，〈禪與日本文化〉，pp. 105~134. 

     1992，桂冠圖書，台北，台灣（華語），（國立台中圖書館－電子書服 
  務平台） 

吳昭新：《台湾俳句之旅》：「台湾文学評論」，第十巻第一期，pp.75~95，
   Jan.2010，台湾文学資料館，真理大学，台湾（華語） 

吳瞈望：《漢語/漢字俳句》：「世界俳句」，2011 第 7 号、世界俳句協会編、
  日文：p.101~113;中文：p.98 ～104. 七月堂，東京，日本。 

黄靈芝：《臺灣季語及臺灣語解説》，「臺灣俳句集（一）」，1998，pp.76～ 
  83，台北，台灣。（華語）  

黃靈芝：《北縣縣民大學「俳句教室」（1）（2）（3）（4）》，「臺灣俳句集（一）」，
  1998，pp.52～70，台北，台灣。（華語） 

莫渝  ：《鐘聲和餘音》：〈愛與和平的禮讚〉，pp. 3-17，1997，草根出版，  
 臺灣。（華語） 

黄智慧：《台灣腔的日本語：殖民後的詩歌寄情活動》，文化研究學會 2002
  年會「重訪東亞：全球、區域、國家、公民」會議論文。（華語） 

金中  ：《古池蛙縱水聲傳──一詞一句形式的俳句翻譯》：「世界俳句 2012
  第 8 號」；pp.83-89, 2012，東京，日本。（華語） 

吳昭新：《漢語/漢字俳句》——―漢俳、湾俳、粵俳、…、？（華語） 
 http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4047    

  (2012-02-15 reached) 
吳昭新：《吟詠日本俳句－現代俳句的蛻變》：（華語）     

http://www.worldhaiku.net/
http://haiku-space-ani.blogspot.jp/
http://shiika.sakura.ne.jp/
http://www.haisi.com/
http://www.gendaihaiku.gr.jp/index.shtml
http://ameblo.jp/haizinhome/
http://www.hototogisu.co.jp/
http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4047


  http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4030    
  (2012-02-15 reached) 

吳昭新：《「俳句」並不是只有日語才可以吟詠》：（華語）    
  http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4401    
  (2012-02-15 reached) 

吳昭新：《台湾俳句之旅》。「台湾文学評論」、第十巻第一期、 pp. 75~95, 
  Jan. 2010, 台湾文学資料館、真理大学、台湾（華語） 

 http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=3177    
  (2012-02-15 reached) 

吳昭新： 《日本俳句之漢譯－介紹中國金中教授的一詞加一句形式》：（華 
  語） 

 http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4748    
  (2012-02-15 reached) 

吳昭新：《「台語文學」與「台灣文學」；「臺灣閩南語羅馬字拼音方案」與「方
  音符號系統方案」》：（華語） 

 http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4589        
  (2012-02-15 reached) 

姚大均:《漢俳還不如蘇俳》，（華語） 
   http://www.post-concrete.com/blog/?p=366  (2012-02-15   

  reached) 
鄭敏：《我對新詩的幾點意見》，「新詩紀」網站：（華語）    

  http://npc.imust.cn/Article/ShowInfo.asp?ID=6052 (2012-02-18  
  reached) 

鄭敏、吳思敬：《新詩，究竟有沒有傳統？》，「粵海風」：（華語）  
  http://www.yuehaifeng.com.cn/YHF2001/yhf2001-1-06.htm   
  (2012-02-18 reached) 

鄭民欽：《日本俳句史》：京華出版社，中華人民共和國，北京，2000。 （華
  語） 

艾青：《詩的散文美》：「中華語文網」：（華語）      
  http://xuesheng.zhyww.cn/200903/19214.html (2012-02-18  
  reached) 

http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4030
http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4401
http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=3177
http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4748
http://140.119.61.161/blog/forum_detail.php?id=4589
http://www.post-concrete.com/blog/?p=366
http://npc.imust.cn/Article/ShowInfo.asp?ID=6052
http://www.yuehaifeng.com.cn/YHF2001/yhf2001-1-06.htm
http://xuesheng.zhyww.cn/200903/19214.html


鄧程：《批評與學術創新－對王澤龍先生的一個回應》，「學術批評網」：（華 
  語）              
  http://www.acriticism.com/article.asp?Newsid=12665&type=1008  
  (2012-02-18 reached) 

陳增福：《艾青“詩的散文美”概念分析》，「中國社會科學網」：（華語） 
  http://www.cssn.cn/news/144118.htm (2012-02-18 reached) 

羅蘭‧巴特 著；李幼蒸 譯：《寫作的零度》，〈寫作的零度〉，1991，桂冠，
  台北，台灣，pp.75~128. （華語），（國立台中圖書館－電子書服務平
  台） 

羅蘭‧巴特 著；李幼蒸 譯：《符號學原理》，〈寫作的零度〉，1991，桂冠，
  台北，台灣，pp.129～214。（華語），（國立台中圖書館－電子書服務 
  平台）  

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
（台）多謝、勞力、感謝 
（客）恁仔細、勞力、多謝 
（華）謝謝 
（日）ありがとうございました                      
（英）Thank you, Thanks  
 
    (2011・04・08 脱稿；）（2013・11・22 電子書刊行で修訂） 

 

http://www.acriticism.com/article.asp?Newsid=12665&type=1008
http://www.cssn.cn/news/144118.htm


《「HAIKU」は「俳句」であるか？》 
          
これは外国人が初めて俳句を習う時に必ず出会う疑問であります、と同時

に俳句を深思する日本の俳人にも同じ疑問が脳裏を翳める時があると思いま
す。  

「HAIKU」は日本語以外の言葉で詠まれた所謂の俳句で漢字だけで詠まれ
る「漢語俳句」をも含みます、そして「俳句」は所謂の定型有季、客観写生ま
たは花鳥諷詠の制約を固守する日本伝統俳句協会が主張するまたはそれに同
調する人たち（例えば俳人協会副会長岡田日朗氏）の言う日本語伝統俳句だけ
を意味し、それ以外の日本語俳句は含まれません。 

これらの「ＨＡＩＫＵ」または非「俳句」について新しい造語が生まれま
した：「俳句に似たもの」、「俳句想望俳句」、…など。 

俳句がどうして全世界に広まって、各種の言語使用者から受け入れられ、
はてはいかなる言語でも吟詠できる短詩になったか、ところが逆に、ある一部
分の日本の「伝統俳句」の俳人が、このような潮流及び既成事実を受け入れず、
日本の民族文化が世界に広がる事実の栄光を享受したくないのかを了解する
ために、私は「広義の俳句」のもっとも基本たる本質、変遷歴史および実際状
況から簡単に考えてみようと思います。 

俳句とは？俳句は日本奈良時代（710～784）の「短歌」、「連歌」、「俳
諧」、「發句」から変遷してきたのです。そして俳句の本質を問うならば、下
記の如くです：日本に起源した、【これ以上短縮出来ないまでに短縮された
「短小」で、「韻律（節奏、拍子）」（朗読または口ずさむとき、語呂がよ
く、音楽性）があること、「余韻（鐘の音のような余韻がある）」を持ち、
「余白を残す（水墨画のごとく余白をのこす）」べく、また鈴木大拙のいう
「禅」を含む？詩】であることです。 

詩は感動に始まります、そして「感動」とは人間が日常生活で出会う全て
の事象に対する感情反応です。動物、たとえば犬はその感情をいろんな行動で
表現することは出来るが人間様のようには記号で表現することは出来ません。
感動が人類が日常生活で出会う全ての事象（自然環境、人情義理）に対する反
応であるならば、人間の感覚（視覚、聴覚、触覚、味覚、臭覚）、人情、人事、
倫理、論理及び哲学など全般を含むべく、また主観、客観のどちらをも含むべ



きです。 
日本には現在三種類の短詩があります。「短歌」、「俳句」、「川柳」、

その内「俳句」は「川柳」と共に十七音の定型短詩であり、ただ「季語」の有
無と詠む内容と言葉（文語と口語）が違うというだけで、時代と社会の変遷に
より既に文語と口語の使い分けもなくなり、内容も「俳句」に似た「川柳」、
または「川柳」に似た「俳句」などが詠まれておる現状の下で、「俳句」と「川
柳」などと区別する必要はなく、あっさり「俳柳」、「柳俳」または「五七五
定型」と言えばいいんじゃないかと言う意見も出ています。 

「俳句」と言う名称は明治中期に正岡子規によって創始されたのです。そ
して、その正岡子規（1867-1902 ）：によって制約され定義された，一定の
音数、季節に関する語彙（季語、季題）と「切れ」字を必要とし、そして客観
写生を主とする、に準じて詠まれた俳句は一般に「伝統俳句」または「有季定
型」と呼ばれています。そしてこの伝統俳句の制約を遵守しない俳句は内容、
形式の違い、または詠まれた時点によって、様々な異なる呼称によって呼ばれ
ていますが一般にひっくるめて「非伝統俳句」とも呼ばれます。しかし、事実
上、子規は俳句とは上述の制約を必要とするとは言ったが、決して制約に合わ
ない句は俳句ではないと言うてはいません、そして制約に符合しない句は「雑」
の項に帰して、やはり俳句としています、が一部の後人はその事実に素知らぬ
顔をしているのです。 

子規の弟子たちの中で特に有名な人が二人います、人呼んで子規の双璧と
いう高浜虚子と河東碧梧桐の二人のことです。二人は相反する道を歩きました、
一人は子規の決めた制約を守り、もう一人は新しい道を選びました。しかし、
二人とも後世の人々に喜んで鑑賞される作品を残しており、俳句史のなかで特
に注意を受けており、はっきりした軌跡を残しました。 

高浜虚子（1874～1959）は始め俳句にあまり興味を持ちませんでしたが、
後に碧梧桐派の新傾向俳句が俳句界の中心になりつつあるのを見て、1912年
に俳句界に復帰し、伝統俳句の擁護を唱え碧梧桐の新傾向俳句に対抗しました。
1916年ついに「客観写生」を基本とすることに定着し、「有季、定型」の伝
統俳句の位置を確定しました。そして昭和時代（1926-1989）の1926年にい
たって、「客観写生」にさらに加えるに「花鳥諷詠」を以ってし、そして「客
観写生、花鳥諷詠」が伝統俳句の詩形であるようになったのでした。河東碧梧



桐（1873-1937）は子規の俳句に興味を持ち、虚子を勧誘して子規について
俳句を習いました。子規なきあと、子規の「日本」新聞での俳句欄の選者の仕
事を継承しましたが、しかし、だんだん子規がきめた俳句の約束を離れて、定
型（五七五）の約束に縛られない「新傾向俳句」へと走りました、即ち「非伝
統俳句」、「自由律」、「無季」の俳句です。後日ある人たちは虚子の作品や
記録などを深く研究した後、虚子は別に主観的吟詠には反対などしていないと
いう結論に達しました。虚子の真意は、一般の人達にとって深奥な主観的な事
物の訴えはそうた易いことではない、それゆえこの「客観写生」の約束は一般
大衆のための約束であり、決して主観意識のある俳句を吟詠してはいけないと
いう意味ではないとし、皆が虚子の真意を誤解しているのだと、事実上、虚子
本人も少なくない主観事象を詠んだ句を残しており、そして多くの他の人たち
もそうであるゆえ、この説明は虚子の客観写生の主張に対する弁明であるとさ
れました。 

事実上、伝統俳句にそぐわない俳句が名句秀句として伝承されています。
人生はいかんせん社会環境やその変遷から逃げられないものであります、そし
て詩はそれぞれの時代に特有の社会背景を反映するもので、それぞれの社会性
の内容に沿った俳句が詠まれるのは自然又当然であり、それぞれの名称で呼ば
れています：「新傾向俳句」、「社會性俳句」、「前衛俳句」、「自由律俳句」、
「無季俳句」、「新興俳句」、「プロレタリア俳句」、「戦争俳句」、「人間
探求派俳句」、「根源俳句」、「大眾化俳句」、「造型論俳句」、「芸術派俳
句」、「国際俳句」及び「世界俳句」など。 

早期の伝統俳句は文語でのみ詠まれ、そして日本語の仮名づかいも戦後文
部省により統一規制されて、戦前の仮名づかいは廃止されました。その後だん
だんと口語の使用も普及し、現代日本語は外来語のカタカナつづり、はては日
本造語のカタカナ語と新仮名遣いにと変遷してゆきました。これまた例え伝統
俳句であっても時代の潮流の変遷には逆らえないという証拠の一つであり、地
球上の全ての事物は絶えず変りつつあり，文化思想もそうであります、これら
の事実はある習慣伝統を永遠に墨守することが不可能であることを傍証して
いるのではありませんか。 

何故多くの詩形のなかで俳句のみが全人類の人気を集め全世界のあらゆ
る言語に行き渡ったのか、とどのつまりはその短小と日常生活に関して簡単容



易に詠めるということと余白を残すに帰するのではないでしょうか。 
容易に詠めると言うと、実際上子供や小学生でも詠んでいるのです、ただ

内容に「浅い」と「深い」、「簡単」と「深奥」の差があるのみではないでしょ
うか。形式上多くの繁雑な規制がなく、小学生でも最も簡単な語彙や語句を使
って日常生活で見たまたは出会ったことを詠めばよく、大人ならばそれぞれの
人生経験および個人の天性の感性敏度によって、それぞれ深奥度の違う俳句を
詠むまたは鑑賞できるのではないでしょうか。 

子規を俳句の始祖とする多数の俳句作家（俳人）は子規の制約規制を作品
の金科玉条とみなし、五七五定型、季語、切れ字を茫然として俳句のバイブル
としてしまいました。となると、日本語以外の言語による俳句の吟詠の可能性
は完全にしめだされるではありませんか？しかし、外国語を使用してのHAIKU
吟詠も確かに世界文学界と詩歌界に盛んに行われてもう百年余りになります、
そしてアメリカの小学校の教科書にも英語俳句（HAIKU）が教えられている現
状において、俳句の創始国である日本で、まだこの民族文化の光栄を拒否し、
あくまで日本の伝統俳句でなくては俳句でないことに拘泥する方がいるのに
は本当に首を傾げざるを得ません。 

しかし、このような束縛はみな「人為」であり、変動可能の状況下におい
て、われわれは「HAIKU」を広義の「俳句」の圏外に排斥しておいていいので
しょうか？それに更に一歩進んでこれ等の発展状況は当時の子規が予期しな
かったのか、出来なかったなのかに考えが及ぶ時、われわれもまたこのような
結果は確かに子規が企てた改革の本当の意図展望だったなのかと疑わざるを
得ません。伝統俳句の絶対擁護者は何ゆえ既に国際化した俳句《俳句＝三行詩》
の事実を正視しようとしないのでしょうか？私が思うに、もし子規が不幸にし
てそんなにも短命でなかったならば、子規の聡穎そして革新に満ちた個性で以
ってして、誰が子規が絶対にその三つの制約を堅守して敢えて改変をしないと
言いうるでしょうか？ 

最近、また今泉恂之介がその新書《子規は何を葬ったのか》（2011.9）に
て子規の「蕪村、一茶の後、江戸時代後期から明治時代の中期まで一人として
出来の良い俳人がいなかった、そしてこの期間の俳句作品は皆〈月並み、陳腐〉
である」 という言分は間違いであると指摘しています。また子規の後、市川
一夫も 1975 年にその著作《近代俳句の曙》のなかでも上述の事実を既に挙げ



ていたが、かれが無季、自由律と口語俳句を主張したがため、伝統派時代の大
環境のもとで顧みられなかった経緯から、我らは文化にまで習慣の墨守が醸し
出す不幸を認めざるを得ません。今にして 2011 年のノーベル文学賞を受賞し
たトーマス‧トランストローマが良くする短詩が HAIKU であると知る時、われ
らの感想はまたどうなのでしょうか？ 

ここにおいて、も一度考えて見ましょう、「俳句」の本質はなんでしょう
かと？【一：あらゆる世界の言葉の中で一番短い詩で、二：瞬間の感動を詠
み、また三：詩の一種であるゆえ当然音楽性があるべきで、四：余韻を残し
て読者をして余韻嫋嫋の詩境下に陶酔させ、また五：余白を残して読者をし
て本人の固有の詩情、詩境の中に徘徊享受させるものなりと。】 

さて、第一項は無理にこじつけを押し付けなければ争議はない筈、第二項
も反対する者はいないでしょう、で第三項になると問題を提起する者が出て来
るでしょう。 

では音楽性という以上、リズム、押韻、耳に楽しい、口ずさみ易い等いろ
いろ条件があります。日本語は平板で、音音の長さが等しい即ち等時性言語で
あり、中国語にある「韻律」や「声調」がなく、また西洋語にあるアクセント
のリズムもありません。その上、日本語のリズムの数え方は拍（短音節；モー
ラ；mora）で表わし、日本語の仮名音一つで一拍、そして五と七拍を以って
最も語呂がよく、耳を楽しませる拍となります、これは丁度唐詩の五言、七言
の音節とリズムが一致します。また日本と中国の詩歌には、それぞれの句また
は詩そのものに独特の韻律－「内在律」があるゆえ、ときには外在律に拘る必
要がありません。ただ内在律は顕明でなく一句ごとに違うゆえ、理解把握しや
すい「五七五」定型を一般的に遵守するのには理解ができますが、と言って絶
対遵守と言うわけではありません。私は「俳句」であろうが、中国の「詩詞」
あろうが、読んで詰屈聱牙でない限り、それ自身の内在律がある以上、そこに
音楽性があるものであると思います、そして押韻、対応があれば尚更のこと、
しかし「過度の複雑」なる規制は反って一般大衆を門前払いする可能性のおそ
れがあると思います。また五七五定型は日本語の音楽性リズムの問題であり、
世界の各言語には必ずその言語の耳を楽しませるリズムや音楽性があるもの
であり、それゆえ各言語の音楽性に合えばそれで良いのです。 



「余韻」、「余白」は俳句の特性の一つであり、特に「余白」はそうであり
ます。俳句はこれ以上短くすることが出来ない短い詩であり、そして十七音の
中で詩情の全体を完全に読み終える事は出来ません、ゆえに山水画の如き余白
を残して読者自身に想像させ完全になるまで補わせる、これが俳句独特の特性
であり、しかも読者をして自己の経験及び詩情によりひたすらに自由に個人独
特の味わいを享受することが出来るのです、それが俳句の詩情は詠む人と読む
人で必ずしも同じでなく、鑑賞も読む人によりそれぞれ異なる由縁であります。
これは他の詩型では見られない俳句の特性であり、俳句の俳句たる由縁でもあ
ります。 

さて問題は本質ではなく、人為的に付加された「季語」と「切れ」と言う
技術条件に関わってきます。 

「季語」に関しては、既に多くの文献で討論されており、ここでは贅言を
避けます。ただ、「季語」は元々「俳句」の先祖の「連句」の「発句」の挨拶
語でありました。日本人は出会った場合或いは手紙の始に必ずと言って良いほ
ど季節の挨拶から始めます、これは日本人の民族習慣ですが、同じ挨拶語でも
英語では違って「How do you do?」、「How are you?」となり、中国では新
時代の造語である「你好？」（ご機嫌いかが？）、そして台湾では「吃飽未？」
（食事は済みましたか？）が日常出会った時の挨拶の言葉です。それゆえ日本
の俳句で季語を必要とすることは理解できますが、生活習慣が違う外国人にお
いては、理解或いは会得するのに困難を感じます。 

「切れ」は文章の段落を示し、日本語語法の表示法であります。各言語に
は各言語の文章の段落を表わす方法があります、ゆえにそれぞれの各言語の文
章の段落を示す方法を使えば良いのであるゆえ問題にはならない筈です。 

さて《季題中心主義》、《客観写生》、《花鳥諷詠》などの束縛にいたっては
ある一個人による主張或いは制約事であるゆえ、これによって「俳句」そのも
のの発展が制限をされるものではありません。いかなる事物にも創始と発展が
あるのと同様にある一人の主張によっていかなること、事物の発展を制限また
は阻止することは出来ません、それは小さな範囲に局限する内輪の規定であり、
同じように「俳句」に関するいかなる制限もそれはある派別の内輪の規定の一
つであり、ゆえにそれを以って「俳句」そのもの全体の発展を制限することは
出来ません。我々は「伝統俳句」の制約規制を尊重します、といってもそれで



俳句界全体の発展を制限することには賛成出来ません、其れはあくまでも「伝
統俳句」の内輪の事だからです。 

で「HAIKU」は上掲の俳句の本質に符合する限り俳句であり、如何なる方
式或いは言語を使ってもかまいません。それゆえ最短で、それ以上凝縮するこ
とが出来ないまで短く、そして瞬間の感動を反応し、余白を残して読者をして
随意に自己鑑賞でき得る限り、主観、客観、大自然を詠むも、人事、社会性の
詩吟でもみな「俳句」であります。そして各言語には各言語の俳句形式があり、
例えば日本の「五七五」、表音文字の「三行詩」、漢語の「漢語俳句」などです。 

狭義の「俳句」と言う名詞は日本語俳句に残して尊重を表わし、且つ「伝
統」、「無季」、「自由律」、「社会性」、「人間探求性」など異なる形式を皆ひっく
るめて包括し、そして「伝統俳句」はもっぱら虚子の三制約を守る俳句に残し、
「俳句」項目下の層の次項目であり、「無季」、「自由律」、「人間探求性」と同
じレベルのクラスに属し、そして広義の「俳句」には「HAIKU」を含むとする
としては如何でしょうか？ 

視覚の感動は確かに哲学の思考まで飛躍します、ではその他の感覚感動は
どうでしょうか？吟じて余白を残す、そして読者に彼らのみが自己の経験から
得ることしか出来ない感動に符合する自己の感動に陶酔させる、これまさに一
石二鳥ではないでしょうか？吟ずる者の感動と読者の感動は必ずしも同じで
はない、これで良いのじゃないのではありませんか？ 

人にはそれぞれ異なる人生体験があり、ある人が経験したことと同じ経験
を他人がするとは限りません、だからある人が詠んだ俳句を他人が理解出来る
とは限りません。ことに特殊感覚を有する人あるいは特別の経験を有する人の
感動は、他人には理解できないものです。 

俳句の起源は日本です、俳句の本質について日本人は積極的に探求する責
任があるとともに、それを大事にしなくてはなりません。 

（この小文、6 千余字、は拙文《「俳句」、「世界俳句」、「漢語俳句」》約 4
万字から要約しました、詳細と文献は原文までお越し下さい。）
http://oobooshingo.blogspot.tw/2012/03/blog-post.html  

       （2012-07-31 脱稿） 
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《台湾の俳句史（1895～2013）》 
 
俳句は「俳句」、「HAIKU」として今や世界中のあらゆる言葉を使う人々に

受け入れられている。だが俳句の源泉国である日本ではどうかと言うと、まだ
まだ大多数の俳句フアンは、俳句は日本語で定型有季、花鳥諷詠でなくてはな
らないと思い込んでいる、または強引に主張する人さえいる。 

「HAIKU」は日本語以外の言葉（外国語）で詠まれる俳句で、漢字だけで
詠まれる「漢語俳句」をも含み各言語で普及しているが、その定則には一定の
規制はなく、ただ一番短い三行詩だという理解で受けいれられている。外国語
といえば一応アクセントというのがある、それでアクセントを気にするものも
いるが、相手にしない者もいる。季節にいたっては南半球と北半球ではまった
く反対であり、国や地域によっても大いに違っているし、季節がない地域もあ
るので、共通の季語は不要と考える人など、さまざまである。また季語を入れ
ても季感をなさず、季語本来の意味をなくしているので、取らぬ人も多けれど、
他方日本の伝統派に倣ってなんとか季語を入れる人もいる、が季感がない。季
語ではなく生活、社会に関するキーワードを使う人もいる。いずれにせよ、
「Haiku」は短詩の一ジャンルとして世界的な広がりを見せている。米英を中
心に英語俳句や欧州各語の俳句があり、アジアでは諸言語で俳句が詠まれてい
る、とくに漢語系諸国では漢俳として，中国で持てはやされているが、後述す
るように、「漢俳」は一種の新型短詩ではあるが絶対に俳句ではない。（世界俳
句第 7 巻、2011、参考）。 

明治の日本で子規が客観写生を提唱したその時期に、西欧では、日本から
伝わった芭蕉や一茶の発句が、西欧諸国語に翻訳された。俳句の翻訳は詩とし
ての詩情内容を損なわず、相当的確に翻訳されるのが可能であることが証明さ
れた、ただ日本語特有の掛詞、文化的記憶を除いてのことである。欧州理事会
のヘルマン・ヴァンロンプイ常任議長は、句集『Haiku』まで出している。俳
句（HAIKU）は韻律なき詩であるがゆえ、俳句はどのような言語を使用しても、
作ることができると言われるが、鮮明なる外在韻律がないと言うだけで、俳句
には詩想のうえで感じられる内在律がある。 

これらはさておき、この小文においては、広い意味の俳句（HAIKU）の立
場から台湾の俳句事情について述べさせていただきます。 



さて、台湾での俳句事情はどうかと言うと、その他の国とは大分違ってい
る。台湾が日本の統治下になったのは 1895 年（明治 28 年）、子規が客観写
生を説き「ほととぎす」を創刊したのが 1897 年（明治 30 年）、そして台湾
での日本語教育は伊澤修二らによってすぐ始められた。最初は六名の教師が原
住民部族の襲撃によって惨死するなどの悲劇があったが、漸次小学校、中学校、
高等学校、師範学校、各種専門学校、帝国大学の設立があり、爾来終戦当時に
いたるまで 50 年の間に日本語教育を受けた台湾人の数は日に増し、教育機関
数の統計記録から大よその推定ができる。1900 年頃の台湾総人口数は約 300
万人、終戦二年前の 1943 （昭和 18 年）年の統計では、約 600 万の人口で、
内日本人は約６０万人である。そして台湾人児童の就学率（義務教育）は男子
93％、女子 85％、1920 年代（大正後期）の 33％に比較して大幅の躍進が見
られる。1944 年 4 月において、国民学校と中学校の学生数は 975,593(内台
湾人 890,676 人)、高等学校以上の学生数は含まれていない、このほか、島内
での進学に阻まれた多くの台湾人学生は、自由に制限されていない本土の学校
へと進学した。つまるところ、終戦当時、1910 以後出生人口のうち、以上あ
げた人たちはみな日本語をよくする人たちであるという事実である。 

さて私が言いたいのは、終戦をメルクマールとしてみる時、台湾人で中学
までの教育を受けた人たちは俳句を詠もうと思えば日本人と同じ能力を持っ
ていた、それゆえその時点、特にそれ以前３０年間における台湾の俳句事情は
在台日本人と台湾人を問わず、日本本土におけるのと同じである。ということ
は日本で俳句がどういう人たち、社会層、年齢層に受け入れられているか、ま
た俳句結社、俳誌や有季定型、自由律，無季非定型などの絡みについても、台
湾でも日本本土と同じであると言うことである、たとえば小学校や中学で教わ
る俳句、女性や高齢者に俳句を詠む方が多いことなど。が、事実は少しズレが
あった、同じく日本語が使えても台湾人で俳句を詠む人は日本人ほど多くなか
った。 

台湾で日本統治時代における俳句事情に関しては近 10 年来、台湾または
日本で日本文学を専攻された人たちや日本で台湾の日本語文学に興味を寄せ
た人たちによってすでに多くの整理研究がある （阮文雅、沈美雪、蘇世邦、
周華斌）ほか、日本人の島田謹二、阿部誠文、磯田一雄らによっても紹介され
ている。ただ外国語俳句「HAIKU」については、まだである。 



この小文では、日本統治時代の俳句事情については上掲諸氏の研究論文か
ら引用させてもらい、戦後における俳句および HAIKU について、そして台湾
人の跨言語世代の様相については私見を述べさせていただくつもりである。  

台湾は明治 28 年（1895）に清国より日本に割譲された。沈美雪氏によ
ると台湾における俳句受容は、旧派も新派もほぼ同時期に並行して流入してき
たとされている。初期の台湾俳壇は日本人のみで、『台湾日日新報』の俳句欄
「日々俳壇」の選者を勤めた高橋窓雨などの旧派宗匠がリードしていたが、子
規の高弟である渡辺香墨の台湾赴任により、子規の俳句革新に同調する俳人も
増え、『ホトトギス』創刊（1897）の翌年にはすでに台湾在住の俳人の投句も
見られた。 

窓雨は明治 30 年（1897）６月に渡台し、明治 31 年（1898）に『台湾
日日新報』が発刊されて以来、同紙の俳句欄の選句をし、初期の台湾俳壇にお
ける一大勢力を作った。明治 35 年（1902）４月には村上玉吉（神洲）を主
幹とした文芸雑誌『台湾文芸』が刊行された。『台湾文芸』は俳句専門誌では
ないが、俳句を主とし、短歌小品その他を掲げたが同年の第５号をもって発刊
停止となった。『相思樹』はホトトギス系の結社「竹風吟壇」の同人を主体と
して明治 37 年（1904）５月 15 日に発行された俳誌である。 

『相思樹』の誌名の相思樹はその閑雅な姿から台湾では歩道の並木あるい
は鑑賞として至る所に植栽され、南国的情趣の溢れる植物として台湾の俳人に
愛されている。『相思樹』の選者だった香墨・鳴球・李坪の３人は『相思樹』
を通して明治期台湾俳句界の基盤を作った先人である。また作品の面において
台湾俳句には異文化の交流と融合が見られ、内地趣味ではなく台湾特有の季題
趣味を研鑽しはじめたのも『相思樹』の俳人たちであり、その集大成が明治
43 年（1910）に出版された李坪の『台湾歳時記』である。 

一方明治 40 年時代に河東碧梧桐が提唱した新傾向俳句が全国を席巻する
勢いを見せた中、台湾でも河東碧梧桐の来台を機に、李坪や空鳥らによって発
起された緑珊瑚会が碧派の句会に転じ、碧梧桐の唱導する新傾向の俳句をめざ
して、固定した季題趣味から脱しようと模索し努力した。それに対して、『相
思樹』同人は新傾向に興味を示しつつも、ホトトギス系の俳誌を標榜し、緑珊
瑚会を批判した。 

大正時代の台湾俳壇は、諏訪素濤を中心とした河東碧梧桐系の「新傾向」



俳句が一世を風靡しており、『熱』や『麗島』といった雑誌が発刊されていた。
しかし、大正９年には『うしほ』が、翌大正 10 年には、山本孕江の主宰する
『ゆうかり』 が創刊され、昭和初期の台湾俳壇は「ホトトギス」派の「ゆう
かり」の全盛の時代に入っていった。 

『ゆうかり』は昭和の台湾俳壇を代表する俳誌でまた最も長く続いた（大
正 10.12～昭和 20.4）。当初の雑詠選者は前年渡台した「ホトトギス」の佐藤
夜半であった。大正 12 年 9 月からは、東京の渡辺水巴が雑詠選者となった
が、同年 11 月以降は村上鬼城が雑詠選者となる。その後、「ゆうかり」社創
立 10 周年にあたる、昭和 6 年 10 月からは、孕江が雑詠選者となり、昭和 4 
年 5 月からは、阿波野青畝が「ゆうかり句帖」の選者を務めた。 

台湾の俳句における季題、季語は当然日本本土とは同じである筈がなく、
台湾特有の季語あり、たとえ同じ季語であっても日本での季感とはずれがあっ
た。 

「椰子」と「水牛」は台湾季語を代表しまた「熱帯季題」でもある。 
 水牛の角にたばしる霰哉 （明治 37 年４月） 烏 犍 
 「水牛」は昭和期においては「椰子」に次ぐ俳材として台湾俳句によく

詠まれた。台湾の季題を集めた最初の歳時記である小林李坪の『台湾歳時記』
には水牛について次のように述べられている：「水牛は黄牛に比して怜悧であ
つて、且つ奮怒する時は危險が多い、然かし又愛情は濃厚であつて、牧童は犬
の樣水牛を愛するのである。水牛は平素見馴れぬものを見た時は、奇異の聲を
放つて鳴き、或は之を襲撃することもある、又頗る水を好んで、陽熱酷しい時
には、常に泥中に轉んで、全體に泥を塗り、或は水に没して、頭若くは鼻のみ
を水上に出し、數時間に亘ることがある、之れ水牛の名ある所以である。」 当
時本土からの移住者はこの水牛に興味を感じる一方また恐怖を覚えた。 

蘇世邦氏は俳誌『ゆうかり』所載の「椰子」の句を分析し、台湾俳句に於
ける「椰子」の「本意」を探求し、台湾俳句にとって虚子の「熱帯季題論」は
どういう意味を持つかを考察し、季題と現実の間にはずれがあるものであるが、
台湾では「気候風土」の違いによる、そのズレが大きすぎると、そして虚子が
「熱帯季題」を夏の季としたのは、「季題」と「客観写生」（「花鳥諷詠」）とを
両立させるためであり、本をただせば、伝統擁護のためであった。虚子は「日
本本土に興つた俳句はどこ迄も本土を基準として、その歳時記は動かすべから



ざる尊厳なるものとして、熱帯事物は一括して『夏』の季に概当すべきで、で
なければ内地の季題に混乱を来してしまう」と考えていたからである。しかし
台湾在住の俳人にとって、「熱帯季題」と「客観写生」とは両立するものでは
なかった。それは、眼前にある春や秋の季感を持った季物を詠じようとしても、
「熱帯季題」により夏の句として詠まなければならなかったからである。 

台湾に関する歳時記は二冊しかない、一冊は前掲の小林李坪の『台湾歳時
記』である。これは日本統治時代に出版された唯一の歳時記で、二冊目は戦後
2006 年黄霊芝による『台湾歳時記』である。 

小林李坪の『台湾歳時記』の構成は、春夏秋冬の四部立になっており、月
ごとの分類はしていない。また、旧暦に拠っており、正月を春に入れている。
季題の分類は人事・動物・植物の三部類となっており、天文・地理などは収録
していない。四季別に見ると、夏が多く、冬が少ない。事項別に見ると、植物
と人事は多いが、動物は極端に少ない。また特に、粟祭、釈典、媽祖祭、関帝
祭などの祭りに詳しい解説が為されている。李坪は水辺での「洗濯」を台湾の
特別な風俗として季題にしているのであるが、その後、台湾の「洗濯」は、水
牛、椰子、龍骨車、龍眼肉、荔枝などとともに、台湾を代表する風物として「台
湾みやげ」用の絵葉書にもなっているところを見ると、当時の日本人には余程
珍しく感じられたことがわかる。でもそういう光景は今ではもう見られない。
季語の本質も時代の移り変わりによって変わるのだ。また台湾にも台湾の四季
がありで、台湾に永く住めば、かなり敏感になってくるのだ。しかし同じ台湾
といっても、島の南北では季節感が異なり、対処に困る結果となる。 

台湾における第二冊目の歳時記 『台湾俳句歳時記』 は皮肉にも日本人
が台湾を去ってから 58 年後の 2003 年まで待たなければならなかった。独自
の季節感のある台湾では、当然「台湾季語」があるべきであり、全部で 396 の
台湾季語（正題季語）があり、各８句ずつの例句と解説をつけて編集したもの
で、言語的には台湾語の季語が 220 項目と過半数を占め、日本語が 161 項
目、客家語が２項目、中国語（北京語）が 13 項目と多岐に渡っている。人事、
自然・天文現象、自然・動物、自然・植物に大きく四分類され、季節も春夏秋
冬ではなく、暖かい頃・暑い頃・涼しい頃・寒い頃と分けている。ただし人事
にはこれに年末年始が加わり、自然・天文現象はこの分類に従っていない。黄
霊芝氏の『台湾俳句歳時記』は、台湾俳句への第一歩であると言えるが、しか



し「写生」にこだわりすぎて、「季題」と「現実の風土」とのずれをひきおこ
す結果になったのであり、またそれら季語には相応の季感が感じられない。俳
句を詠じることは、現実をカメラで写し取るようなものではなく、「季題」を
通して「文化的な記憶の世界」と「現実の世界」とに出入して逍遥する事であ
る。ここで問題となるのは、「台湾季題」の「文化的な記憶」である。明治時
代に初めて「台湾季題」となったものは、当時の日本人が珍しいと感じた台湾
の事物であった。「台湾季題」を詠じた台湾俳句に佳句があまりなかったのは、
「文化的な記憶」を持たない季題を詠じなければならかったからである。台湾
人には台湾人の「文化的な記憶」があり、日本人の「文化的な記憶」とは同じ
点もあれば、異なる点もあるはずである。台湾で俳句を詠むには、台湾特有の
「文化的な記憶」を探るべきである。  

日本語俳句：俳句は日本に起源するゆえ、日本語で詠まれるものである。
明治維新後国際交流が始まると自然そこに文化の交流があり、俳句は最も難し
いといわれる詩の交流の中でいち早く世界中に行き渡ったのだ、何故だろう
か？虚子の有季定型花鳥諷詠を死守する伝統派俳句の定則を以てすればそう
ではなかっただろう、が世界の詩人は彼らなりに俳句の本質を解釈し世界の各
言葉で彼らなりの俳句を詠んだのが『HAIKU』なのだ。その HAIKU の本質が
伝統派の言う俳句の本質そのものなのかどうかは定見がない、正直のところ伝
統派の定則が俳句の本質であるかさえも問題である。この俳句の本質の問題は
『HAIKU』だけでなく、本場の日本国内でも存在するのであるが、有耶無耶の
中で伝統派の言い分を鵜呑みにしているだけで、事実は問題があるが、みな好
き勝手に解釈しているだけである。 

さて台湾ではどうかと言うと、戦前においては明治と大正の半ばまでは俳
句は在台日本人の専有物で、俳句について揉め事があるとすればそれは日本本
国のそれと同じで変わりはない、ゆえに旧派もあれば新派もあり碧梧桐や放哉
などの自由律派もある、そして、大正後期から昭和に至っては台湾人の参加も
見られるようになった。上述の季語、季感、熱帯季語などは季節違和の問題の
ほかに日本人と台湾人俳句には同じ季語を使っても内容的には相異があった。
日本人はただ周囲の自然界の描写の花鳥諷詠が主だったが台湾人の俳句には
日々の生活の出来事や人事に関する直接に人間を詠む句が多かった。戦争が始
まるといわゆるの戦争俳句も数多く詠まれるようになった。 



このころの台湾の俳人には台中商業の先生の阿川燕城がいた、かれはまた
多くの台湾人俳人を養成した。台湾人俳人には王碧蕉（1915～1953）、頼天
河、呉新栄（1907～1967）、郭水潭（1907～1995）などがいた。王の言う
には「俳句が日本国民詩であると共に他民族に弘通する可能性を信じていたに
せよ、俳句が広く普及するには季という大きな金しばりがあり、これが他民族
に弘通する際の障害になっている」と。 

1945 年終戦と同時に台湾の知識人は一夜にし文盲となった。初めの一年
はまだよかった、まだ日本語が使えたからだ、が二年目からは日本語は絶対禁
止になった。今まで日本語で文芸に携わっていた人たちは筆を捨てるか外国語
として中国語を習わねば生きるすべはないのだ。そして続く 1946 年に日本文
禁止令、1947 年の 228 大虐殺に続く白色テロと 38 年間続いた戒厳令（19
４9～1987）、あまたの台湾人知識人が闇の中に消えたが、一方、時代の渦の
なかをうまく泳ぎ抜けて利権をつかんだ台湾人高官富豪もまた少なからずい
た、これ世の常、特筆することもないが、この間台湾の日本語にも浮き沈みが
あった。1950 年代は日本語は絶対のタブーだった、1960 年代の後半期に少
しづつ緩和され日本留学も許されるようになった、しかし日本語書籍の持込に
はまだ厳重なる規制があり、当局の検閲を通らなければならなかった、例えば
英和辞典さえも一ページ一ページ検閲され、＜人民共和国＞や＜蒙古共和国＞
などの英語単語は墨で塗りつぶされた、そして友人が贈り物として持ち帰って
くれた当時貴重な LP のレコードセット十二枚は丁寧に鋭利なナイフで傷物に
されリプレーすることができなかった。1970 年代に入ってようやく私立の大
学で日本語学系が設立された、国立大学で最初の日本語学系が台湾大学に設立
されたのは 1994 年のことであった。そのころには民間では日本ブームが沸き
立ち、日本の映画、書籍、歌謡、レコードに若い人たちが飛びつき、「哈日族」
と呼ばれ、大学で日本語や日本文学を専攻する学生の数がその他の外国語を凌
駕するようになった、そして日本へ留学する学生も一途に増えた。この人たち
が前述の台湾における日本短詩文学の研究結果に貢献したのである。 

話は戻って、一夜にして文盲になった文芸作家や愛好家達のうちで、筆を
捨てた人もあったが、また多くの人が筆を握り直して新しい言語に一から挑戦
した、そして多くの人たちがその障害を克服したのだ、いわゆるの跨言語世代
の人たちであった。はじめはたどたどしい華語だったが、日を重ねるにつれて



華語を自由にこなす人の中には日本語と同じように抵触された台湾語を使う
人もいた。詹冰、巫永福、陳千武、林亨泰、傅彩澄、蕭翔文らは俳句界におけ
る二刀流の使い手である。黄霊芝は日本語の俳句を主に、後に漢語俳句をも詠
むが、彼が俳句を詠み始めたのは戦後であり戦後台湾唯一の俳句結社の主宰た
る立場にあるゆえ、後で特筆する。 

詹冰：ここで最初に提起したいのは詹冰である。詹冰本名は詹益川（1921
～2004）、台湾苗栗県卓蘭の客家人である。中学生時代から詩が好きで、台中
一中在学中にすでに俳句募集に応じて受賞している。父親の反対を押し切れず
東京の明治薬専に学び薬剤師になったが、留学中に大いに詩作に励み、その間
堀口大学にも文面で教えに預かった。1944 年帰台後まもなく国籍転換に遭い、
詩作に使い慣れた日本語から中国語に切り替えざるを得なかったが、よく困難
を克服して、亡くなるまで華語で詩作を続け多くの児童詩や新詩を残した。こ
こで特記したいのは彼は漢字十字で漢語俳句を詠んだ、それを「十字詩」と名
づけた。さすがは俳句の達人、俳句の定型、構成、詩境、詩情など、黄霊芝と
同じようによく俳句の本質をわきまえているゆえ、漢字新詩型の「漢俳」を俳
句と見なすようなことはなかったのだ。 

朱実（瞿麦）：「銀鈴会」は台中一中の学生である文学青年朱実、張彦勲、
許世清らが 1942 年に発起した文芸団体で、1944 卒業間際に会の名を「銀鈴
会」ときめ、会員は台中一中の学生を中心に外部からの参加もあり、会誌「ふ
ちくさ」を刊行し、詩、童謡、短歌や俳句創作などが発表された。言語は初め
は日本語であったが 1945 年に時代が変わると中国語に変わったが、1949 年
4 月「四六事件」で当局による手入れが入るとメンバーは散りじりばらばらに
なり、ある者は捕らえられ、果ては銃殺されるものもいた、またある者は島内
や中国へと逃げのびた。当時台湾師範学院（後の師範大学）の三年生であった
朱実は機敏で逸早く身の危険を悟り、中国に逃げきった一人で、後に中国で文
学活動に従事し、俳句や漢俳の発展に貢献した。彼は中国では別の名を使って
いた、瞿麥こと朱実である。周恩来が日本を訪れたとき翻訳をつとめたのも彼
だった。「北京週報日本語版」 2008 年 6 月 20 日に彼の紹介記事が載ってい
る：「1992 年 4 月、日本の伝統俳句協会の一行 40 数名が伊藤柏翠副会長の引
率のもと、瞿麦氏を副団長兼講師として北京、西安、桂林を訪れた。観光後、
上海の花園飯店で「中日友好漢俳・俳句交流会」と銘打った催しが行われた。



これは、中日初の漢俳・俳句交流会であり、また同時に漢俳・俳句集『杜鵑声
声（ホトトギス）』を出版して中日の漢俳・俳句交流に新たなページを切り開
くものでもあった。（中略）2007 年 12 月、中日国交正常化 35 周年の折りに
瞿麦氏は上海の魯迅記念館で「中日詩歌交流展」を開催し、日本俳句協会の会
員および上海駐在日本総領事館の文化領事、上海の漢俳・俳句愛好者など数百
人が参加した。交流展終了後、これを機に「俳之橋詩社」が設立された。瞿麦
氏が中日の漢俳・俳句交流の道を切り開いたことは、中日文化交流史上に輝か
しい 1 ページを留めることだろう。」  

http://japanese.beijingreview.com.cn/yzds/txt/2008-06/18/content_128
412_2.htm  

朱実は 1994 年に一度台湾へ帰った来たことがある、そしてかっての「銀
鈴會」の舊友たちと会った、旧友の蕭翔文は日文短歌同人誌「たんがら」に一
文を残した。他はまた日本においても、早稻田大學、神戸學院大學、二松學舍
大學、岐阜經濟大學中國文學客座教授の座にあった。彼はまさに激動の世界の
渦の中に身を投じた、台湾の跨言語世代が世界俳句界に送りだした台湾、中国、
日本三国にまたがる台湾出身の俳人なのだ。彼の俳句に： 

半世紀時空を越えて秋思かな 
長かりしタイムトンネル時計草かな 
の句がある。 
黄霊芝、台北俳句会：さて戦前、台湾の俳句や短歌の結社は日本人を主と

するものであった。前述の銀鈴会は例外というべきであると共に、日本語の普
及が目に見えてきた証拠でもある。が 1945 年戦後一夜にして文盲になった知
識人や文芸人と学生は急速に中国語を習い始めた。 

跨言語世代に居座りながら、いまだに日本語を使う人々を台湾の「日本語
族」と研究者たちは呼んでいる。なかんずく、これら「日本語族」の一人であ
る黄霊芝は 1928 年生れで本名黄天驥、日本人よりも造詣の深い日本語を駆使
して俳句に馴染んでいるのである、そして 1970 年以来 42 年間、戦後唯一の
組織ある日本語俳句結社「台北俳句会」の主宰でもあり、また 2003 年には東
京の言叢社から戦後唯一の日本語の「台湾俳句歳時記」を刊行している。これ
らの功績により 2003 年には正岡子規国際俳句賞を受賞し、2006 年には旭日
小綬賞を受賞している。彼は俳句のみならず多くの日本語小説を書いている、

http://japanese.beijingreview.com.cn/yzds/txt/2008-06/18/content_128412_2.htm
http://japanese.beijingreview.com.cn/yzds/txt/2008-06/18/content_128412_2.htm


２００６年に岡崎郁子が一部を編集して『宋王之印』（慶友社）という書名で
黄の日本名国江春菁で出版している、また 2012 年には下岡友加が『黄霊芝小
説選』を編集して黄霊芝の名で広島の渓水社から出版している、また黄は彫刻
にも秀でて、１９６２年にはフランスで開催された第二回パリ国際青年芸術展
に彫刻『盲女』を出品し入選した。 

黄氏の俳句について特記するところは正式に師匠を持っていない事で、す
べて自習によるものであることである。自分史によると中学に入ったとき台湾
人でありながらよくも日本人学校に入学してきたとして日本人のいじめに遭
い、肋骨が折れ、血尿を出すほどの暴行に遭い、のち恐怖症になり一年休学し、
中学三年で終戦を迎えた。彼は日本人にひどい仕打ちを受けながらも如何して
これほどまでに日本語に現を抜かしたか、自分は親日家でもなく、日本びいき
でもない、只日本語が自分にとって最も使いやすいまた奥行きのある言葉だか
らと言っている。終戦後学歴を偽って大学に入学したと自分史で言っている、
しかし間もなく肺を患って休学せざるを得なかった。その後喀血などを経験し
ながら、長い間肺結核の養生の途にあった。この間彼は集めた書籍を猛勉した
のだ。かれは不幸のようでその実幸運児でもあった。かれは台南で一二を争う
大資産家の末っ子で上には八人の兄弟姉妹がいた、終戦後二年で相次いで母と
父を亡くしたが同時に残された膨大な資産と骨董玉石、くわうるに天賦の芸術
の資才、彼は日本に送還される日本人の蔵書家の膨大なる蔵書（荷車二台、千
冊近く）を一括して買収し得たのだ。想像するに彼は病床にあってこれら知的
財産を全部精読、その真髄を吸収し、すべてを物にしたと私は解釈する（自分
では乱読したと言っている）。玉石に関する能力も家蔵の骨董玉石からの実際
経験と書籍からの知識によるものと思う。彼の小説にはよく金銀玉石が出てく
る、また博物館の玉石の解説もされている。彼の芸術に関する天賦の才に加え
るに、資産が彼の今日をあらしめたのだ。彼の博識多才は小説と句評の内容か
らも窺い知れる。彼の句作や小説の真髄内容を本当に了解するには、彼の一般
に知られる出自の他に彼の生い立ち環境をよく知らなければいけない。私の知
る限り彼の作品に関する一般の解釈はまだまだ足りないところがある。 

阮氏の研究報告によれば、台北俳句会の創設は一九七〇年七月である。主
宰の黄霊芝氏は「台北歌壇」（のち「台湾歌壇」に改名）のメンバーであり、
歌壇の活動で一九七〇年の六月、台湾でのアジア・ペンクラブ会議に参加した



川端康成、中河與一、五島茂、東早苗など、日本の文芸家と会った。台南への
汽車の中で台湾にも俳句の会が欲しいという話が湧き、帰北のあと俳句の運座
をした。これが台北俳句会の発足のはじめであるという。周知のように、当時
の台湾は国民党政府の戒厳令の下で、結社どころか、日本語に関する資料の流
通さえも禁止されていた。それにもかかわらず、黄氏は台湾で日本語の俳句会
を創設した。当時の状況の厳しさは、俳句会の命名からも一端が伺える。メン
バーは台北だけではなく、台中、台南にも多く、全島に及ぶのに、どうして「台
北俳句会」と名乗ったのか。黄氏は言う：「実質的には会員が全島に跨り、『台
湾俳句会』であるべきだったが、当時「台湾」の二字には反国思想の嫌疑が実
しやかにかけられやすかったため、殊更にこれを避けたのであった」と。句会
の進行方式は大体日本の結社に似ている。台北俳句会の特徴としては同人の平
均年齢が高いことである。生粋の台湾人、台湾人と結婚した日本人、台湾に出
張している日本人、日本在住の台湾人、日本に住む日本人、外国に住む人...、
また官吏、商人、医師、教授、家庭主婦、会社員、教師、学生、リタイアーし
た人などさまざまで、主として会員の紹介で参加している。最盛期の一九九〇
年前後には同人が百人近くいたという。特筆すべきは 1969 年に発足した「台
北歌壇」から分立されたので最初は多くの歌壇の人が参加していた、歌人や俳
人がお互いに掛け持っていたというのは日本のそれとは大いに趣を異にする
ものである。また当初は上述の跨言語世代が多くいた、頼天河、呉建堂、蕭翔
文、巫永福らである、又親子二代での参加者もいる（陳秋蟾、陳昭仁）、これ
らの多くの人は、句集を刊行している。台北俳句会の句作は高齢者としての述
懐や歴史、生活、そして言語の面に属する句など、人事や生活に関する句が多
く、黄氏が句評でよく説く花鳥諷詠の客観写生句はそう多くはなかった。同人
のイデオロギーは台湾特有の二大派双方ともいた、すなわち台湾意識を主とす
る台湾派と中国に傾く国民党派である、その点台北歌壇は台湾派が主なようで、
国民党の甘い汁を吸った国民党派は追われて台北俳句会に来たという噂もあ
る、黄氏は会で政治を論ずることを原則上禁止はしているが政治に関する句も
見られる。『台北俳句集』は会員の句を各自 20 句ずつ掲載して年度ごとに発
行されている。いままでに刊行されたのは 39 集（2012.8）で、別に 2010 年
12 月『台北俳句会四十周年紀念集』が刊行されている。惜しむらくは『台北
俳句集』と黄氏の創作のほとんどが自家版であるため日本ばかりでなく、台湾



でも知るものもまれである。貴重な文献がみすみすなくなるのを見るにしのび
ず、2009 年極力進言したが、取り巻きの古参高齢者に取り合って貰えず、40
週年記年号だけは出版前日に無理に ISBN 登記をさせたが、その後の俳句集の
刊行もまた元の木阿弥、40 周年記念集は小生が自分でスキャンして個人のウ
エブに載せた。（2012 年の末、若い人が幹事になったあとはネットでも作品
が読めるようになったようだ）。別に 1980 年に「台北春燈句会」（現・春燈
台北句会）が創立され、10 名前後の小さい句会ではあるが今日まで存続して
おり、メンバーの多くが台北俳句会の会員と重なっている。201１年の末から
黄氏の健康が思わしくなくなり、会に出席するのも無理になり、2013 年には
会の世話役も高齢のため日本留学帰りの若いかたにバトンを引き渡した。若い
方は新しい媒体のツールが使えるゆえ、句会の事務のやり取りも便利、迅速に
なったが、主人のいない家はやはり寂しい、春燈俳句会のほうもやはり同じ苦
境に落ちている。なんとか在台、在日日本人の助けを借りて維持しようとあが
いているもようだ。日本人が主になるようなことになったら、それは真の台湾
俳句会ではなく日本語習得の場でしかなくなり、または日本人懇親のクラブの
かたちになってしまい、そこに参加する台湾人は日本語練習のための参加であ
り、俳句会の意義をなさない。  

外国語俳句（HAIKU、漢語俳句）、ネット俳句： 戦前、日本語短詩文芸
の教養を獲得し、戦後の言語の推移に馴染めなかった台湾人は「日本語族（人）」
となり、その一小部分が日本語短歌、俳句創作に籍を置くことになったのだが、
はたしてこれらの人たちはほんとに詩才があったのか、または若き日に覚えた
日本語にノスタルジアがあっただけなのか私にはわからない。思うに日本の俳
句結社と同じではないかと。なぜ結社に高齢者や女性が多いのか、まだ日本で
も結論がないようであるが台北俳句会でも同じ傾向がある、で結社の人たちは
只暇をもてあましての言葉遊びで句会に参加しているのか？ 

黄霊芝や呉建堂（孤蓬万里、台湾万葉集）のふたりは確かに詩才ありで詩
人の性格が普段の言行からはっきりと感じられ、誰も疑う人はない。呉建堂に
は私だけしか知らない逸話がある。彼は私の歳も医学もの先輩である。1982
年のある日、突然院長室に私を訪ねてきた、彼は当時基隆市立病院の院長で私
は台湾省省立台北病院の院長でした。彼とは面識がなかったが、同業なるゆえ
院長室へお通ししたのだが、彼の発言にはびっくりさせられました、彼はい



う：「あんたの今の院長職を僕に譲らないか」と、私はあっけにとられて返す
言葉も出ませんでした。まず省立と市立では格が違う、また公立なるゆえ院長
職の任免は資格も上官の裁可もなくてはならない、政府の正式令状が必要なの
だ、こんな常識外れの要求に答えられる筈はなかった。なんとかうまく話をし
て返したものの、彼のこのような単刀直入、ぶっきら棒な性格はよく詩人の性
格を表わしているものと後日了解することができた、私のような凡人には真似
さえできない言行なのだ、当時私は彼が歌人また剣道の達人であることを知る
由もなかった。彼もその後台北病院ではないが地方の省立病院の院長に出世と
歴任をした、尊敬すべき天賦の詩人である。 

さて日本語の俳句でなければ何語で詠むか？当然台湾語か台湾の公用語
である台湾中国語（台湾国語、日本の外国語大学では中国の普通語と区別して
いる）となる。時の流れについて黄氏も漢語俳句を創作した、さすがは俳句の
真骨頂を会得した黄氏であった、それゆえ漢語（台湾語、台湾国語）での創作
も俳句の本質から外れてはいなかった、真の漢語俳句である、ただ惜しみらく
は季語を必要としたことである、しかし黄氏のある季語には夏石氏のキーワー
ドの匂いがある、それは世界俳句に通ずる道であり真の HAIKU というべきだ
と私は思う。黄氏は「湾俳」という造語を使っている、それは大まかに台湾と
いう環境で創作された俳句の意味で、台湾文芸と台湾語文芸の違いと同じ意味
である。黄氏は台湾で日本語文芸を多く創作したが、一部の人から台湾文芸で
はないと貶められた経験があるゆえ漢語の台湾俳句（湾俳）を台湾で創作され
た漢語俳句の意味にしただけである。しかし私は台湾俳句（湾俳）をあくまで
も純粋の台湾語で詠まれた俳句と解釈したい、でなければ今世界で詠まれてい
る HAIKU に添わないからだ。漢語俳句と湾俳の詳細については『世界俳句』
第 7 号 pp101-113 をご参考ください。黄氏は 1993 年、知人で時の台北県長
尤清氏に働きかけて県の文化センターで漢語俳句教室を設立し、その後漢語に
よる台湾俳句会を結成し、一人でも天才がいる事を望んだのですが、どうも当
てが外れたようである。黄氏のほかにも漢語俳句に立ち向かった詩人もいまし
た、彼らは国際的にも知られた詩人である、それ故詩才、詩情については言う
ことはありません、はっきりと俳句と銘うって出された俳句集もあります、が
どうも俳句と言いがたいようです。その原因がはっきりしません、私なりに想
定すると多分俳句の本質に関する解釈や説明がたりなかったのが原因の一つ



であるが、日本国内での俳句の本質に関する論説の不定性にも由来すると考え
ます。俳句とはと聞くと、必ず先ず有季定型を持ち出す、そしてそれは広い俳
句の意味での一つの型であるとは言わないで、それが一切のように言われる、
日本語を知らない外国人は途惑ってしまい、挙句の果ては漢俳という俳句の俳
の字の付いた俳句でない新しい漢詩の一型まで生み出し喜ばれています、まこ
とに悲しい喜びですが。 

漢俳が俳句でないことは黄氏も詹氏もはっきり言い切っている、そして前
述の朱実こと瞿麦氏もそれに触れている。で私の漢語俳句に関する考えは別に
載せてありますので【呉昭新：《漢語/漢字俳句》―漢俳、湾俳、粵俳、……と
は？－『世界俳句』-2011 No:7、pp:101-113; 世界俳句協会、日本 】まで
お越しください。 

黄氏のほかにも二十世紀末、台湾の新聞紙の文芸欄で一時俳句熱がありま
したが、長続きはしませんでした、原因は俳句に関する理解が不足だったと私
は解釈します、そのまたの原因を正せば日本本国の俳句に関する意味付けの不
定性によるものと思います。 

ネットをサーフインしますと最近若い人たちが中国の漢俳の真似をして
漢俳を俳句と思って一生懸命頑張っているようです。漢俳を漢俳、漢詩の一新
型、として詠むのはよい事ですが漢俳を俳句と間違ってもらっては困ります。
でもこの二三年「漢俳は蘇俳よりも俳句に似ていない」と言う書き込みを見つ
けました、このグループの人たちは他の人たちよりもある程度俳句の本質に近
づいているようです（蘇俳とは旧ソ連の俳句のことで、いまのロシア俳句にあ
たります）。私が『《台湾俳句》之旅』の一文をネットに載せてからはや三年半
が過ぎました、ネット上の延べビジター人数は約 3000 人に上ります、けっし
て多い数ではありませんが、台湾には俳句に多少興味を持つ人もいるというこ
とです、ほかに俳句に関する文章および湾俳、華俳の自詠句のページへのビジ
ターも少なくありません。また明らかに私のウェッブサイトに呼応して客家語
で詠まれた客俳のブログも出てきました、惜しむらくはまだ漢俳を漢語俳句の
典型と思い違いをしているようですが。黄氏の漢語俳句の台湾俳句会にもっと
若い人が集まるのを願っていますが、今のところ黄氏の健康も関わっています
ので望みは薄いようです。 

台湾俳句の未来：台湾の俳句会は高齢者が多かったため、ネットでの新し



い俳句の方向を知るのにハンデイキャップがありました、でも去年あたりから
タブレット PC が出回り、高齢者でも使いやすくなったゆえ、使用者も増えて
きたようです、ネット消息の遅れによるハンデイもそのうちに追々無くなるで
しょう。 

最後に望むことは台湾では、黄氏が築きあげた台湾の俳句会を若い人たち
が受け継いで真の漢語俳句および俳句の本質に則った俳句（HAIKU）を詠むこ
とにあります、有季定型、花鳥諷詠、写生の伝統俳句は俳句の一つではあるが
全部ではありません、これをわきまえる事が若い台湾の俳人に課せられた務め
であります。 
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